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本校は2002年度にスーパーサイエンスハイスクール(SSH)に指定され、以来、2007年度に第二期、2012年度に第
三期の認定を受け、現在は2017年度から第四期の取り組みを行っています。本校取り組みの特徴は、第一期から一
貫して、理系・文系の区別なく、中学校・高等学校の全校生徒が先進的な科学を探究する活動を実施していること
です。これは本校の教育課程が理系・文系といった区別をせずに実施していることにも関係しますが、大きくは、
学びに理系・文系の区別をすることに意味を見い出せない指導者層の強い思いによっているかと思います。今期の
目標は探究型学習教材と学習プログラムを開発・実践し、その成果を検証して理数系人材育成に効果的な学習シス
テムを構築し、中等教育現場への発信と共有を図ることです。この目的達成のために、数学科では沢山の教材を開
発し、出版して公開するだけでなく、全国の高校と連携して出前授業を実施し指導力の相互向上を図ったり、SSH
全国数学科教員研究会を実施したりしています。また、学校の全教員が一丸となって取り組む教員免許状更新講習
の実施や1974年度から継続して全教科で開催している教育研究会など、年間に様々な機会を作って成果を発信して
おります。 
日々の教育実践成果をつぶさに取りまとめたこの駒場論集は2000年度に発刊されましたが、これは1960年度に
発刊された研究報告を引き継ぐもので、この第1号から数えて、現在までに57号が発刊され、520の研究などが報
告されています。この論集は、本校における日常的な教育研究・教育実践の成果をまとめたもので、各教科教員で
構成される教科グループが数年の期間で研究プロジェクトを実施し、その成果が報告される他、教員による個別研
究が報告されています。第58号となる今回の論集は、各教科および生徒部からのプロジェクト研究報告と共に、保
健体育科教員と養護科教員の合同研究、並びに英語科教員の個人研究が掲載されています。本論集をとりまとめる
ことで、本校教員にとりましては日頃の教育活動を見直し、新たな取り組みへとつなげる原動力となり、本校以外
の先生方にとりましては本校の実践的、先導的研究を知っていただける良い機会となっています。 
この論集に掲載された内容が、関係各位の教育活動のご参考に少しでもなるならば幸いに存じます。加えて本校
及び関係各位における教育実践のより一層の充実を図るため、本論集への忌憚のないご意見、ご批判、ご提言を賜
りますようお願い申し上げます。 
  
  201９年３月 
                    筑波大学附属駒場中・高等学校 
                              校長  林 久喜 
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要約 
本プロジェクトでは、「国語科の授業における、生徒同士の相互評価・相互批評の実践と研究」として、授
業における生徒同士の相互関係をどのように教科指導に生かすことができるかを検討した。ここでいう「相互
評価・相互批評」とは、生徒が授業内での発言や完成させた文章などについての良し悪しを互いに評価するだ
けではなく、学習過程の中で他の生徒と自分との共通点・相違点を意識・指摘することなどをも含んでいる。
今年度は検討の第二年次として、昨年度に引き続き教員がそれぞれどのような活動を行っているのか、いくつ
かの事例を収集し、具体的な授業の進め方や評価について検討を行った。その結果、相手の顔が見える形では
言語的な活動への注意が抜け落ちる場合もあること、逆に言葉だけに頼る形では適切なコミュニケーションが
難しくなりがちなことなど、考察を深めることができた。また対教員の関係とは違う、水平な関係の中で得ら
れる「気付き」が重要であることが見えてきた。 
 
キーワード：相互評価 相互批評 生徒同士 
 
1 テーマ設定の理由・基本方針 
1.1 テーマ設定の理由 
同じ教室での授業という学びの空間・時間を共にす
る生徒たちは、一方に教員と生徒という関係を持ちな
がら、もう一方で同じ立場にある生徒同士という関係
を持っている。 
今回テーマに取り上げたのは、後者の生徒間の関係
である。授業において生徒たちが何らかの相互関係を
持つことは、彼ら自身の学びのあり方に、前者の関係
とは異なる影響を与えることになる。 
過去の国語科の論文では（論集 55 集）「〈他者〉と
関わる力を育てるための『読むこと』の学び」をテー
マにしたが、今回の取り組みはその延長線上にあるも
ので、〈他者〉との関わりの具体的な授業内活動として、
生徒同士の相互評価・相互批評に注目したものである。 
 
1.2 基本方針 
「相互評価・相互批評」には、生徒のどのような学
習活動に対する評価や批評なのかをまず考えなければ
ならない。発達段階である中学か高校か、また科目の
性質―現代文か、あるいは古文、漢文か―によっても
具体的な学習活動の性格は異なってくるだろう。教材
の違い、生徒の違い、教員がその授業で目指そうとす
る目的などによって、多様に考えられる。 
そこで今回のテーマでは複数年次にわたる取り組み
を行うこととし、第二年次である今年度は、昨年収集
した事例に加えて新たな授業実践を収集し、これらの
事例の分析の方法についての考察を行い、今後の実践
を有効なものにするための手がかりを考えていくこと
にした。 
 
2 実践報告 
2.1 各実践の概要 
今年度、本校国語科教員が行った主な実践概要は次
の通りである。 
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 ―――――――――――――――――――――――― 
【テーマ】 
教科書「風呂場の散髪」より『続・岳物語』の主人
公とされた岳について考える 
 
【実践内容】 
椎名誠の家族エッセイは３世代にわたり今なお続い
ている。ここで長男の岳氏はエッセイとして取り上げ
られることの苦悩を『完本・岳物語』のあとがきに語
っている。自分の言動をエッセイとして衆人の目にさ
らされ、見知らぬ人からも岳少年のイメージという先
入観をもたれる苦悩を考える。 
【感想等】 
教室で意見を出し合うだけでなく、G suite のスト
リームに発言を書き込むことで自分の意見に責任を持
つ。また人の意見に同意したり、反論したりが時間を
おいて考えることができるため、発言が特定の人に偏
ることが無くなる。本授業を通じてネット社会でのト
ラブルやリテラシーを考えるきっかけにもなりうる。 
 
【対象学年】 
中学１年 
 
（担当者：有木） 
 
―――――――――――――――――――――――― 
【テーマ】 
新聞投書の相互評価 
 
【実践内容】 
 三学期に実施予定。 
１．新聞投書のテーマを共有して、関連しそうな人と
グループを組み、 
２．相手の文章の良いところを指摘し、 
３．相手がコメントをもらいたいところにコメントを
する 
 
方針で進めていきます。相互評価の前には、澤田が
自分の下書きを使って、皆からコメントをもらうデモ
ンストレーションを行う予定。 
 
【感想等】 
 
【対象学年】 
中学２年 
 
（担当者：澤田） 
 
―――――――――――――――――――――――― 
【テーマ】 
評論読解入門期におけるグループ学習 
 
【実践内容】 
 教科書では、生徒の学習段階を考慮して初めの部
分の単元に入門的な教材が載せられることが多い。そ
こで、少人数のグループを作り、それぞれのグループ
で最初の単元にある複数の文章から一篇を選んで読解
を行い、その要旨などを口頭で発表する形の授業を行
った。評価シートを用意し、それぞれの発表について
の評価および自分の文章理解などについての自己評価
を書かせた。 
 扱われた文章は、「バラは暗闇でも赤いか？」（野
矢茂樹）「トロンボーンを吹く女子学生」（渡辺裕）「デ
ジタル社会」（黒崎政男）の三篇である（いずれも『精
選国語総合現代文編改訂版』（筑摩書房）所収）。 
 
【感想等】 
複数の文章から自由に選んで読解を行うという点で、
文章そのものに対する読解の意欲が見られたこと、発
表（生徒同士の評価）を意識して要点を押さえる必要
があったため、内容のポイントを押さえることができ
ていたことは良かった点として挙げられる。ただ、野
矢の文章については、内容に理科的な思考が求められ
たためか、深い考察に進む生徒がいた半面、それに十
分ついて行けない生徒も出ているように見受けられた。 
 
【対象学年】 
高校 1 年 
 
（担当者：関口） 
 
―――――――――――――――――――――――― 
【テーマ】 
 論説文を書く授業の相互評価 
 
【実践内容】 
全10コマ程度の「論説文を書く」授業の中で、ペア
（こちらで指定した）で下書きの相互評価を行った。
同様の取り組みはこれまでもしているが、今回は、「時
期を限定せず、ペアの交換を自由にして」相互評価を
－ 6 －
 行った。これは、それぞれの執筆するペースやコメン
トが欲しい時期を最大限尊重する意図であった。 
 
また、相互評価の際には、以下のような指針を設け
て、授業者の作品をもとにして「もらって嬉しい評価」
「嬉しくない評価」のデモンストレーションも行った。 
 
・書き手がコメントをしてほしい所を指定する 
・その指定箇所についてコメントする 
・誤字脱字、日本語として意味が通りにくいところを
指摘する 
 
【感想等】 
残念なことだが、率直に言って「相互評価の時期を
自由にしたこと」「ペア交換を自由にしたこと」は、
効果的とは言えなかった。各自の執筆ペースを尊重し
たつもりだったが、文化祭前の忙しい時期だったとい
うこともあり、一方の生徒が読んで欲しい時期にもう
一人が執筆中だったり、余裕がなくて相手の原稿にま
で気を配れなかったりして、結局、相互評価自体がお
ざなりになってしまった組が多かったように思う。授
業後のアンケートでも、これまでの相互評価の取り組
みと比べて「役に立った」と答えた生徒が少数であっ
た。これなら、やはり、相互評価の時期（下書き締切
の時期）は厳格にして、全員が相互評価に集中できる
ようにして行ったほうが良いのではないかと思える。 
また、この間、国語科単元学習で著名な港区立赤坂
中学校の甲斐利恵子先生の授業を見学させていただい
ているが、甲斐先生は、「本当の意味で助言をするに
は、相手の気持ちによりそい、相手の能力もしっかり
わからないといけない。それは生徒には難しい」と、
相互評価自体に否定的であった。澤田は実際の教師の
労力や効果を考えると相互評価には意義があると考え
るが、そのやり方（タイミング・強制度の度合い・ペ
アの組み方・フィードバックの方法）には考慮が必要
だと改めて痛感した。 
 
【対象学年】 
高校２年 
 
（担当者：澤田） 
 
―――――――――――――――――――――――― 
【テーマ】 
相互評価を通じて「檸檬」の読みを深める 
 
【実践内容】 
梶井基次郎「檸檬」を教材に解釈の相互評価をおこ
なった。「なぜその評価になるのか」をお互いに問うこ
とで、初歩的な誤読に気づいたり、多様な解釈が可能
な表現に注目させたりし、各自の読みを深めることを
目的とした。また、各自が持っている、小説に対する
潜在的な評価基準を顕在化・相対化させることも狙っ
ている。手順は以下の通りである。①ワークシートを
用いて「語っている現在の「私」はどのような状況に
置かれているか」という問いについて考えさせる。②
それぞれの解釈を４人程度のグループで読み合い、評
価シートを用い１～５段階で評価させ、簡単なコメン
トを付させる。その際、評価は期末の点数にそのまま
反映させる旨を伝える。③評価について、グループで
話し合いの時間を取り、なぜその評価になるのかを互
いに説明させる。その結果を受けて、評価を変えるこ
とも可能とする。 
 
【感想等】 
 
【対象学年】 
高校３年 
 
（担当者：東城） 
 
―――――――――――――――――――――――― 
 
2.2 考察 
2.2.1 授業実践の、全般的な特徴 
「本校は中学 1 年から高校 3 年まで、国語科教員が
中高どちらも教壇に立つ形で授業を行っている。また、
高校では現代文、古文、漢文の専門性によって担当す
る科目を教員によって変えている（中学国語では、ど
の教員も授業を持つ）。 
また中学は３クラス、高校は４クラスと規模が小さ
いため、学年内で他の教員と同じ時間を分け合うこと
なく、全員を教えることができるため、個々の教員にと
っては教材の選択や進め方など、授業の自由度が高い。 
以上のような本校の特徴が、前節に挙げた授業実践
の多様性を支える土台になっていることは、おそらく
間違いないと思われる。」 
 
上記は昨年の考察の一節だが、この点に関しては、
今年報告されている実践にも同様に当てはまるように
－ 7 －
 考えられる。 
国語科教員相互の交流から学び合いつつ、それぞれ
の担当生徒に対する個々の授業スタイルはそのままに、
何らかの形で生徒の自由な思考、活動を保証するため
の工夫を行っているということが見てとれる。 
昨年の考察では、いくつかのポイントに触れている
ので、簡潔に振り返っておく。 
 
・評価・批評の対象は、結果に対する評価の場合も、
途中の過程で意見を求めることを目的にする場合も
あった。 
・教員ではなく同じ立場である生徒からの評価である
点に意味がありそうだが、その場合、自分の批評の
妥当性を考える機会が必要ではないか。 
・意見を求める場合には、〈他者〉の視点によっても
たらされる新たな可能性に大きな意味があるよう
に思われる。 
 
その上で、中学と高校という異なる学年をまたいだ
相互批評の実践と、高校三年生の言わば紙上での対話
形式による相互批評について、紹介と分析を行った。 
今回は、もう少し具体的な授業の進め方や評価など
について考えていきたい。 
 
2.2.2 他の生徒との関わり方 
①顔をつきあわせる活動スタイル 
生徒同士の相互評価・相互批評の実践ということに
なると、評価・批評者としての生徒が、どのように他
の生徒と関わっているか、いくつかの異なるパターン
が見えてくる。 
あらかじめ具体的な二者関係が設定されて、その間
で行われる場合、複数人数の小集団の中で、特定の単
独の相手というのではなく会話や意見を交わす中で行
われる場合、また昨年度の報告にあるような学年をま
たいだ実践や、実践例として取り上げられていないが
クラスをまたいだ相互批評のように、そこに他者を感
じるとしても具体的な相手の顔が直接は見えない形で
行われる場合など、様々なバリエーションがありえる
だろう。 
同じように顔が見える生徒同士の場合でも、昨年度
の報告にある、相互に作問者と回答者の役割分担が行
われた実践のように、通常の親しいクラスメイト同士
とは違う関係性が持ち込まれることで、意見交換、相
互評価の観点で新味を出すことができていた場合もあ
った。 
一般論として、生徒同士の言語活動は、国語の授業
で用いられる日本語を母語とする場合、授業外の日常
での言語を用いた交流と、授業内で何らかの学習につ
ながる言語活動との違いをどう扱うかに一つの難しさ
があると考えられる。そこには様々な要素が入り込ん
でおり、言語によるコミュニケーションは、音声や文
字の、記号的な意味のみが、会話を行う二つの主体の
間を行き来するわけではない。言語外の様々な要素は
むしろ日常生活では雄弁に話者の感情や意志を相手に
伝えており、そのために言語そのものの用い方の観点
から見ればずいぶんと穴だらけであったりもする。 
今回のような生徒同士が関わり合うことによる学習
を考える際には特に、言語外的、あるいは単に感情的
な評価のあり方では学習の目的が果たされないことも
多いことを考えると、学校のような集団学習の中で、
良好に生徒同士のコミュニケーションが行われている
状況は、授業の前提として大切ではあるが、相互評価・
相互批評に注目した言語活動を行う上では、扱い方によ
っては良くない影響をもたらす場合もあることになる。 
端的には、相手の言語活動に対する評価ではなく、
漠然と作られている相手のイメージのようなものに引
きずられてしまうと、言語的な実践への注意・関心が
抜け落ちてしまうことになる。 
前回と今回の実践例を見た場合、相手の顔が見えな
い（前回の中 1 と高 2 など）・人間関係がそれなりに
成熟していると考えられる（前回の高 3 現代文）・一
種の役が与えられることによって、通常の友人関係で
はない受け答えの場が作られている（前回の高３古文）
などでは、ある程度、上に挙げた陥穽からは逃れられ
ているように見える。ただ、たまたまかもしれないが、
これらの実践例が中高６学年の中で、上に偏っている
のは、場合によっては、今回の活動は低い学年にはあ
まり適さないことを示すものかもしれない。 
 
2.2.3 他の生徒との関わり方 
②ネットワーク時代の言語活動 
知っている相手と顔を合わせて話をする場合、相手
に対して形づくられている先入観が前提になってしま
うことによって、発せられる言葉そのものへの注目度
が下がることを、前節で問題点としてあげた。 
授業のスタイルとしては、生徒同士で相互評価・相
互批評を行うために、必ずしも生身の人間同士を同じ
場・同じ時に置かなければいけないわけではない。 
いくつかの実践で行われているように、ある生徒が
まとまった文章を書き、それを他の生徒が読むという
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 形で評価・批評活動が行われる場合、書き手の存在は
当然想定されるものの、書き手本人が読み手＝評価者
の前に姿を現している必要はない。 
このやり方では、評価者の意識を書かれた文章の読
解に向け、読解を通じて書き手の意図や感情などを推
測・想像し、それに対して何らかの判断を行うことに
なるため、生身の人間としての書き手に対するイメー
ジに左右されにくくなる点で、言語の学習としてのメ
リットがあると考えられる。 
今年度の実践で注目されるのは、有木の報告の中で
触れられている、ネットワーク環境のコンピュータを
用いたものである。 
今回の中 1 を対象とした実践の報告の中で、有木は
「教室で意見を出し合うだけでなく、G suite のスト
リームに発言を書き込むことで自分の意見に責任を持
つ。また人の意見に同意したり、反論したりが時間を
おいて考えることができるため、発言が特定の人に偏
ることが無くなる。」と述べている。 
G Suite for Education を使える環境は学校として
用意されたもので、その利用については各教員や教科、
担任団などに任されている。ネットワークやコンピュ
ータの、授業での利用は、ハードやソフトなどの環境
整備がなければ行えないが、本校では幸い用意されて
いた。今回の取り組みである生徒相互での言葉のやり
とりを行うためのツールとしては、非常に興味深いも
のと言える。 
有木は、「本授業を通じてネット社会でのトラブルや
リテラシーを考えるきっかけにもなりうる。」とも述べ
ていた。この視点は、国語の授業における利用という
もともとの目的からは外れるようにも見えるのだが、
一昔前であれば授業のために作られた特殊な環境を大
きく越えるものではなかった、ネットワークを介した
言葉のやりとりというものが、現代では現実社会の中
で、生徒の日常生活の中心に近いところに存在してい
るのであり、そのことに改めて驚きを感じるとともに、
有木の言う「ネット社会でのトラブルやリテラシー」
は、まさに現代の生徒の日常生活における言語活動の
中心的課題のひとつになっていることにも改めて気付
かされる。 
なお、G suite を用いた実践は昨年度の中３を対象
とした授業でも行われている。報告した澤田は「文章
による、箇所を限定した相互評価」と記しており、有
木とは用い方も異なっている。 
澤田はやはり昨年度の高１を対象とした実践で、次
のように書いている。 
「文学的文章の創作ということもあり、文章の細か
な修正よりも、おおまかな感想やアイデアを求めるこ
とが多いと思われる。そのため、Document に書き込
むのではなく、対面での会話を増やすフィードバック
にしたい（グループでの口頭のフィードバックを予
定）。」(Documet は G suite のもの) 
あえてコンピュータを介した形を採らずに「対面で
の会話」を選択しているとの発言だが、ここでは目的に
よるツールの使い分けが意識されていることがわかる。 
先ほど「ネットワークを介した言葉のやりとりとい
うものが、現代では現実社会の中で、生徒の日常生活
の中心に近いところに存在している」と述べたが、澤
田が授業の方法として意識して使い分けていたように
は、現代の生徒たちが適切にコミュニケーションの手
段を使い分けられていないとすると、そのことがまさ
に「「ネット社会でのトラブルやリテラシー」は、まさ
に現代の生徒の日常生活における言語活動の中心的課
題のひとつになっている」というような事態をもたら
していると考えられる。 
言語活動において、対面に相手が実際にいることの
影響については前節で触れたが、ネットワークを介し
たやりとりではそれとは反対に、リアルタイムの言葉
のやりとりであっても相手の姿が見えないため、それ
によってもたらされる問題があるということになろう。 
 
2.2.4 「相互評価」の評価 
学習活動として生徒同士の相互評価・相互批評を行
うからには、その活動をどのようなものとして捉え、
評価することができるのかが重要になる。 
そうした活動のメリットの一つは、活動自体の楽し
さ――他の生徒との積極的な関わりを持つこと、意見
を交換し自分を見直すきっかけを得ること、等――に
あると思われる。活動の形式を与えることで、授業の
取り組みへの意欲を高める、関心を広げる、といった
効果が期待できるのであれば、そうした方向に教員の
工夫を考えていくことができる。生徒が意欲的に取り
組めたかどうか、関心を強く持ち積極的な活動を行え
たかどうかは、教員による生徒への理解に基づいた課
題の作り方や提示の仕方、といったものと相関を持つ
だろう。 
読みを深める、より良い書き方を学ぶなど、言語活
動の質を高めていくという授業の目的との関連では、
この取り組みは基本的な問題を抱えている。要は同学
年の生徒には、高みに立った指導、評価は難しいとい
う点である。異学年を組み合わせた活動では、この難
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 しさから若干解放されるとは言え、上級生が評価する
場合であっても、学校内で最終的な評価基準を持つ教
員と並べて考えるような存在にはなり得ない。 
それを承知で生徒による相互批評といった活動の意
味を見出そうとするならば、生徒同士による評価は絶
対的なものではない――試験の点数の高低のような評
価のあり方ではない――ことを、まずは確認する必要
があるだろう。 
一方で数値による序列化に常にさらされている生徒
たちにとって、客観的な数値データのようなものとし
ての権威を持ち得ない、生徒同士の「相互評価」とい
う、クラスメートからの曖昧な「評価」は、そのまま
放置すれば、「意味のない」もの、本腰を入れて取り組
むべき活動ではないこということにもなりかねない。 
実際、生徒が他の生徒の活動を適切に把握し、適切
な手助けをしていくことは困難であることを、今年度
の実践報告の中で澤田が甲斐利恵子氏の発言を引いて
触れている。しかし、その澤田も、続けて「実際の教
師の労力や効果を考えると相互評価には意義があると
考える」とし、ただし「そのやり方（タイミング・強
制度の度合い・ペアの組み方・フィードバックの方法）
には考慮が必要だと改めて痛感した。」と記している。 
相互批評・相互評価に意味があるとすれば、他の通
常の授業形態では得がたいメリットがそこにあるとい
うことである。上で澤田の言う「意義」とは一致しな
いかもしれないが、たとえばそれは他の授業形態とは
異なる人間関係がもたらす「気づき」ではないかと考
える。いかなる授業形態を取っていたにせよ生徒に対
する最終的な評価は教員が持っており、教員は生徒に
様々な気付きをもたらすべく活動を行うが、両者の関
係は垂直的上下関係の形から逃れられない。それとは
違う、生徒同士という水平性の中から生まれる価値の
ある気付きがあるとしたら、それは教員によってもた
らされるものとは別種の、意味あるものになるだろう。 
このように考える限りでは、この相互批評・相互評
価の活動を通して、他の生徒から、ある気付きを得る
ことで、自分の言語表現やそこに盛り込もうとした内
容について振り返り、より良い言語活動とその成果が
もたらされてこそ、優れた活動として評価に値するも
のであったと捉えることができる。 
ただし、評価のポイントは改善された成果そのもの
だけでは測れず、生徒同士の関係から何か新しいもの
（ものの見方や言葉の用い方など、それは様々であり
うる）を得られたかどうか、「気付き」があったかどう
かが重要である。 
 
2.2.5 終わりに 
「国語科の授業における、生徒同士の相互評価・相
互批評の実践と研究」について、昨年度に引き続き、
現在行われている授業をいくつか紹介し、昨年度紹介
したものを含めていくつかの観点から考察を行った。 
今回の考察は、具体的な授業実践を踏まえてはいる
が、議論はやや思弁的であったかもしれない。 
昨年度の最後に述べたように（「授業の目的に合った
生徒の活動を有意義なものにしていくために必要な事
柄について、今後さらに検討していきたい」）、相互批
評・相互評価の実践に資する具体的な方策をもっと考
えることができれば良かったのだが、これについては
十分な発展を行うことができなかった。今後の課題と
したい。 
一方、今回の考察では、いくつかの切り口から、や
や原理的な事柄について考えを深めることができたと
思う。我々はコミュニケーションの中で常に、相手の
意図をはかり感情を推測し、自分と相手との価値観の
距離をはかりつつ生きている。それは自然なことだが、
日常的に行われるそうした無意識、無限定な相互評価
とは異なる、授業内で意識化された相互交流的言語活
動によって、親しい仲間を新たな目で見直し、相手の
他者性を尊重する契機を得、思わぬ気付きが互いに刺
激をもたらして高め合うきっかけとなることを願って
いる。そのためにはまだ検討すべき事柄が多く残され
ている。 
 
【参考文献・ＵＲＬ】 
※G Suite for Education については、以下のサイト
及び関連するサイトを参照のこと 
https://edu.google.com/intl/ja/ 
（アクセス日：2019/1/9） 
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－ その一 ―」『筑波大学附属駒場論集第57集』 
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要約 
社会科では、これまでの研究テーマである「科学者の社会的責任を考える」を継続させつつも、2015年度か
らは、近年活発に議論されている「アクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学び）」を加え、二つの柱
として追究していくこととした。本校社会科の各授業担当者は、従来から課題解決型の学習を協働的に学ぶ実
践をしてきたが、これらを発信することが少なかった。本年度も昨年度に引き続き、通常の教科の授業での授
業実践例を取り上げる。 
 
キーワード：アクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学び）  科学者の社会的責任  授業実践例 
 
1 はじめに 
理科系進学者が漸次増加する傾向にある本校におい
て、社会科では2002年度より「科学者の社会的責任を
考える」というテーマを継続して追究してきた。具体
的には、広島や水俣、近年では福島でのフィールドワ
ーク等を通じて、生徒と共に「科学者の社会的責任を
考える」授業づくりに取り組んできた。 
一方、アクティブ・ラーニングは、2012年の中教審
答申で明示されて以降、日本でも大学教育改革におけ
る重要な方法論として急速に普及した。それが、大学
と高校の接続関係が重視され、現行の大学入試制度の
改革とも関わって、高校教育さらには中学校や小学校
にも降ろされてきている（なお、2017年２月に公示さ
れた小中学校の次期学習指導要領改訂案では、「アクテ
ィブ・ラーニング」に代わり、「主体的・対話的で深い
学び」という表現が用いられるようになっている）。 
そのため2015年度からは「科学者の社会的責任を考
える」と「アクティブ・ラーニング」を二つの柱と位
置づけることとした。本校社会科の各授業担当者は、
従来から課題解決型の学習を協働的に学ぶ実践をして
きたが、この観点から発信することが少なかった。そ
こで５年計画の１年次であった2015年度には、過去に
行ってきた中３テーマ学習と高２ゼミナールを中心と
した授業実践でのアクティブ・ラーニング的活動を整
理した。2016年度では、通常の教科の授業での授業実
践例（地理・歴史・公民）について包括的に取り上げ
た。2017年度では、通常の教科の授業実践例、特に歴
史科目に注目して実践例を取り上げた。４年次にあた
る本年度では、通常の教科の授業実践例、特に公民科
目に注目して実践例を取り上げる。 
なお、本稿では、「科学者」を、現代科学の進展がも
たらす社会問題を考察する市民と定義する。その意味
で、科学者の社会的責任とは、社会問題を考察し課題
の解決に向けて議論し、解決策を構想することである。 
 
2 公民の授業実践 
高３倫理の実践 
「AIを通して人とは何かを考える」 
本実践で取り扱う社会問題は、AI（人工知能）であ
る。具体的には、「AI 搭載ヒューマノイドを通して人
とは何かを考える」というテーマになる。このテーマ
を設定した理由は、以下の２点である。 
第１に、現在、AI 研究の進展によって、法、倫理、
労働、政治などに大きな影響を与えているからである。
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 例えば、野村総合研究所とオックスフォード大学が共
同研究を行った「日本国内労働人口 49％の仕事は AI
などによって代替される」という調査結果は社会に大
きな衝撃を与えた。また、総務省『平成 28 年版情報
通信白書』では AI の特集が組まれ、2015 年から 2020
年の間の「AI の発展と利活用の進化」として、防犯・
監視、自動運転、物流、家事・介護、翻訳、教育、秘
書などで影響があるとされ、「人工知能が認識できる範
囲が人の活動領域に広く行き渡ると、人工知能は言語
が対象にする様々な概念を扱うことができるようにな
る。（中略）最終的には、言語を通じた知識の獲得が可
能になり、人工知能が秘書などの業務を担うこともあ
りえるとされる」 としている。実際に、2016 年、ア
メリカのある有力法律事務所で法的質疑を自然言語で
行うシステムを破産法事案の最適解決の助言者として
チームに加えたと報道されている。欧州議会の法務委
員会からは、「AI を搭載したロボットに民事上の法的
権利を与えるか議論すべき」という報告書が出されて
いる。このように、AI 研究の進展は社会に大きな影響
を与えており、社会問題を考察する公民科の授業とし
て相応しい。 
第２に、AI 搭載ヒューマノイドにかかわる問題は、
生徒の関心が高いと考えられるからである。AI には考
えるべき論点が次に示すように多数ある。例えば、「AI
ネットワーク化」による融資、与信、保険などで AI
が個人の行動記録を詳細に分析することで起こるプラ
イバシーやセキュリティの問題、AI（自動運転車）が
物損事故や傷害を起こした場合の民事と刑事の責任問
題、労働力人口が減少するなかでのAIと労働の問題、
それに伴うベーシックインカムなどの社会保障の問題、
ロボットの活用で得られた利益の一部を負担させる
「ロボット税」の問題などがある。ただ、こうした社
会問題はイメージしにくいという問題もある。その点、
ヒューマノイドはマンガやアニメ、映画などが豊富に
あるし、Pepper などは日常的に街中で目にすること
ができる。イメージがしやすく関心を高めやすい。AI
搭載ヒューマノイドについて学問的に議論がされつつ
あり、生徒の関心が高いものは「汎用型ＡＩやそれを
組み込んだヒューマノイドに法人格や人権を認めるべ
きかどうか」という問題であろう。もちろん現在のＡ
Ｉ研究はその段階まで到達していないが、法の世界で
はそうした問題提起がなされてきている。この問題を
軸に「AI と人の違いは何か、人とは何か」を考察させ
る。 
 
2．1 本実践で取り扱う先哲の思想 
-人間＝価値源泉説、パーソン論、種差別克服論- 
「AI 搭載ヒューマノイドを通して人とは何かを考え
る」ために、環境倫理や生命倫理の研究成果を援用す
る。なぜなら、環境倫理や生命倫理では、「人」の条件
や、権利主体について研究してきたからである。例え
ば、環境倫理の分野では動物は人と同じように権利主
体となるかといった議論がされてきたし、生命倫理の
分野では妊娠中絶に関連してどこからが人といえるか
といった議論がされてきた。これらは本研究で取り扱
う AI と無関係ではなく、加藤（2007）は「〈誰か〉（注：
倫理的配慮の対象）をめぐる倫理は『生命』に固執し
ない以上、種としてのヒトに限定されるものではない」、
「人間対ロボットの争いのはざまで苦悩するアトムの
ようなロボットを（中略）単なる道具として処分する
ことは、論証抜きに正当化されることではなくなるだ
ろう。そのような『論証』を、近い将来に実現するで
あろうロボットの日常化に備えて、私たちは今から準
備しておくべきかもしれない」と述べ、ピーター・シ
ンガーの種差別克服論などを引き合いに出しながら倫
理的に配慮される対象について考察している。このよ
うな環境倫理や生命倫理の研究の蓄積をもとに、「人」
や権利主体に関わる代表的な概念である、人間＝価値
源泉説、パーソン論、種差別克服論を活用させること
とした。 
人間＝価値源泉説は、尊重に値するのは人間だけ、
それ自体で価値があるのは人間だけであるという考え
方である。これは、カントの「人格」論をベースにし
た考え方である。カントは、人間は自由意志を持ち、
自由意志で道徳的な義務を果たすように行動できる
（自律）とし、自律が可能な存在を「人格」として他
の「物件」と区別した。それゆえに人間は他の存在者
のようになんらかの目的を達成するための手段として
使用されてはならず、つねに同時に目的として取り扱
わなければならないという有名な定言命法として定式
化された。つまり、カントは人格の尊厳の根拠を人間
のみが理性を備えていて自由であることに求めたわけ
である。これに基づくと、AI が「人」や責任主体には
なれないことになる。 
パーソン論は、マイケル・トゥーリーによってその
定式が確立された。トゥーリーはまず生物学的なヒト
と道徳的概念としてのパーソンは一致しないとする。
単に生物学的なヒトであるだけでは生存するための権
利を持つとはいえず、自己意識をもった存在としての
パーソンのみが権利主体となる。自己意識の有無が基
－ 14 －
 準となるのである。そして、トゥーリーは論の最後に
「われわれを大変悩ませる問題とは、ホモ・サピエン
ス以外の種に属する生体の動物もまた生存する重大な
権利を所有することができるのではないかという問題
である」と述べ、自己意識があれば動物や人間以外の
モノでも権利主体となりうることを示唆している。 
種差別克服論は、功利主義者ピーター・シンガーに
よって唱えられた。シンガーは、動物には感覚がある
ことを指摘し、動物は快苦を感じる存在であるという。
人間と動物の苦痛を正確に比較することはできないが、
苦痛を感じる感覚を持っているという点においては、
動物は苦痛のない状態を求め、苦痛が与えられればそ
れを逃れようとする。これは、動物にもある種の利害
関心があることを示している。苦しめられないことは
人間にとってと同様、利益といえる。苦痛があるのは
功利主義に反する、という議論である。ここで注意す
べきは、シンガーの種差別克服論もパーソン論の一種
ということである。ホモ・サピエンスがパーソンと同
一ではなく、動物というグループの中にもパーソンと
みなしてよい存在があるということになる。これはパ
ーソン論の極端な形だが、これをさらに推し進めると
自己意識があり快苦の感覚をもつAIが登場した場合、
それはパーソンとみなされるということになる。以上
の３つを先哲の思想として活用させる。 
 
2．2 本実践で取り扱う法的な考え方 
-「人」概念の拡大- 
法的な「人」の概念は歴史的に拡大してきた。例え
ば、フランス人権宣言における「人」は、「市民権をも
つ白人男性」のみであったことは有名である。つまり、
女性、子ども、奴隷、有色人種は除外されていた。「女
権宣言」を配布したオランプ・ド・グージュは、公序
良俗違反として逮捕され、処刑されている。 
アメリカ合衆国憲法（1788）では、「第 1 条第 2 節
（３）下院議員及び直接税は、この連邦に加わる各州
に、それぞれの人口に応じて配分される。その人口は、
自由人の総数に、すべての他の人の５分の３を加えて
算出する。ただし、自由人は一定期間服役している人
を含むが、課税されていないインディアンを除く。」と
なっている。奴隷解放宣言（1863 年）では「西暦 1863
年１月１日の時点で、その人民が合衆国に対する反逆
状態にあるいずれかの州もしくは州の指定された地域
において、奴隷とされている すべての者は、同日をも
って、そして永遠に、自由の身となる。」として奴隷が
法的にモノではなく「人」となっている。 
日本の民法に目を移すと、第３条１項「私権の享有
は、出生に始まる。」とある。この意味は、日本人であ
れば誰でも生まれたときから権利を持つことができる、
ということである。いいかえると、権利を持てない人
を認めない、モノと同じに扱われる人は認めない、と
いうことである。さらに、現在の法的な「人」は自然
人だけではなく、法人もある。このように法的な「人」
概念は拡大をしてきた。以上を法的な考え方として活
用させる。 
 
2．3 授業概要 
本実践の授業構成は、「社会問題の把握→法的な考え
方の習得→先哲の思想の習得→法的な考え方と先哲の
思想を活用して考察」である。 
 
１時間目「社会問題の把握」 
まず、AI との結婚に関するロンドン大学での議論、
ペットロボットの葬儀で涙する女性など、AI に心の繋
がりを求める人々に関する新聞記事を紹介すると同時
に、映画『エクス・マキナ』の前半を視聴した。 
次に、映画の視聴後、「AI 搭載ヒューマノイドに対
し、契約・課税・戸籍・婚姻・相続・刑罰などの法的
な権利義務を人間と同じように認めるべきと考えるか」
と問いかけた。結果は、「認める」生徒の割合が 35.3％
（52 人）、「認めない」生徒の割合が 58.5％（86 人）、
「その他」の生徒が 6.1％（９人）であった。その理
由についての主な意見は、次の通りである。 
【認める】 
・AI が意思をもって行動できれば人間と同じ。自分の
行動を意識しているなら刑罰は必要。理性があって
動いているなら人と同じ。 
・そもそも法的な権利義務を与える対象が人間だけで
ある理由もなく単にほかに与える対象がいなかった
だけ。自意識があるのに自由が存在しない状況はた
とえ人間でなくとも不適切。 
・「自律していない、生きていない」などの意見がある
かもしれないが、人と同等の思考ができるなら、規
制を敷かないと無法地帯になる。 
・奴隷に権利が認められないというのが成立していた
のだから、どんどん人間に近づいたらその逆もあり
なのでは。 
【認めない】 
・生殖は生物の根源だから、生殖能力を満たせばよい。 
・寿命があれば認める。寿命があるならヒューマノイ
ドを創ることは子どもを産むのと変わらない。 
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 ・人間は他者から独立した存在で、独立して判断でき
る。AI は製作者の意図があり独立した存在ではない
ので、いかなる場合も AI に人間と同じ権利義務は
与えられない。 
・自分の感情をもてば人間と認める。 
これらの意見には、重要な論点が含まれているため、
２時間目の冒頭で紹介した。 
 
２時間目「法的な考え方と先哲の思想の習得」 
 まず、AI とヒューマノイド技術について紹介した。
例えば、AI 搭載ヒューマノイドの「ソフィア」が話す
様子や、米国のヒューマノイド「アトラス」が直立二
足歩行でジャンプしたり階段を登ったりする様子をみ
せた。また、厚生労働省が他人の iPS 細胞で作製した
細胞を患者に移植する臨床研究を認可したことや、カ
メラの映像を全盲の患者に見せることの出来る人工眼
の技術の紹介などをした。そして、将来的に人間の体
を人工的に作り出すことができる可能性がある事を伝
えた。また、生身の人間の脳に AI を繋げて、機械が
人間の体をもつことができる、いわば生殖可能な AI
が未来に誕生する可能性がゼロではないことを伝えた。 
 次に、法的な考え方の習得をさせた。生徒たちの「人」
の定義についての疑問を投げかけ、「生物についてのヒ
ト」ではなく「法的な人」について考えさせ、法的な
「人」の概念と歴史的な変遷についての説明をした。
現行民法（第 3 条 1 項）の解釈、フランス人権宣言に
おける「人」の定義、アメリカにおける黒人の人権に
関する歴史、女性の参政権、子どもの権利条約につい
て解説し、オラウータンにも人権を認めたアルゼンチ
ンの判例を提示して「人」の概念が拡大してきたとい
う法的な見方・考え方を解説した。 
 さらに、先哲の思想の習得をさせた。人間＝価値源
泉説、種差別克服論、パーソン論の３つの思想がある
ことを解説した。其々の考え方では、AI は人と認めら
れるかどうかの確認をした。パーソン論を提示したと
きに生徒から出てきた問いが「意識とは何か」である。 
そこで、意識についての代表的な研究であるジョ
ン・サールの思考実験「中国語の部屋」、マッスィーニ
とトノーニの統合情報理論を紹介した。「中国語の部屋」
とは次のような思考実験である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この思考実験の意味を、以下のように説明した。サ
ールは、意識とは意味を理解することであるとした上
で、この思考実験によって、「強い AI」の考え方を批
判した。「強い AI」の考え方とは、計算処理速度が非
常にはやく、適切に設定されたプログラムは、文字通
りに物事を理解したり認知的な状態をもつ（これが意
識である）、というものである。これに対して、サール
は、計算処理と意識とは別物であると主張した。この
思考実験では、部屋の中の人は記号を適切に処理でき
ても、中国語の意味を理解できていない。記号を適切
に処理できることと理解することは別であり、理解し
ていない AI は意識をもっていないとするのである。 
 続いて、マッスィーニとトノーニが提唱した統合情
報理論（意識とは情報を統合する能力があることであ
り、喜怒哀楽の感情の情報、今日はどこに行こうかな
どの思考の情報、手足の動きなどの身体の情報を統合
して一つにまとめたものが意識という考え方）を紹介
して、意識についての研究の一端を示して授業を終え
た。 
 
３時間目「法的な考え方と先哲の思想を活用して考察」 
 2 時間目で学習した法的な考え変え方と先哲の思想
を思い出させた後、映画『エクス・マキナ』の後半を
視聴した。その上で、1 時間目と同じ問いである「AI
搭載ヒューマノイドに対し、契約・課税・戸籍・婚姻・
相続・刑罰などの法的な権利義務を人間と同じように
認めるべきと考えるか」をきいた。結果は、「認める」
生徒の割合が 45.6％（68 人）、「認めない」生徒の割
合が 46.3％（69 人）、「その他」の生徒の割合が 8.1％
（12 人）であった。1 時間目と比べて、「認める」と
答えた生徒の割合が大きくなっている。「認める」と記
述した生徒の根拠となる思想として、パーソン論と情
報統合理論の組み合わせを明記している生徒が多かっ
た。多くの生徒が自分の考えの論拠となる思想を明記
していた。思想をもとに考察をすることが出ている様
中国語を理解しない被験者を部屋に閉じこめて
分厚いマニュアルを渡す。分厚いマニュアルには、
被験者の理解できない中国語が書いてあるが、その
マ ニュアルには、「これこれの文字列には、これこ
れの文字列を書いてわたせ」と指示を受ける。中国
人がやってきて、紙切れを部屋の中に差し入れる
と、完璧な返事が返ってくる。このことを繰り返し
た中国人は「ここには完璧に中国語を理解し、私と
コミュニケーションできる人がいる」と思う。 
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 子がうかがえた。 
 最後に、「あなたが考える人間の条件は何か」を問い
かけて議論をした。主な意見は、以下の通りである。 
・感情があるかどうか。感情があれば人間と認めざる
を得ない。 
・DNA から生物的に人間と断定できる真の人間。 
・他者によって人間と同等の知性（会話ができ、感情
があるとみなされる）をもつと承認されること。意
識や理性が不明確である以上、意識や理性に人間性
を求められない。 
 議論後、これまでの学習について振り返りを行った。 
定期考査 
 定期考査で次のような問題を出し、評価を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価規準は、以下の通りある。 
・結論が明記されているか。 
・重視する考え方が書かれているか。 
・以下のキーワードが入っているか。 
パーソン論であれば、「自己意識」 
種差別克服論であれば、「快苦」 
人間＝価値源泉説であれば、「理性」 
・自分が考える根拠が明記されているか。 
 正答率は 73％であった。ある程度まで先哲の思想を
用いて社会問題を考察できていることがうかがえる。 
 
2．4 今後の課題 
 今後の課題は、意識に関する研究をより取り入れる
ことである。汎用型AIと人間の違いを考える場合、「意
識とは何か」という問いは避けて通れない。意識につ
いて考えるヒントになるのが、「心の哲学」とよばれる
分野である。リチャード・ローティ『哲学と自然の鏡』、
デイビッド・チャーマーズ『意識の諸相』などの一連
の研究群をいかの授業に取り入れていくか考える必要
がある。 
3 おわりに 
公民科目において、現代の科学をどのように取り扱
ったか検討してきた。公民科で取り扱う科学に関する
社会問題は、社会的な合意がなかったり、現在進行形
だったりするものが多い。そうした社会問題を考察し
て解決を志向するためには、自分と意見が違う他者と
議論することが不可欠である。また、社会問題の解決
策を構想するという授業展開も可能であろう。そうな
ると、「主体的・対話的で深い学び」にならざるを得な
い。ただ注意すべきは内容の深さが不可欠であるとい
うことである。最先端の科学を研究している専門家と
連携をはかるなど授業内容の深さを担保する必要があ
るだろう。 
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授業では「人」について、倫理的な３つの考え方
を提示した。自分はどの考え方を重視するか明記
し、AI が搭載されたヒューマノイドを人と認める
かどうか結論と理由を明らかにした上で、下のア
トムの言葉に返答せよ。人と認めるにあたって、
何らかの条件があれば、その条件を明記すること。
 
「ものですって ぼくたちロボットはものじゃな
いですよ ぼくたち生きてるんですよっ」 
『鉄腕アトム⑤』講談社
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 【倫理 プリントの一部】 
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?? (n + 1) − n = 1??????????n
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????????? (n+ 1)− n? d????
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A2-5. ??????????
?????????
????????
??????? 2??
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???????????????????????
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????????????????????????
????????????????????????
? (??)???????????? (??)?????
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????????????????????????
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A2-5.1. ???????
??????????????? 1990?????
?? 3??????????
??. ??? ABC??? A? a?????a?
? 1????????????????????
???????????????????????
? 1???????? q????????? 1??
???????? q???
(
0 < q  1
2
)
?n??
(n  1)? a????A?????? Pn????
??Pn? q? n??????
? n????a?? B?C???????????
Qn, Rn?????????
P1 = 1− 2q, Q1 = R1 = q · · · 1©
?????????????⎧⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎩
Pn+1 = (1− 2q)Pn + qQn + qRn
Qn+1 = qPn + (1− 2q)Qn + qRn
Rn+1 = qPn + qQn + (1− 2q)Rn
· · · 2©
????⎧⎨
⎩Pn+1 −Qn+1 = (1− 3q)(Pn −Qn)Qn+1 −Rn+1 = (1− 3q)(Qn −Rn) · · · 3©
1©? 3©??
Pn −Qn = (1− 3q)(Pn−1 −Qn−1)
= · · ·
= (1− 3q)n−1(P1 −Q1) = (1− 3q)n
Qn −Rn = (1− 3q)(Qn−1 −Rn−1)
= · · ·
= (1− 3q)n−1(P1 −Q1) = 0
????⎧⎨
⎩Qn = Pn − (1− 3q)
n
Qn = Rn
· · · 4©
2©? 4©??
Pn = (1− 2q)Pn−1 + 2qQn−1
= (1− 2q)Pn−1 + 2q(Pn−1 − (1− 3q)n−1)
= Pn−1 − 2q(1− 3q)n−1
= Pn−2 − 2q(1− 3q)n−2 − 2q(1− 3q)n−1
= · · ·
= P1 − 2q((1− 3q) + (1− 3q)2 + · · ·+ (1− 3q)n−1)
= (1− 2q)− 2q × (1− 3q)(1− (1− 3q)
n−1)
1− (1− 3q)
= 1− 2q − 2
3
(1− 3q)(1− (1− 3q)n−1)
=
1
3
+
2
3
(1− 3q)n 
???????????????????????
? Pn???????
P1 = 1− 2q, Pn = Pn−1 − 2q(1− 3q)n−1
????????????????????????
????????????? 1
2
????? 1
4
????
? 1
4
?????????? 2????B??????
????????????????????????
?????????
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??. ???ABC???A? S??????S?
?? 1????????????????????
???????????????????????
? 1???????? 1
2
????????? 1?
??????? 1
4
????n????????n?
?? S????? A?????? an??????
?????????
(1) a1, a2, a3???????????
(2) an? n?????????????????
????????
? (1) ????????ABC?????????
? (Keep)????? (Left)????? (Right)???
????? 1
4
,
1
2
,
1
4
????
A
B C
K :
1
4
L :
1
2
R :
1
4
????B?C????????an????????
????????????????
a1 =
1
4
(K??)
a2 =
1
4
· 1
4
+
1
2
· 1
4
+
1
4
· 1
2
=
5
16
(KK?LR?RL??)
a3 =
(
1
4
)3
+
(
1
2
)3
+
(
1
4
)3
+ 6! · 1
4
· 1
2
· 1
4
=
11
32
(KKK?LLL?RRR?KLR????????)
(2) n??? S?????B?C?????? bn, cn
???????n = 0 (?????)???????a0 =
1, b0 = 0, c0 = 0?????????⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩
an + bn + cn = 1 (n  0)
an =
1
4
(an−1 + bn−1 + 2cn−1) (n  1)
bn =
1
4
(2an−1 + bn−1 + cn−1) (n  1)
cn =
1
4
(an−1 + 2bn−1 + cn−1) (n  1)
????
an =
1
4
(an−1 + bn−1 + cn−1 + cn−1) =
1
4
(1 + cn−1),
???
bn =
1
4
(1 + an−1), cn =
1
4
(1 + bn−1)
????????
an =
1
4
(
1 +
1
4
(1 + bn−1)
)
=
1
16
(5 + bn−2)
=
1
16
(
5 +
1
4
(1 + an−3)
)
=
1
64
an−3 +
21
64
⇔ an − 1
3
=
1
64
(
an−3 − 1
3
)
(n  3)
????????n  0?????????????
?????
(i) n = 3m (m? 0?????)???
an − 1
3
=
(
a0 − 1
3
)(
1
64
)m
=
(
1− 1
3
)(
1
43
)n
3
=
2
3
· 1
4n
??
an =
1
3
+
2
3
· 1
4n
(ii) n = 3m+ 1 (m? 0?????)???
an − 1
3
=
(
a1 − 1
3
)(
1
64
)m
=
(
1
4
− 1
3
)(
1
43
)n−1
3
= − 1
12
· 1
4n−1
= −1
3
· 1
4n
??
an =
1
3
− 1
3
· 1
4n
(iii) n = 3m+ 2 (m? 0?????)???
an − 1
3
=
(
a2 − 1
3
)(
1
64
)m
=
(
5
16
− 1
3
)(
1
43
)n−2
3
= − 1
48
· 1
4n−2
= −1
3
· 1
4n
??
an =
1
3
− 1
3
· 1
4n

?? ?? 3?????
an+2 = −1
4
an+1 − 1
16
an +
7
16
???????????????? 
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A2-5.2. ?????????????
???????????????????????
??? 2???????????????? p???
?? q????? 1? p? q ???????????
???????????????? SSH??????
????????????????????????
?????????????????????????
??????????????
?????? 1
2
,
1
4
??????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
????
?????????????????????????
??–1. ??????????
???????. ???ABC???? 1????
?????????? P?????
• ?????????????? p???
• ???????????? q???
• ??????? 1− p− q?????
A
B C
Pp q
1− p− q
???? P??? A???????n???? P
???A????? an???? (????n??
??)?
n???? P???A?????? an???B?
????? bn???C ?????? cn??????
???n+ 1???????????????????
an+1 = (1− p− q)an + qbn + pcn (1)
bn+1 = pan + (1− p− q)bn + qcn (2)
cn+1 = qan + pbn + (1− p− q)cn (3)
???????? n??????P????????
????????????????an + bn + cn = 1
????????????????? cn??????
??????
an+1 = (1− 2p− q)an + (q − p)bn + p (4)
bn+1 = (p− q)an + (1− p− 2q)bn + q (5)
????????????? p = 1
2
, q =
1
4
????
??????????????????????
p = q, 2p+ q = 1, p+ 2q = 1
????????????????????????
?????????????????????????
????????????????????????
?????????????????????????
??–2. ???????????????
???????????????????????
???
???????. p, q, 1 − p − q ??????
1
3
????????p = 1
3
???????????
q > 1− p− q????????
p : q : (1− p− q) = a : (a+ r) : (a− r)
????? (????a, r??????a, a+r, a−r
?????)?
kn =
⎧⎪⎪⎨
⎪⎪⎩
r2 · (3r2)n−22 ( n ≡ 0 (mod 2) )
r · (3r2)n−12 ( n ≡ 1 (mod 2) )
? kn???????????
an =
⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩
(3a)n − kn
3 · (3a)n ( n ≡ 0, 1, 3, 4 (mod 12) )
(3a)n − 2kn
3 · (3a)n ( n ≡ 2 (mod 12) )
1
3
( n ≡ 5, 11 (mod 12) )
(3a)n + kn
3 · (3a)n ( n ≡ 6, 7, 9, 10 (mod 12) )
(3a)n + 2kn
3 · (3a)n ( n ≡ 8 (mod 12) )
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bn, cn ????????????????????
???
A2-5.3. ??????????
???????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????an???
????????????????????????
????????????????????????
?????????????????????????
??????????????????????
???????. ?????????????A?
B?C?????P?????ABC??????
?????????0?????? P??? A?
?????????1?????????????
??????? p????????? q?????
????? 1− p− q?????????n???
? P???A??????????
? ??????????????????????
??????⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩
an+1 = pan + qbn + (1− p− q)cn (n  0)
bn+1 = (1− p− q)an + pbn + qcn (n  0)
cn+1 = qan + (1− p− q)bn + pcn (n  0)
an + bn + cn = 0 (n  0)
a0 = 1, b0 = 0, c0 = 0 (????)
(1)
?????????⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩
an+1 = (2p+ q − 1)an
+ (p+ 2q − 1)bn + (1− p− q) (n  0)
bn+1 = (−p− 2q + 1)an + (p− q)bn + q (n  0)
a0 = 1, b0 = 0 (????)
(2)
????????????????
an+1 + kbn+1 = {−(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1)}an
+ {(k + 1)p− (k − 2)q − 1}bn + {−p+ (k − 1)q + 1}
???????????????????????
an+1 + kbn+1 + γ = α(an + kbn + γ)
⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩
an+1 + kbn+1 + γ =
{−(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1)}×{
an +
(k + 1)p− (k − 2)q − 1
−(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1)bn + γ
}
−(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1) = 0
γ =
−p+ (k − 1)q + 1
−(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 2)
(3)
k =
(k + 1)p− (k − 2)q − 1
−(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1)
∴ (1− p− 2q)k2 − (1− p− 2q)k + (1− p− 2q) = 0
∴ k2 − k + 1 = 0
∴ k = 1±
√
3i
2
= e±
1
3πi
−(k− 2)p− (2k− 1)q + (k− 1) = 0???????
????
− (k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1) = 0
∴ (1− p− 2q)k = 1− 2p− q
1 − p − 2q = 0????????????????
k???????????????k = 1±
√
3i
2
??
??−(k− 2)p− (2k− 1)q + (k− 1) = 0?????
??1− p− 2q = 0????1− 2p− q = 0????
?????????????p = q = 1 − p − q = 1
3
?????????(p, q) =
(
1
3
,
1
3
)
??????
γ =
−p+ (k − 1)q + 1
−(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 2)
=
−p+
(
−1±√3i
2
)
q + 1
−
(
−3±√3i
2
)
p− (±√3i)q +
(
−3±√3i
2
)
(
∵ k = 1±
√
3i
2
)
=
−p+ e± 23πiq + 1√
3(−e± 56πip− e± 12πiq + e± 56πi) =
e±
7
6πi√
3
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− (k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1)
= −
(
−3±√3i
2
)
p− (±
√
3i)q +
(
−1±√3i
2
)
(
∵ k = 1±
√
3i
2
)
∴ −(k − 2)p− (2k − 1)q + (k − 1)
= −
√
3e±
5
6πip−
√
3e±
1
2πiq + e±
2
3πi
?????????????????⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩
an + e
1
3πibn +
e
7
6πi√
3
= (−√3e 56πip−√3e 12πiq + e 23πi)n
(
1 +
e
7
6πi√
3
)
an + e
− 13πibn +
e−
7
6πi√
3
= (−√3e− 56πip−√3e− 12πiq + e− 23πi)n
(
1 +
e−
7
6πi√
3
)
⇐⇒⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩
e−
1
3πian + bn +
e
5
6πi√
3
= (−√3e 56πip−√3e 12πiq + e 23πi)n
(
e−
1
3πi +
e
5
6πi√
3
)
e
1
3πian + bn +
e−
5
6πi√
3
= (−√3e− 56πip−√3e− 12πiq + e− 23πi)n
(
e
1
3πi +
e−
5
6πi√
3
)
????
−
√
3e−
5
6πip−
√
3e−
1
2πiq + e−
2
3πi = A
?????
an =
An
(
e
1
3πi +
e−
5
6πi√
3
)
−An
(
e−
1
3πi +
e
5
6πi√
3
)
− e
− 56πi√
3
+
e
5
6πi√
3
e
1
3πi − e− 13πi
=
Ane
1
3πi + (An − 1)e
− 56πi√
3
−Ane 13πi + (An − 1)e
− 56πi√
3√
3i
=
2× Im
(√
3e
1
3πiAn + e−
5
6πi(An − 1)
)
3
?????????? an??
A = −
√
3e−
5
6πip−
√
3e−
1
2πiq + e−
2
3πi
?????
an =
⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩
2× Im
(√
3e
1
3πiAn + e−
5
6πi(An − 1)
)
3(
(p, q) =
(
1
3
,
1
3
)
???
)
1
3
(
(p, q) =
(
1
3
,
1
3
)
???
)

A2-5.4. ???
???????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
?????????????????????????
(2018? ??)
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g3?7.? ???????? ?  
??????????
??????????
???????????  
????????????????????????? 
? ? ?????? 
????????????????????? 
??????????????????????????
???????????????????????????
??????????????????????? 
2017?11??????????????????
?????????????? 3?????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
?? 
???????????????????????
????????????????????????
?????????? 7?????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????? 
 
g3?7.1.? ?????????
?????????????????
???????????????????????
????????????????????????
??????????????????
????????????????????????
????????????????? 
???????????????,?????????
????????????????? 
? ????????????????????
???????????????????????
???????????????????????? ?  
??????????????????????? 
??????? 
????????????????? 
??????????? 
???????????? 
???????? 
g3?7.2.? ??????
? ???????????????????????
??? 
??? ????P???O??????? 
 
 
 
 
 
 
??OP???????C????2?C?O???
?A?B?????PA,  PB?O??????? 
 
 
 
 
 
 
 
 
??????????90°??????? 
  ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? OA? PA?OB? PB 
g3?7.3.? ?????????? 
? ???????????????????
??? ?????????????????????
????????????XY???????????
?????AB???????XY???P?????
??????????????????????
?APB?????????P???????? 
 
?
?
?
?
A 
B 
X Y 
A 
B 
P 
O 
P 
O 
C 
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???????????????????????
????????????????????????
????? 
???????AB??? XY ?????????
????????????P???????????? 
XY??P????Q????AQB??APB???
??????????????????? 
 
 
 
 
 
?
?
?
?
?
?
????
????????????
?AB????XY????C?????
?AB????D????C??D????????
??T?????????????? 
CT2?CB?CA 
?CT?CP??????XY??P???? 
? ? ? CP2?CB?CA 
? ? ?????????????  
ABP?????P?XY????? 
 
 
 
 
 
 
 
 
?
?D?AB???????????????AB?
??????????????????? C ???
CT??????XY???????
????
?????????
???????????????????????
????????????????????????
???
?AB????M?AB????????XY???
?K???MK??????O´???? 
?O´??XY???O´P´???????O´??O´P´
??O´???? 
?AK?BK??O´????A´?B´?????AB?
A´B´??????ABP??A´B´P´?????ABP?
K ??????????A´B´P´?????????
??????A???A´O´???????MK??
??O?????????????? 
 
 
 
 
?
?
?
?
?
?
???????????????????????
??? ?????????????O???????
???????????????????O????
??P?????APB??????????P??
???????
?
?
?
?
?
?
A 
B 
X Y 
P Q Q 
P Q C 
T 
A 
B 
X Y 
? 
A 
B 
X Y 
K P  ´
O  ´
O 
P 
A B 
O 
A  ´
B  ´
D 
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AB????P??O?????????????
???? 
?? 
AB???? O????? O´????O?????
CD?AB????Q?????????????? 
? ? ? ? QA?QB?QC?QD? ? ? ? ?  
Q???O´? ??????????T???? 
? ? ? ? QA?QB?QC?QD?QT2 
QT?QP???????P??O?????? 
PAB?????P??O?????? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
?
?
??? ?????????????????????
O???????????????????AB??
??P??O??????????????????
???????????????????? 
? PAB?????P??O?????????? 
?
 
?
?
?
?
?
?
?
g3?7.4.? ???????????????
? ???2017?11? 18?????????????
?????????????????? OHP ???
????????????????????????
??????????????? ABC ??????
???????????????2??????? 
???  
???ABC??????ABC?????????
???????????A,B,C??????????
????????????????????? 
 
 
 
 
 
 
?? 
?AB?AC??????????ABD?ACE?ABC
??????? 
?????ABD?ACE????S?T???? 
?A???????S?T?????P?Q????? 
? ??????????APB??AQC?60? 
?PB? QC???? R?????PQR?????
????????ABC???????? 
 
?????OHP????????????????
??????????A????????????S?
T???????? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
? ???????????????????????
?????????????? 
??S?T???????????????K???? 
?K?????SX?????????????? X
A B
C 
D 
Q 
O O´ 
T P 
A B Q 
T 
? P 
C 
D 
A 
B C 
D 
A 
B C 
E 
Q 
R 
P 
S 
T 
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???? 
?A???SX???????????????1?
????? 
? ?????2?S?T???A?????????
2????????AP?AQ?????????SX
? 2????????AP????M?AQ????
N?????MNXS???????? 
 
 
 
 
 
 
 
 
TX???????????????X?????
???????5???2??????? 
?
???  
???ABC??????ABC?????????
??????????A,B,C???????????
????????????????????????
????????????????????? 
 
 
 
 
 
? ???????????PQ????????? 
PQ??ST?????????????? S?T??
??????????????A?????????
?? 
 
???????????????????????
???????????
??????????????
?ABC???????????BCD?CAE?ABF
????????????????? P?Q?R ??
?????PQR?????????????????
60°????????????????????? 
?
?
?
?
?
?
?
 
 
g3?7.5.? ??????????????
? ??????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
??????????????? 
 
?????ABCD??????????????? 
????A,B,C?D????????????????
??????????????? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
? ??? ABCD ????????????????
????????? ABCD ???????????
?????? 
?1??????? 
? AD?BC???????????S?T???? 
? S?T?????ABCD???????????
???E?F???? 
S T 
P 
Q 
A 
X 
A 
B C 
M 
N 
D 
A 
B 
C 
K 
A 
B C 
D 
E 
F 
P 
Q 
R 
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? ??EF??S?T????G?H???? 
??G?H?????????????? 
? GA?GD?HB?HC????????GYHX?
???? 
??????AE??BF?????????
???????????????45??? 
? ?AGE??BHF?45??????YGH???
??????????????? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
????????ABCD?4??????????
????????????????????????
????????????????????????
?????? 
 
?2????????? 
? ???ABCD????BD?A????m??
?????????m?? AE?BD?????
??E????CE?????????????
??? 
? B?D?????CE??????????A?
????CE????????????????
?????? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B???E??????????????????
?????????????2??????????
??????????????????? 
???????????????????????
????????????????1???????
??? 2????? SSH????????????
????????????????????????
?????????????????????????
???????????????????????????
??????????????????????????
??????????????
?
? ???????????????? 
?3?????????? 
? ?2?????????????? 
?DACP????????????P???? 
? ?AC???????A?D????? 
?DB?D????90?????DQ???? 
?D????PQ???DH??????DH???
???????? 
??DHQ??90?????????DHP? DP?
AC ??????????????????????
?HQ?HP???????????????? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
? ???????????????????????
????????????????????? 
?
???????????????????????
???????????????????????
?????????????????????????
D 
A 
B 
C E F 
G 
H 
X 
Y 
D 
A 
B 
C 
E 
D 
A 
B 
C 
E 
P 
Q 
H 
S 
T 
m 
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??????????????????? 10 ???
??????????????????????? ?
????????????????????????
??????????? SSH???????? ??
?????????????????????????
????3??????????????  
???????????????????????
??????????????????????? 
????????????????????????
?????????????????????? ??
?? AD ? BC ????????????????
????? AD ??? E??? BC ??? F ??
??????????????? EF ??? AD?
BC ???????? G?H ?????????? 
GD?GA?HB?HC ?????????????? 4 
????????????????????? ???
????????????????? AE ? ??? 
1/4 ??????????? AGE ? 45◦ ????
???????? ????????????????
????????????????????????
????? ??????????????????? 
2 ???????????????????????
?? 3?? 4 ????????????????? 
???????????????????????
????????????????????????
??????????????????
?
? ?
?
?
g3?7.6.? ???? 
?
?????? 5??? 1?? 1??????????
? 1???????? 2?????????????
???????????????????10????
? 1??????????????????????
?????? 160????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
?????????? 
???????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
?????????????????????????
????????????????????????
?????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
?????????????????????????
????????????????????????
???????????????????????
????1 ??????????????????
?????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
?????
???????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????
?
?????2017??1????? 3???????
????????????????????????
???????????????????????? 
 
 
??????? ? ?
1? ????2003????????????????
??? 
2? ?????1929?2013????????????
?????? 
3? ??????2009???????????????
???? 
4? Yvonne et Rene Sortais?????????? 
? ?2002?????????????????? 
5? ??????1956??????????????
? 2?? ??? 
6? ???????? 2018?3?? 
? ? ? ????????? 
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??
?? ????????????
?????? ??????????????????
????????????????????????
????????????????????????
?????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
?????????????????????????
????????????????????????
????????????????????????
?????????????????????????
????????????????????????
?????????????
????????????????????????
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要約 
通常の授業においても、探究的な学習場面を取り入れていく実践が多く報告されるようになり、新しい教材
の開発にもその成果は役に立っている。次期学習指導要領の改訂も視野に入れながら、また、昨年度検討を行
った既存の実験教材の見直しを踏まえながら、改良した教材による授業実践を「理科課題研究」、「高校の通常
授業」、「中学の通常授業」のそれぞれで行った。 
 
キーワード：理科課題研究、スーパーサイエンスハイスクール、SSH、教材開発 
 
1 はじめに 
本校は、昨年度新たに「国際社会に貢献する科学者・
技術者の育成をめざした探究型学習システムの構築と
教材開発」を研究主題として掲げた、第４期目のスー
パーサイエンスハイスクール事業（SSH）の指定を受け
た。理科では、このSSH事業の柱の１つである「主体
的な探究活動をするための基礎力育成カリキュラムの
開発と実践」を念頭に、「理科課題研究」への対応とし
て現行の理科カリキュラムの再構築を目指している。 
昨年（初年）度は、2005年にまとめた冊子「先駆的
な科学者・技術者を育成するための理科実験 〜スー
パーサイエンスハイスクール開発教材の紹介〜」で取
り上げた実験について、現行のカリキュラムにおける
位置づけや改良点をまとめた。 
２年目の今年度は、2016年度より実施されている高
２・高３での「理科課題研究」の成果・課題を整理し、
高１・高２の「通常授業」において身につけるべき基
礎的な知識・技能と、その修得方法について検討を行
う。応用力が必要とされる「理科課題研究」へと、効
果的につながる基礎力の定着ついて検討を行いながら、
引き続き既存の実験教材の見直しを進めていく。行う。 
これらを「理科課題研究」への橋渡しを念頭に置い
た新規の実験教材を開発に役立て、最終的には次期学
習指導要領の改訂も視野にいれた現行の理科カリキュ
ラムの再構築を目指したい。 
2 高校での取り組み 
本年度、高２で実施した「通常授業」と「理科課題
研究」の実践について報告する。 
2.1 物理分野 
物理分野では、授業内容に対する生徒の意識を探る
べく、アンケート調査を実施した。アンケートに先だ
って、「実験」と「演習」の授業を実施し、その２つの
授業に対する生徒の意識の違いを明らかにすることが
目的である。「実験」については、教師が用意したワー
クシートに沿って実施する従来の形式から、生徒の主
体性が発揮しやすいような形式へ変更した。大きく異
なる点は、与えられた実験課題（教師が与える）につ
いて、実験の方法をグループで議論する場を設けたこ
とである。また、「演習」については、力学分野の典型
的な問題演習とした。 
以下、具体的な授業展開とアンケートの結果につい
て述べる。 
2.1.1「生徒実験」の内容 
実験の目的（課題）は教師が与え、使用できる「実
験器具」等は制限した。また、既習の「理論」と「実
験」の違いに視点が向くよう事前に話し合いの場を設
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 け、考えを共有した。以下、生徒に配布したワークシ
ートの内容（抜粋）である。 
＜実験目的＞ 
机上 1.0 m の高さから自由落下した物体（ゴムボール）
が繰り返し机上で跳ね返る運動を解析する。 
(1) 1.0 m から落下した最初の衝突を 0 回目とし、この
瞬間を時刻 t = 0 s とする。 
(2) 0 回目から 10 回目までにかかる時間を予想する。 
(3) ただし、10 回目までの時間を直接測定してはいけ
ない。 
＜準備物＞ 
ゴムボール*、ストップウオッチ、定規、さしがね、
スタンド、スマートフォン等 
その他については、都度相談すること。 
*玩具として売られているスーパーボール。グループ毎
の個体差がある可能性はある。 
＜理想化された運動と現実の運動との差異＞ 
グループで議論し、自由に記述しなさい。また、その
差異は速度－時刻（ tv  ）グラフにはどう現れるか？ 
模式的に示しなさい。ただし、現実の運動の v は、鉛
直方向の成分のみを扱う。 
グループでの議論の結果、次のような項目が挙がり、
それを板書して共有した。（ゴシックは教師加筆） 
・空気の抵抗 
・水平方向の成分 ←エネルギーの分配 
・同じ点で跳ね返らない 
・質点ではない（大きさがある） 
・回転する ←エネルギーの分配 
・変形 
次に、グループ毎に「方法」を議論し、その「方法」
と予想した「時間」を発表する。さらに、その予想が
一致するかどうか、当該グループがボールを落下させ、
他のグループが実測することによって、検証を行った。 
ただし、重力加速度の大きさは、9.80 m/s2を用い、
最低でも２桁の精度で値を見積もることとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実験前に議論の場が設けられたことにより、 
・実験の目的をより明確に捉えることができた。 
・スマートフォン等の利用によって、「方法」にバリエ
ーションが生まれた。 
・その「方法」を共有することによって、他者の視点
に触れた。 
・既習の「理論」だけを根拠にしたデータ分析ではな
く、より多角的な視野で自然現象を捉えようとした。 
などの手応えを感じることができた。 
 
2.1.2「問題演習」の内容 
 
上図のように、滑らかな滑車で接続された３物体（質
点）の運動を考える。台が床に固定された場合と、水
平に滑らかに移動できる場合のそれぞれについて、は
たらく力を見抜き、運動方程式から加速度を見積もる。
また、運動量や力学的エネルギーの保存則も用いて現
象を記述する大学入試問題でも見かける典型的なタイ
プとした。 
2.1.3「生徒アンケート」の内容と結果 
アンケートの対象は、今年度「物理基礎」を履修し
ている高校２年生である。125 名の履修者のうち、欠
席者等を除く 115 名から有効な回答を得た。以下にア
ンケートの内容を示す。なお、履修者のほぼ全員が卒
業後の進路として大学進学を希望している。 
スマートフォンによる動画撮影 
問題演習の図 
あるグループの予想した「時間」の検証 
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 ＜物理基礎・物理 授業内容に関するアンケート＞ 
１．「物理基礎」履修後の予定について 
各問いは省略する。物理基礎、物理を受験科目とす
るかどうかや、いわゆる理系・文系のどちらの受験型
なのか等を問うている。 
２．先週実施した「生徒実験」について 
３．本日実施した「問題演習」の講義について 
設問内容については、結果と合わせて後述する。な
お、設問２、３の選択肢は、いずれも、 
① そう思う 
② どちらかと言えばそう思う 
③ あまりそう思わない 
④ そう思わない 
⑤ わからない 
である。 
また、これに続く設問４．では、高３で科目「物理」
を履修する予定の生徒に対し、授業に期待することを
尋ねた。 
 選択肢は設問２、３と共通である。 
 
一方、本校では進路指導の一環として、「進路懇談会」
と称した卒業生による相談会を高校２年次において実
施している。以下に示す８分野のうち、生徒は自身の
興味・関心に応じて、２つの分野を選択し、卒業生に
よるレクチャ ・ー質疑応答を主な内容とした「分科会」
に参加できる。アンケートは、生徒が選択した２つの
「分科会」との相関をみるため、回答は記名式とした。 
＜進路懇談会の分科会＞ 
① 法律・法曹、② 行政・教育、③ 経済・金融 
④ マスコミ・芸術、⑤ 経営・サービス 
⑥ 専門職・理工系技術、⑦ 理工系研究、⑧ 医学 
便宜上、①～⑤を「文」、⑥、⑦を「理」（医学以外）、
⑧を「医」と表記し、各分野の参加希望者数（アンケ
ートの有効回答者 115 名が対象）を下表に示す。 
表 有効回答者数の内訳（人） 
 文 理 医 計 
文 33 － 10 43 
理 (S2)32 23 17 72 
計 65 (S1)23 (M)27 115 
 
「文」、「理」は、２つ以上の「分科会」が存在する
ため、「文・文」、「理・理」等の組み合わせで希望がで
きるが、「医」は必ず「文」、「理」との組み合わせとな
る。このうち、「医」を選択したグループを M 群、「理・
理」と選択したグループを S1 群、「文・理」と選択し
たグループを S2 群とする。設問２、３について、選
択肢ごとの母数に対する割合（％）に以下の点数を乗
じ、算出した指数を示す。 
① そう思う：２点 
② どちらかと言えばそう思う：１点 
③ あまりそう思わない：-１点 
④ そう思わない：-２点 
⑤ わからない：０点 
 
＜設問２．「生徒実験」について～の結果＞ 
(1) 現実の自然現象を理解することに役立つ 
全
M 
S1
S2
103.5
107.4
104.3
137.5
 
(2) 理論で学習した内容の定着に役立つ 
全
M 
S1
S2
90.4
66.7
117.4
115.6
(3) 受験対策として役立つ 
全
M 
S1
S2
6.1
18.5
0.0
12.5
(4) 仲間と考えを共有するなど、議論しながら新し
い視点を得ることに役立つ 
全
M 
S1
S2
86.1
66.7
82.6
118.8
(5) 実験の方法を自分で考えるより、与えられた方
が充実する 
全
M 
S1
S2
7.0
3.7
-13.0
0.0
 
＜設問３．「問題演習」について～の結果＞ 
(1) 現実の自然現象を理解することに役立つ 
全
M 
S1
S2
56.5
51.9
30.4
75.0
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 (2) 理論で学習した内容の定着に役立つ 
全 
M  
S1 
S2 
121.7 
125.9 
130.4 
137.5 
 
 
(3) 受験対策として役立つ 
全 
M  
S1 
S2 
116.5 
140.7 
126.1 
112.5 
  
(4) 仲間と考えを共有するなど、議論しながら新し
い視点を得ることに役立つ 
全 
M  
S1 
S2 
-17.4 
-22.2 
17.4 
-25.0 
 
(5) 既に自分で理解している内容なので、授業で扱
う必要はない。 
全 
M  
S1 
S2 
-106.1 
-103.7 
-69.6 
-156.3 
 
 
「生徒実験」（設問２）については、自然現象の理解
に役立つと肯定的に捉えている傾向が伺える一方で、
理論の定着には、S1、S2 群に比べて M 群がやや否定
的な捉え方をしている割合が多いことが分かる。また、
問(4)の結果から、M 群は「新しい視点」を実験をし
ながら得るという視点に対する数値がやや低く、問(5)
の結果から、S1 群は教師がお膳立てをした実験教材よ
りも、実験方法から自ら計画をする今回のスタイルを
肯定的に捉えている傾向が伺える。 
「問題演習」（設問３）については、どの群もおおむ
ね理論の定着に役立つと捉えているが、その傾向は M
群でやや弱い。その一方で、受験対策に役立つ捉える
傾向が M 群ではやや強い。また、S1 群は、「扱う必要
はない」と感じている生徒が少なからずいる傾向が伺
える。 
 
高３次に「物理」を履修する予定の生徒（85 名）を
対象にした設問４では、群によって、さらに顕著な傾
向がみられた。 
＜設問４．「物理」の授業について～の結果＞（％比較） 
そう思う 
どちらかといえばそう思う 
あまりそう思わない 
そう思わない 
わからない を除く 
(1) 理論を中心にした授業を多くしてほしい 
全
M 
S1
S2
85 名
26 名
19 名
23 名
 
(2) 実験を中心とした授業を多くしてほしい 
全
M 
S1
S2
85 名
26 名
19 名
23 名
 
(3) 問題演習を中心とした授業を多くしてほしい 
全
M 
S1
S2
85 名
26 名
19 名
23 名
(4) 受験対策を中心とした授業を多くしてほしい 
全
M 
S1
S2
85 名
26 名
19 名
23 名
(5) 教科書の範囲を超えるような高度な内容を扱う
授業を多くしてほしい 
全
M 
S1
S2
85 名
26 名
19 名
23 名
（注）全体人数 85 名には、「文・文」の選択で進路懇
談会に参加した 17 名を含む 
 
「理論を中心」とした授業展開への期待は、どの群
も差があまりない一方で、「実験を中心」とした授業展
開へは、M 群で期待が下がり、S1、S2 群の期待は相
対的に高い。また、「問題演習を中心」とした授業展開
へは、M と S1 群の期待が S2 群に比べると高くなっ
ていることが分かる。 
さらに顕著なのは、「受験対策を中心」とした授業展
開への期待である。M 群が相対的に高い傾向を示し、
他の群とは異なる価値観を持つ傾向が強く伺えた。一
方、「高度な内容を扱ってほしい」という期待は、S1
群で高い傾向を示した。 
理論の定着だけではなく、結果的に受験対策にも役
立つような実験教材となるよう、素材や実験方法の工
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 夫についても今後の課題として取り組んでいきたい。 
 
2.2 生物分野 
本年度、生物分野の理科課題研究は「生物の生態を
探究する」と題して、研究テーマの決定から実験手法、
解析方法に至るまで生徒の手に委ねる形で課題研究を
実施した。選択生徒は 68 期 19 名（うち１名は夏から
留学し実質 18 名）であった。 
2.2.1実施内容 
日程と実施内容は以下の通りである。 
第１回：6/2（土）3、4 限 
「研究を遂行するにあたって／校内の生物探し」 
理科課題研究を行う意義や探究のプロセスについて、
またテーマの決め方について、『これから研究を始める
高校生と指導教員のために（酒井聡樹著）』の導入章を
用いながらテーマ設定や適切な問いや仮説の立て方に
ついて講義を行なったのち、身近な野外の研究対象と
する生物を探しにケルネル田圃で生物観察を実施した。 
第２回：6/16（土）3、4 限 
「研究計画 1」 
２〜３人でチームを組ませて、研究テーマやテーマに
よっては調査地の候補を検討させた。その際、国立情
報学研究所 CiNii 論文検索や理科自由研究データベー
ス（お茶の水女子大学）で先行研究をよく調べるよう
促した。 
第３回：6/30（土）1〜4 限 
「研究計画 2」 
テーマおよび仮説、研究計画をさらに練り、各チーム
で発表させた。 
第４回：7/9（月）1〜4 限 
各チーム作業、進捗状況の面談 
第５回：7/16（月祝）14〜17 時 
講演会「これから研究をする中高生と指導教員のため
に」（東北大学 酒井聡樹准教授、東京都生物教育研究
会主催）に生徒と教員で参加し、研究を遂行する上で
のテーマ設定のポイントや研究対象が似ている他校生
徒とのディスカッションを行なった。 
第６回：8/30（木）9〜12 時 
「統計解析ソフトＲ講習会」 
コンピュータスペースにて統計解析ソフトRの使用方
法について講義・実習を行なった。 
第７回：9/2（日）10〜14 時 
「茨城県自然博物館見学実習」 
企画展および常設展を見学し、学芸員の小幡和男先生
に企画展の展示や屋外の菅生沼の植生を案内していた
だき、特に研究内容の見せ方について解説していただ
きながら見学実習を行なった。 
第８回：9/15（土）3、4 限 
「中間報告 1」 
各チームの進捗状況を報告させ、テーマや計画の修正
などを行なった。 
第９回：9/29（土）3、4 限 
各チーム作業、進捗状況の面談 
第 10 回：10/13（土）3、4 限 
「中間報告２」 
各チームの進捗状況をスライドを用いて報告させ、各
研究の内容について相互に意見交換を行なった。 
第 11 回：11/10（土）2〜4 限 
各チーム作業、進捗状況の面談 
第 12 回：11/20（火）15〜18 時 
「研究発表ポスターのデザイン講座」 
技芸科 SSH メディア虎の穴・特別編に参加必須とし
た。 
第 13 回：12/18（火）1〜4 限 
各チーム作業（プレゼン資料作成、追加実験等） 
第 14 回：1/12（土）2〜4 限（課題研究オープン） 
「研究発表会」 
各チーム 20 分でスライドによるプレゼンテーション
を行い、研究内容の発表を行なった。 
第 15 回：1/26（土）3、4 限 
研究報告書の提出 
2.2.2成果 
新学習指導要領解説にも示された探究のプロセスを
今一度挙げると、以下のようになる。 
①自然事象に対する気付き 
②課題の設定 
③仮説の設定 
④検証計画の立案 
⑤観察・実験の実施 
⑥結果の処理 
⑦考察・推論 
⑧表現・伝達 
この過程は必ずしも一方向や一過性のものではなく、
見通しと実施、振り返りを繰り返して、過程を行きつ
戻りつしながら探究を深めて行くことになる。 
 成果としては、上記の①〜⑧を一通り、生徒自らの
力で遂行したことであろう。途中でチームを合同にし
たところもあり、結果的に６チーム６テーマの研究と
なった。自ら研究テーマと仮説を設定して研究計画を
立て、実験や調査がうまくいかなかった際には、問い
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 や仮説を再び立て直したり、対象となる生物種や実験
方法を変更したりして試行錯誤しながらそれぞれの探
究を進め、最終的には研究発表スライドやポスターを
作成し、全チームは少なくとも課題研究オープンの研
究発表会で発表を行なった。 
初回から大学研究室を訪問して専門家の指導を仰ぐ
ことと、研究成果を外部で発表することを強く勧めた。
結果的に５チームは何かしらの外部発表の機会を得る
ことができた。大学の先生方には生徒からの申し出を
快く受け入れていただき、生徒が研究室訪問した際に
は研究材料の生物試料をいただいて来ることもあった。 
また今回は、本校技術・家庭科の植村教諭の全面的な
ご協力のもと、技芸科 SSH メディア虎の穴・特別編
「研究発表ポスターのデザイン講座」への参加を必須
とし、千葉大学 高橋佑磨先生から研究発表ポスターの
デザイン関するご指導をいただいた。このことが功を
奏し、生徒のポスター制作レベルは概して高いものと
なった。 
各チームの研究テーマ、外部発表機会、およびご協
力いただいた大学等の先生方は以下の通りである。 
・「クモはコーヒーに酔う」 
1/7 タイ国際サイエンスフェアにて口頭発表・ポスタ
ー発表、東京大学 谷川明男先生、東京理科大学 武村
政春先生、筑波大学 林久喜本校校長 
・「ミジンコはなぜ死ぬのか？」 
12/14 台中一中生徒研究交流にて口頭発表・ポスター
発表、12/23 東京都 SSH 発表会にてポスター発表、東
京大学 吉田丈人先生 
・「ボウフラの生態から考察される生き残り戦略につい
て」 
11/17 藤原ナチュラルヒストリー振興財団高校生ポス
ター研究発表にてポスター発表（優秀賞受賞） 
・「多摩川河口干潟におけるカニの分布」 
12/23 東京都 SSH 発表会、3/17 日本生態学会神戸大
会にてポスター発表、元東邦大学 風呂田利夫先生 
・「セイロンベンケイソウの栄養生殖について」 
2/3 戸山高校 SSH 発表会にてポスター発表、東京理科
大学 松永幸大先生 
・「ツルギバモウセンゴケの消化酵素について」 
早稲田大学 大山 隆先生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真1. 11/17藤原財団高校生ポスター発表 
 
2.2.3課題 
 今回は当初２人１組９チームで始まったが、途中
様々な場面で研究に行き詰まり、他のチームに合流す
る形となったケースが３例あった。どのようなことが
原因で探究がうまくいかなくなるのか検証すべく、前
項で示した探究の過程①〜⑧における課題を挙げる。 
①自然事象に対する気付き 
 自然を漫然と見ていたのでは、気づくことがなく、
これまでの理科の授業の中で「気づかせる」ような場
面設定を丁寧にしてこなかった学年だったこともあり、
テーマ設定をする際、何について調べるか、自然観察
を実施していてもアイディアが全く浮かばないという
ことが起きた。生徒が自らテーマ設定を行う難しさは
ここにある。強制的に一旦テーマを決め、生徒自身が
実際に何かしらの観察や予備実験を始めてから、自然
事象に対して気付き、初めて疑問を抱くケースが多か
った。 
②課題の設定 
 生徒がテーマ設定をする際は、先に「干潟の生物を
研究したい」「植物について研究したい」など、自分た
ちがやりたい研究のイメージから考え始めることが多
く、研究における課題は、「そのテーマに至った理由」
という形で文章化させた。気付きが得られなかったチ
ームも一旦何かしらのテーマを決めさせたが、テーマ
が決まってしまえばそれを研究する理由づけを考える
作業となり、これについて行き詰まるチームはなかっ
た。だが、うち１チームは、課題をなかなか具体化さ
せることができず、ここが曖昧なまま大学研究室を訪
問し、結局自分たちの知識や技能が追いつかずにテー
マが頓挫してしまった。生徒にある程度、課題に関す
る知識がなければ、生徒自身が探究可能な適切な課題
を設定することができない。基礎科目を終了した段階
で探究テーマの設定をせざるを得ない現行の教育課程
では、理科課題研究の限られたスケジュールの中で、
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 生徒自身が探究する代わりに扱うテーマのレベルを下
げるか、担当教員が講義を行って知識を補填して生徒
が探究に当てる時間を短くするかのどちらかしかない。 
③仮説の設定 
 実験を実際に始める前に設定した仮説は比較的大き
く設定しているものが多く、実際に検証可能な規模に
小さく修正しながら新たに仮説を立てさせた。検証可
能な仮説を設定できなかったチームは、その後の計画
立案に進むことができず、人手の必要な調査を行うこ
とになった他のチームと合流させた。 
④検証計画の立案 
 各チームには、この段階で大学研究室を訪問するよ
う促した。中には期間中を通して数回訪問し、大学の
先生や大学院生から計画に関して有益なアドバイスを
もらうチームもあった。先行研究などをもとに生徒が
立てた検証計画の中には、学校の設備や理科課題研究
のわずかな数ヶ月という実施期間では実施不可能なも
のも多かった。面談を通して可能な範囲に計画を落と
し込んでいったが、中には、「クモが営巣する様子を動
画で撮影する」というような未だ技術が確立しておら
ず、やってみなければわからないこともあり、計画し
たことを完遂するチームは少なかった。 
⑤観察・実験の実施 
 計画立案まで順調に進んでも、行動力のないチーム
はここから先に進めることが大変難しかった。今回の
課題研究の遂行には、実際に大学研究室に連絡を取っ
て訪問したり、実施日以外の時間に実験室に来て作業
したりするなど、頭だけでなく手や足を自ら動かすこ
とを必要とした。６チーム中の１チームは、ここで頓
挫した２人２チームをこちらで強制的に４人１チーム
にまとめ、研究発表会で何かしらの発表をするために
大学でもらって来た生物試料を用いてとにかく何らか
の実験をやる、という状況であった。また、夏休みを
利用して調査や実験を進めたチームはその後の時間を
有効に使うことができていたが、高２の夏休みは科学
コンテスト参加や海外短期留学、塾の夏期講習などで
生徒同士の予定を意外と合わせにくい事情もあり、夏
休みに進捗が全くないチームの方が多かった。 
⑥結果の処理 
 チームごとに異なるデータを得てそれぞれに処理す
るため、個別に得られたデータを見ながらどのような
表現や処理を行うのが適切か相談して進めた。エクセ
ル操作に生徒は比較的慣れていることもあり、夏休み
に講習会を実施した統計解析ソフトRを実際に結果の
処理に用いたチームはなく、今後 R 講習会を続ける意
義は薄いと考えられる。 
⑦考察・推論 
 データを得た後で、そのことから言えることを生徒
自身が考えることはそれまでの理科の授業で培ってき
ており、そこで探究が滞るチームはなかった。だが生
徒は探究を進めていった時系列にこだわったり、実験
を行なって何かしらの差が出なければ失敗と考えたり
する傾向があり、どのチームも一旦そこまでで得たデ
ータと課題や仮説を照らし合わせながら研究のストー
リーを再考する必要があった。 
⑧表現・伝達 
 探究を進めて行く上で発表の機会は最も大きな動機
付けとなり、早々に明確な外部発表の機会を決めたチ
ームほど計画的に研究を遂行することができた。逆に、
明確な発表機会を定めなかったチームは遅々として進
まず、結果的に他のチームに合流することになった。
課題研究オープンの研究発表会は内輪の要素が強く、
研究を遂行する動機付けとしては弱いと考えられる。
ポスターやプレゼンテーションを作成する際にどのよ
うな表やグラフを作るのが適切なのか、はじめて考え
るケースが多く、作りかけの段階で一度こちらに出さ
せ、課題、仮説と結果的に行なった調査・実験、得た
結果と考察が一連のストーリーとなるように生徒とデ
ィスカッションし、修正させた。 
 以上、今回の取り組みから得られた探究の各段階に
おける課題を述べて来たが、全般的に感じている最も
大きな課題は時間のなさである。高２の 6 月からテー
マ設定しているのでは夏休みに間に合わず、間に合っ
たとしても夏休みがそもそも忙しい。理科課題研究を
生徒が本気で遂行していく真のものとするには、本物
の外部発表機会を明確に設定し、その機会が探究の集
大成となるよう、遅くとも高１の段階で個別テーマを
設定して取り組み始めるべきであると強く考える。 
さらに中高一貫教育を生かし、中学校段階での理科の
授業から探究の意義を伝え、探究の様々な過程を遂行
するトレーニングを数年間かけて積んで来た上で、生
徒が自ら個別にテーマを設定し、大学との連携を図り
ながら専門性の高い研究を遂行するような環境を整え
ていきたい。 
 
3 中学での取り組み 
従来行なってきた中学分野の実験・観察を工夫する
ことによって、これらを理科課題研究とつながる探究
型学習を意識した理科教材として捉えたい。自然事象
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 に対する気付きから表現・伝達に至るまでの探究の一
連の過程を随所に散りばめ、中学 3 年間を通して探究
を学べるように構成し、理科課題研究をより潤滑に遂
行できる能力を育成する必要がある。 
 
3.1物理分野 
 中学 2 年の理科では、2 学期に「電気」をテーマに
学習した。 
3.1.1「電気」を扱うということ 
このテーマで学習を展開する際に意識したことは以
下のようなことである。 
・身近な「静電気」についての実験から始める 
・初めの段階では、こちらから教え込むのではなく実
際にいろいろ実験してみて気づいたことを発表し、
共有し、積み上げていく「発見型」で進める 
・「見えないもの」を実験結果から、科学的な思考を経
て「イメージできるもの」に昇華していく過程を経
験させる 
・定量的計算でごまかすような議論は極力避け、定性
的な視点で現象をしっかり説明できるようにする 
・電気に関する現象に触れる時間をなるべく長くとる
ことによって、頭による理解だけでなく、身体にし
みこませるように実感させ、「経験化」する 
このような点を意識しようと思ったのは、生徒たち
の背景として、次のようなものがあると感じられたか
らである。 
・小学校時代に、すでに「オームの法則を用いた計算」
を学んでいる生徒が多く、電流値や抵抗値などを算
出できるのはできるものの、電流や抵抗とはどうい
ったものか、概念的な理解に到達していない 
・「動く電気＝電流」の値が出せるのに、「止まった電
気＝静電気」についてはほとんど何もわかっていな
いという深刻な事実にあまり気づいていない 
（非常に身近なはずの静電気という存在は知っている
が、科学的に考えたことはあまりない） 
「力学」や「光」などと違って、「電気」分野の特徴
は、やはり「対象が見えない」ということである。こ
の特徴は、生徒たちが電気を難しく感じる原因として
ネガティブにとらえられがちである。だが、そうでは
なく、この特徴をポジティブにとらえた展開を考える
ことこそが、「電気」分野のあるべき指導を模索するこ
とにつながるというような気がしている。今回、序盤
に、様々な道具を与えて自由にさわらせ、静電気に関
してわかったことを発表するという自由な実験をさせ
たのだが、これは「見えない」ことがプラスに働いて
いると感じられた。というのも、もしこういった実験
を「力学」などで行おうとすると、見えてしまう分、
様々なことができてしまい、班ごとに気づいたことを
述べさせると、多種多様なものが出てきてしまい、議
論が発散し、論点が定まりにくくなるかもしれず、何
らかのレギュレーションが必要になったりする。静電
気の場合、見えない分、「自由だ」と言われても、実は
そんなに多くの種類の事実は出てこない。新たな種類
の面白いことをやろうとするには、この「見えない電
気」をイメージできないと先に進めないので、生徒た
ちの気づきはかなりの確率で「静電気の基本的な性質」
に収れんされていく。「静電気」の分野は最初から教え
ずとも、彼ら自身の気づきから学んでいくことが可能
な分野なのだと感じる。 
以下、簡単ではあるが、今回の 2 学期の前半、「静
電気」の授業展開を具体的に示していこうと思う。 
3.1.2動機付け「静電気、よくわかっていないぞ!」 
 まず、毛皮でこすった塩ビ管をアルミホイル片に近
づけたらどうなるか？を予想させる。ほとんどの生徒
が「くっつく」と答える。実際に、各班で行ってみる
と、くっつき、これは予想通りであった。 
 次に、紙片に近づけたらどうなるか？を予想させる。
これは、ほとんどの生徒が「くっつかない」と答えた。
そう考える理由の多くは、「紙は電気を通さないから」。
実際に行ってみると、予想に反してくっつく。これは、
生徒たちにとって意外だったようである。これまでの
「電流」の延長の考えで、「電気」というものと反応す
るのは導体で、絶縁体は電気とは無縁である、という
イメージがあるようである。 
 非常にシンプルな実験ではあるが、生徒にとっては
意外な結果であり、自分たちが電気についてよくわか
っていない、ということを強く認識してもらえる。こ
れから学んでいく動機付けをするのには適した実験で
あったと感じている。 
3.1.3探検「静電気に対する生徒の素朴概念とは」 
 前項の実験の後、いよいよ、各班で以下の道具を与
え、自由にさわらせ、「静電気に関する面白い現象」を
探らせた。そして、最後に各班で前に出て、実演発表
してもらった。 
＜与えた道具＞ 
塩ビ管 アルミ棒 ガラス棒 ガラス試験管 缶 毛
皮 スズランテープ セロハンテープ シャープペン
シル 消しゴム ストロー 画鋲 ティッシュペーパ
ー アルミ箔 木綿糸 金網 ビニール袋 はさみ 
アクリル板 ラップなど 
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  どのクラスでも、発表は盛り上がり、静電気に関す
る重要な性質へと、生徒たちの関心を向かわせること
ができた。発表の内容は、以下のようなものであった。 
＜発表内容＞(3 クラス中のある 1 クラスの例) 
1 班 アルミ管＋ストロー連結体でアルミ管をこする
と、ストローの先でわずかに引力？（アルミも
帯電するのでは） 
2 班 水を塩ビ管に近づけると引き寄せられる 
3 班 塩ビ管＋アルミ＋ストロー連結体、塩ビ管をこ
すってストロー部分で引き寄せる 
4 班 塩ビ管をアルミ管でこすってもくっつく 
5 班 塩ビ管の中にアルミ管。塩ビ管をこすってアル
ミ管でくっつけようとしたが、くっつかない（ア
ルミ管は帯電しないのでは？） 
6 班 塩ビ管＋ストローで塩ビ管を超こする→ストロ
ーの先でわずかに引力 
7 班 遮蔽物の有無でくっつくか否かが決まる 
8 班 こすった塩ビ管にストローでなめるように取る
と、電気が移って、ストローにも引力 
    またアルミ管を近づけると「パチ！」 
      →アルミ管に放電が起こっているのにアルミ
管は何もくっつけない 
9 班 紙よりアルミの方がより強くくっつくのは、重
さによるものなのか？ 
10 班 机の上に置いたアルミホイル片に塩ビ管を近づ
けると、アルミが塩ビ管にくっつくだけではな
く、その直後反発もし、机と塩ビ管の間を舞う
ように往復する 
この試みは、教える側にも有益で、刺激的であった。
生徒たちが、この見えない電気に対してどのような素
朴概念を抱いているかがわかり、それを踏まえて論点
を絞り、授業を展開できるからである。当然、生徒の
反応次第で展開が変わり得るので、必要に応じてその
都度、臨機応変に対応しなければならないという準備
上のつらさもあるが、彼らの素朴な考えを知るという
貴重な経験ができたという意味では、それにも勝るも
のと言えよう。「そういうふうに感じているのか！」と
驚いたことは何度もあった。   
また、自分たちが行った実験をもとに次の実験が行
われている、という態度は科学的なもので、生徒たち
のモチベーションのアップにもつながる。実際、生徒
たちの実験後、プリントに書いた意見をまとめると、
論点は見えてくる。生徒が実験から感じた意見や考え
等は以下のようであった。 
① 「帯電体」について 
・電気を【通す/通さない】とは別に【帯びる】と
いう現象があるのでは？ 
・絶縁体でも電気を帯びる 
・擦る事で塩ビ管の表面に電気が流れる？ 
・こすった部分だけ帯電したので、静電気は物質
中を移動しないのでは？ 
② 「帯電体を近づけられる物質」について 
・紙は電流は反応しないが、静電気は反応する？ 
・紙の中にも電気がある？ 
・紙もほんの少し電気を流すのでは？ 
③ 「くっつくということ」について 
・絶縁体と絶縁体でくっつく 
・電気を流す/流さないは無関係 
・帯電させる前はくっつかないので、静電気が重
要な役割 
・片方が電気を持っていればＯＫ 
・下敷きと紙の現象と同じ 
④ 「くっつく起源」について 
・磁石と同じ？（磁力？）or 磁石のようなもの？ 
・磁石とは違う力ではないか？ 
・電流（放電し合う） 
⑤ 「くっつくしくみ」について 
・帯電体から放電して、自分の電気と相手の電気
でくっつく？ 
・帯電体中の何かと紙/ｱﾙﾐ中の何かが引き合う? 
・静電気が磁力を生む？ 
・静電気から電気的な波が出る？ 
・電流が流れようとして吸い付く？ 
・たまったエネルギーが引きつける？ 
・コイル（電磁石）の原理と同じ？ 
⑥ 「くっつく度合い」について 
・アルミの方が強いのは、導体で電気が移りやす
いから？アルミの方が軽いから？ 
・物質によるのでは？ 
・強く擦った方が強い 
・時間が経過すると弱まっていく 
⑦ 「アルミをこする実験」について 
・アルミ(導体)は帯電しないのでは？ 
・アルミ(導体)も帯電するのでは？ 
・帯電しても反応しないのは、内部に吸収されて
しまうから？電気が空気へ流れてしまう？人へ流
れてしまう？帯電しても金属内部で電流に 
なってしまう（内部で完結してしまう）？ 
 これらの意見は、自分にとっても新鮮であった。も
ちろん誤っているものも少なくないが、それは決して
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 悪いことではなく、「このような実験を通すと、このよ
うに考える人も出てくる」という教える側の理解にも
役立つ。一方、静電気の性質として本質的な部分を突
いた意見も多く出てきている。こちら側が教えなくて
も、たどり着いてほしい事項に自力でたどり着ける（あ
るいは近づく）能力が生徒たちにはあるということで
ある。最初にも述べたが、静電気の分野は、オームの
法則のような分野と違って、あらかじめ深く予習して
いる人はおらず、全員がニュートラルな態度で自然現
象に立ち向かうことができるという点で非常に良いテ
ーマであると思う。教師も、教えるのではなく「とも
に議論して悩む」態度（実際、実験を自由に行わせる
と、教師もすぐにはわからないような不思議な現象に
も出くわすこともある）で臨み、「話を整理して」いけ
ばよい。 
 
 写真1.アルミ片が上下に往復することを発見 
 
3.1.3検証「見えてきた論点を明らかにする実験」 
意見が分かれる題材が見つかると、それは次の授業
で行う実験の格好の材料となる。今回、例えば、アル
ミが帯電するか否かは、意見が分かれた。 
そこで、絶縁体を持ち手としてくっつけたアルミ缶
をラップで巻き、素手では持たないアルミ缶のラップ
を勢い良く剥がし、紙片を近づける実験を行う。この
実験により、今まで観察できなかった金属による静電
気力が実現できる。これまでさんざん議論してきたの
で、興味を持った形で実験でき、くっついたときは驚
いたり混乱したりする生徒もそれなりにいた。 
その後、「なぜ今まで見つからなかったのか」「素手
で持つとなぜうまくいかないのか」などの発問を通し
て、静電気のイメージをより確かなものにしていこう
とした。 
ほかにも、生徒の自由な実験を踏まえた実験を行い、
「謎」を検証していった。この手法では、必要以上に
教えることなく、実験事実からいくつかの選択肢をつ
ぶし、適切な概念理解につなげていくという科学的態
度を伝えることができると思っている。また、「なぜそ
の実験をするのか」ということが明快な分、必然性を
持って授業展開できる。2 学期終了時でのアンケート
でも、このような手法はおおむね好意的であった。た
だ、もっと教えてほしかった、講義をしてほしかった
という生徒もいたので、それは今後の課題である。 
3.1.4授業で何を伝えるのか 
2 学期の中盤では電流を扱った。その前に、「電流と
はどういったものか」というアンケートを行った。そ
の答えの中で最も多かったのが、 
「電圧÷抵抗」「電圧を抵抗で割ったもの」 
といったものだった。これは非常に驚きであった。こ
れまで、さんざん静電気や、静電気が人や地面などに
流れる現象を学んできたにもかかわらず、である。そ
れだけすでに、計算を学んできたということなのだろ
う。電気の分野で、最初に式が与えられてしまうと、
そこに代入して値を出す行為自体のは簡単なので、最
も大切なはずの物理量概念の獲得ができないまま、「理
解した」と勘違いしてしまう。 
中学こそ、「下手に定量的に扱う」ことで誤魔化すよ
りも、定性的であっても、今ある自然現象にしっかり
立ち向かって、気づきや議論を積み重ねて、論理的に
説明しようとする態度を身につけさせることが大切だ
と感じている。その経験が礎となって、高校課程でよ
り深い理解につなげていくことが可能となるのだと思
うのである。 
 
3.2生物分野 
中学校理科の生物分野では今年度、72 期中学１年、
および 70 期中学３年の理科Ⅱにおいて、以下のよう
な探究型学習を意識した試みを行なった。 
3.2.1観察から問いを立てる 
探究の始まりとも言える自然事象に対する疑問や気
付きは、観察から始まると言っても過言ではない。そ
こで、中３生殖と遺伝の単元において、観察から問い
を立てる試みを行なった。 
・「さまざまな細胞の観察」（中３）１時間 
オオカナダモの葉、ミドリムシ、ブタ骨格筋の筋細胞
と脂肪細胞の観察・スケッチを行い、観察を通して疑
問に思ったことを各自記入させた。疑問は後日、一覧
にして配布し、疑問からいくつか共通点をあげて細胞
の分裂・増殖、遺伝、細胞のエネルギー利用、細胞の
進化などのトピックとしてまとめた。 
・「DNA の抽出」（中３）１時間 
ヒト口腔上皮細胞から DNA 抽出を行い、肉眼で DNA 
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 を観察した。その上で、疑問に思ったことを記入させ
た。細胞の観察と同様、疑問は後日一覧にして配布し、
DNA の構造、複製、遺伝子との関連などのトピック
としてまとめ、その後の学習内容につなげた。 
写真2. 生物プリント「ＤＮＡに関する疑問」 
 
3.2.2対照実験を自分たちで考える 
 課題の設定、仮説の設定、検証計画の立案に関して
は、通常の観察・実験であれば生徒自身が考える機会
はほとんどない。生徒が自分で実験計画を立案する能
力を身につけるには、トレーニングが必要である。そ
こで中１、中３の以下の実験において課題、仮説、検
証計画を生徒が立案するように工夫を試みた。 
・「オオカナダモと BTB 液で光合成の原料を調べる実
験を考える」（中１）計２時間 
呼気を含ませて CO2を溶かした BTB 溶液にオオカナ
ダモを入れて光に当て、光合成によって CO2が吸収さ
れて BTB 溶液の色が変化するという定番実験である
が、実験に使用する BTB 溶液の色を生徒に決めさせ
たり、対照実験を生徒自身に考えさせたりする余地を
残した実験プリントを作成して実施した。 
似たような実験方法を行う班が多かったが、中にはオ
オカナダモの代わりにガラス棒を入れ「何か物質があ
ることによって色が変化しないか確かめる」、ゴム栓の
代わりにラップを巻き「ゴム栓と反応していないかを
確かめる」など、仮説に応じてさまざまな実験方法を
立案した。 
・「アルコール発酵の実験」（中３）計２時間 
酵母をグルコース溶液に懸濁してシリンダーに充填し、
温めてアルコール発酵させて CO2 発生量を測るとい
う実験である。各班に課題と仮説を考えさせ、仮説を
検証する対照実験を組ませて実験させた。基本の実験
は全班共通で行い、もう 1 本のシリンダーの条件を１
つだけ変化させるようにした。各班は仮説に応じて、
グルコース濃度をさらに薄くしたり、温度を低くした
り、グルコースではなく蒸留水で実験したりするなど
様々な実験計画を立案、実施して酵母が呼吸する条件
をそれぞれ探究した。 
・「分解者の働きを見る実験」（中３）計３時間 
本授業は教育実習生が実施した。土壌微生物の分解者
としての働きを調べる実験として、デンプン培地やデ
ンプン溶液に土壌懸濁液を加え、数日後にヨウ素デン
プン反応で確かめる実験が定番であるが、課題、仮説
の設定と検証計画の立案、実験実施、結果を確認して
発表するという一連の流れを３時間で実施した。各班
によってデンプン培地や試験管を用いたり、条件を変
えるための試薬や結果を確かめる試薬を複数準備して
使わせたりするような、かなり自由度の高い実験とな
ったが、教育実習生の熱心な教材研究や準備の周到さ
もあって探究的な実践となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3.「分解者の働きを見る実験」 
 
3.2.3実験計画を発表する 
 次の実験では、実験計画を立案したのち、各班の計
画を発表させ、他の班の仮説や検証計画を聞いた上で
自分たちの実験計画を修正する時間を設けた。 
・「唾液の働きを調べる実験を考える」（中１）計３時
間 
唾液や水をデンプン溶液に加えて加温し、ヨウ素デン
プン反応やベネジクト反応でデンプンや糖の有無を確
かめる定番の実験である。通常 4 本の試験管で実験す
るが、ベネジクト反応で糖が検出される試験管のみを
必ず実施する実験にして、使っても良いものをいくつ
か提示して他の試験管の条件は各班の仮説と計画の立
案に委ねるようにした。光合成実験の１ヶ月半後に実
施したということもあり、「基本の実験に足りないもの
は何か」という課題から対照実験の必要性に気付かせ、
対照実験を自分たちで立案させた。この段階で提示装
置を使って各班の課題、仮説と実験計画を発表させた。
－ 63 －
 まだ計画改善の余地がある段階の方が、発表をよく聞
く様子が見られた。 
 
写真4. 生物プリント 
「唾液のはたらきを調べる実験を考える」  
 
3.2.4表現・伝達する 
 理科課題研究における表現・伝達の手段はスライド
によるプレゼンテーション、もしくはポスター発表で
ある。そこで以下の授業においてスライドとポスター
作成による調べ学習のまとめを試みた。 
・「生態系と SDGs について調べる」計５時間（中３） 
生態分野の学習のまとめとして、SDGs（持続可能な
開発目標）を取り上げ、個人調査を１時間、1 人１分
間の個人発表を１時間の授業を踏まえたのち、興味テ
ーマ別に３〜５人の班に分かれて生態系とSDGsの関
連について調査を１時間行い、スライドによる口頭発
表１時間、ミニポスターによるポスター発表１時間の
計５時間を本学習に当てた。内容が観察・実験ではな
く書籍や Web サイトを活用した調べ学習になってい
たため観察・実験操作を経た科学的な探究という要素
は少なかったが、スライド作成やポスター作成は中３
生徒にとって地域研究以来数ヶ月ぶりであり、互いに
伝わりやすいスライドやポスターの構成を見直す良い
機会となったようであった。 
 
写真5.ミニポスターによる発表 
4 まとめ 
中学か高校か、また同じ理科の中でも分野によって
求めらる「基礎力」や「探究」の方法は異なる。ただ、
総じて中高の接続を意識することや、卒業後の進路に
応じた興味や関心を引き出す指導については、まだ十
分な取り組みとなっていない。限られた時間で多くの
生徒のニーズに沿った教材となるよう、より一層の効
率化を図ることが大きな課題である。 
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要約 
競技スポーツにおいてスポーツアナリティクスが著しい発展を遂げており，将来的に教科の学習内容として
採用される可能性を鑑み，保健体育科ではスポーツアナリティクスの実践的研究を行った．本校硬式テニス部
の生徒を対象として，試合映像から専用アプリケーションを用いてパフォーマンスを測定し，測定されたデー
タからパフォーマンスレポートを個別に作成して自己分析と練習計画の立案を行った．この取り組みの前後で
生徒の意識がどのように変容するかを調べるために調査を行った結果，スポーツアナリティクスに対して肯定
的に捉える割合が増加し，感想文からも生徒にとって貴重な経験になったことが分かった． 
 
キーワード：スポーツアナリティクス，テニス，中高生 
 
1 はじめに 
競技スポーツでは，ハードウェアとソフトウェアの
進歩に伴い，近年，スポーツデータの収集と分析が著
しい発展を遂げ，スポーツアナリスト（以下，アナリ
スト）が脚光を浴びている．しかし，日本のアナリス
トの歴史は浅く，2014 年に日本スポーツアナリスト
協会（JSAA）が設立された．JSAA は「アナリスト
として競技の枠組みを超えて活躍出来る有能な人材
の確保・育成は急務である」と主張している．トップ
アスリートをジュニア期から育成するように，有能な
アナリストも，中高生のうちから専門的な指導を受け
ることが望ましいと言える． 
学校体育においては、学習指導要領 1)2)にはスポー
ツアナリティクスに関する学習内容は明記されてい
ない．しかし，体育の学習内容は，スポーツ分野の先
進的内容が遅れて入ってくる過去がある．例えば球技
の戦術が挙げられる．球技における戦術は 1960 年代
になってドイツを中心に盛んに研究されるようにな
り 3)，その後日本のスポーツに伝わった．そして現行
の学習指導要領及び新学習指導要領にも球技の戦術
学習は重要な学習内容のひとつとして扱われている．
すなわち，近年急発展を遂げているスポーツアナリテ
ィクスが，今後学校体育に取り入れられる可能性は否
定できない．また，世の中の様々な場面でIT（Information 
Technology）や AI（Artificial Intelligence）が展開
され，次世代を担う今の生徒たちが，将来，情報分野
の能力を生かして活躍する可能性は高まっていると
言える．これらの理由により，スポーツアナリティク
スを先進的な教材の先取りを行うという形で実践的
に研究することには意義があると考えた． 
本校生徒の体力・運動能力は高水準ではないものの，
知的能力の高さは国内トップレベルである．運動部加
入者は多く，スポーツに興味を示す生徒が十分にいる．
すなわち，アナリティクスという側面から，スポーツ
を支える人材の育成に適した条件がそろっている．そ
こで，保健体育科では，テニスを対象種目としてパフ
ォーマンスデータの収集・分析・練習計画立案・実行
というプロセスでスポーツアナリティクスの実践的
取り組みを行った．本稿ではその取り組みの内容と事
前，事後での意識調査の比較を報告する． 
 
2 方法 
2.1 対象  
本校の硬式テニス部員のうち，研究に参加する意思
表明をした 11 名（中学 2 年生 8 名，中学 3 年生 1 名，
高校 1 年生 2 名）を対象とした． 
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 2.2 実施計画 
2.2.1 事前調査 
取り組みを行う前の生徒の状態を把握するために，
事前調査として，アナリティクスへの意欲・関心，捉
え方についての質問紙調査，およびスポーツアナリテ
ィクスに関するスキルチェックを実施した．  
 
2.2.2 試合 
部内ランキングができるだけ近い者同士で一人 2試
合程度の試合を行い，撮影した．撮影は，両選手が映
るように，片方のベースライン後方にカメラを固定し，
コート全体を映した（図 1）． 
 
図1. 試合映像のスクリーンショット 
 
2.2.3 パフォーマンスの測定 
本校保健体育科が開発したパフォーマンス測定アプ
リケーション（図 2）を用いて，自分の試合のパフォ
ーマンスを測定した．測定項目は，ショットの種別，
打点，打点高，プレースメント，イン・アウトの判定
等の 30 項目であった．アプリケーションの操作方法
は，3 時間の講習によって指導し，生徒自身が自分の
試合の測定を行った（図 3）． 
 
図2. 測定アプリケーションのスクリーンショット 
 
図 3. パフォーマンス測定中の様子 
 
2.2.4 自己分析と練習計画の立案 
測定されたパフォーマンスデータを分析して，「ショ
ットスタッツ」，「プレースメントマップ」，「ポイント」
の 3 項目について詳細に記した個別の「パフォーマン
スレポート」を作成した．生徒はパフォーマンスレポ
ートをよく読み込み，自分の感覚とすり合わせて自己
分析と練習計画の立案を行った． 
 
2.2.5 事後調査 
本取り組みによって，生徒の意識やスキルがどのよ
うに変わったかを調べるために，事前調査と同じ内容
の調査を行った． 
 
3 結果 
3.1 パフォーマンスレポート 
 測定されたパフォーマンスデータから，サービス決
定率，ダブルフォルト率，平均ラリー長，ショット別
決定率とアンフォーストエラー率，サービス，リター
ン，3 打目以降ごとのフォアハンド，バックハンド別
のプレースメントマップ，サービスキープ率，ポイン
ト取得率，ショットエフィカシーを分析したレポート
を作成した（図 4）． 
 
3.2 自己分析 
パフォーマンスレポートの客観的な結果と自己のプ
レー感覚をすり合わせて，「自分の長所」，「短所」，「今
後身につけたい技能」，「そのために必要な練習」，「試
合中に意識すべきこと」，「その他に分かったこと」の
6項目について考察させた（図5）．ほとんどの生徒が，
自分の感覚では分からなかったことに気づけており，
客観的な分析結果が具体的な練習計画を思いつかせて
いると考えられる． 
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 3.3 意識調査 
 事前，事後の比較では，スポーツデータの測定や分
析に対して「(1)興味がある」，「(2)楽しい」，「(3)好き
だ」，「(9)社会に役立つ」，「(11)今まで気づかなかった
ことに気づかせてくれる」，「(19)学ぶと自分自身のこ
とがよりよく理解できる」の項目において肯定的に答
える割合が目立って増加した．その他の項目において
も，肯定的解答が微増あるいはやや増加した項目が多
かった（表 1）． 
 
4 おわりに 
 本研究は，自分の試合映像から測定アプリケーショ
ンを用いてパフォーマンスを測定し，客観的な分析結
果に基づいて自己分析と練習計画の立案を行うという
ことを体験させたことに大きな意義があった．事前と
事後の調査結果では，スポーツアナリティクスに対し
て肯定的に捉える割合が増加し，さらに生徒の感想文
には「自分の欠点などが視覚的なデータによってよく
わかった」，「楽しかった」，「またやってみたい」，「新
鮮であった」，「無知だった自分でも分析ができた」，「自
分のプレーにいかしたい」など，多くの肯定的な感想
が述べられており，参加した生徒にとっては貴重な経
験であったと思われる．しかし，専用アプリケーショ
ンを用いているとはいえ，パフォーマンスの測定に大
幅な時間を必要とした点については，改善の余地があ
る．この点が解決されない限りは，教科としての体育
に導入することは困難であると考える． 
プロレベルから大学トップレベルであれば，スポー
ツアナリストが常駐していることもあるが，中高生の
部活動水準でスポーツアナリティクスを本格的に実施
した報告は，筆者の知る限り存在しない．本研究はそ
ういった意味でも価値があり，今後，パフォーマンス
測定の簡易化と時間短縮，および生徒自身の分析技能
の向上といった課題の解決に向けて研究を進めていき
たい． 
 
【参考文献】 
1)文部科学省（2009）『高等学校学習指導要領』東山書
房 
2)文部科学省（2008）『中学校学習指導要領』東山書房 
3)ヤーン・ケルン（1998）『スポーツの戦術入門』大修
館書店 
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図4．生徒Aのパフォーマンスレポート 
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図5. 生徒 Bの自己分析シート 
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 表1．意識調査の事前，事後比較 
 
 
単位：％
事前 事後
大
変
そ
う
思
う
や
や
そ
う
思
う
や
や
そ
う
思
わ
な
い
まっ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
分
か
ら
な
い
度
数
（
人
）
大
変
そ
う
思
う
や
や
そ
う
思
う
や
や
そ
う
思
わ
な
い
まっ
た
く
そ
う
思
わ
な
い
分
か
ら
な
い
度
数
（
人
）
(1) スポーツデータの測定や分析に，興味がある． 27.3 72.7 0.0 0.0 0.0 11 54.5 45.5 0.0 0.0 0.0 11
(2) スポーツデータの測定や分析は，楽しい． 9.1 45.5 9.1 0.0 36.4 11 27.3 72.7 0.0 0.0 0.0 11
(3) スポーツデータの測定や分析が，好きだ． 0.0 63.6 9.1 0.0 27.3 11 27.3 72.7 0.0 0.0 0.0 11
(4) スポーツデータの測定や分析は，労力を必要とし
ない． 0.0 9.1 45.5 9.1 36.4 11 0.0 0.0 72.7 27.3 0.0 11
(5) スポーツデータの測定や分析は，簡単にできる． 0.0 9.1 45.5 9.1 36.4 11 0.0 9.1 72.7 18.2 0.0 11
(6) スポーツデータの測定や分析を，これから（これか
らも）勉強したい． 27.3 54.5 0.0 0.0 18.2 11 9.1 90.9 0.0 0.0 0.0 11
(7) スポーツデータの測定や分析を，これから（これか
らも）実践したい． 27.3 63.6 0.0 0.0 9.1 11 36.4 63.6 0.0 0.0 0.0 11
(8) スポーツデータの測定や分析は，将来の自分に
役立つ． 54.5 18.2 0.0 0.0 27.3 11 72.7 18.2 0.0 0.0 9.1 11
(9) スポーツデータの測定や分析は，社会に役立つ． 36.4 18.2 9.1 0.0 36.4 11 36.4 63.6 0.0 0.0 0.0 11
(10) スポーツデータの測定や分析は，教養として身に
つけるべき技能である． 18.2 63.6 9.1 0.0 9.1 11 36.4 36.4 18.2 0.0 9.1 11
(11) スポーツデータの測定や分析は，今まで気づかな
かったことに気づかせてくれる． 63.6 18.2 0.0 0.0 18.2 11 90.9 0.0 9.1 0.0 0.0 11
(12) スポーツデータの測定や分析は，競技力向上に
役立つ． 72.7 18.2 0.0 0.0 9.1 11 90.9 0.0 9.1 0.0 0.0 11
(13) スポーツデータの測定や分析は，チーム（部）に
とって役立つ． 63.6 9.1 18.2 0.0 9.1 11 81.8 9.1 9.1 0.0 0.0 11
(14) スポーツデータの測定や分析は，身につけている
とかっこいいと思える． 36.4 27.3 18.2 0.0 18.2 11 27.3 36.4 36.4 0.0 0.0 11
(15) スポーツデータの測定や分析は，学ぶことが誇り
に感じられる． 18.2 45.5 9.1 0.0 27.3 11 18.2 72.7 9.1 0.0 0.0 11
(16) スポーツデータの測定や分析について知っている
と，周囲からできる人として見られる． 18.2 36.4 18.2 9.1 18.2 11 9.1 63.6 18.2 0.0 9.1 11
(17) スポーツデータの測定や分析について学ぶと，人
よりかしこくなれる． 27.3 27.3 18.2 9.1 18.2 11 18.2 27.3 45.5 9.1 0.0 11
(18) スポーツデータの測定や分析について学ぶと，他
の人に自慢できる． 9.1 27.3 36.4 9.1 18.2 11 27.3 27.3 27.3 9.1 9.1 11
(19) スポーツデータの測定や分析は，学ぶと自分自身
のことがよりよく理解できる． 45.5 45.5 0.0 0.0 9.1 11 90.9 9.1 0.0 0.0 0.0 11
(20) スポーツデータの測定や分析は，今までなかった
自分の一面を発見できる． 63.6 18.2 9.1 0.0 9.1 11 81.8 18.2 0.0 0.0 0.0 11
(21) スポーツデータの測定や分析は，学ぶことによっ
て自分らしい自分に近づくことができる． 18.2 45.5 9.1 0.0 27.3 11 27.3 54.5 9.1 9.1 0.0 11
(22) スポーツデータの測定や分析は，自分の個性を活
かすことができる． 18.2 54.5 0.0 0.0 27.3 11 45.5 36.4 18.2 0.0 0.0 11
(23) スポーツデータの測定や分析は，学ぶことで人間
的に成長できる． 9.1 54.5 18.2 0.0 18.2 11 9.1 81.8 0.0 9.1 0.0 11
(24) スポーツアナリストは，かっこいい仕事だ． 0.0 54.5 9.1 0.0 36.4 11 18.2 54.5 27.3 0.0 0.0 11
(25) スポーツアナリストは，価値ある仕事だ． 36.4 54.5 0.0 0.0 9.1 11 45.5 36.4 9.1 0.0 9.1 11
(26) スポーツアナリストに，将来なりたい． 0.0 18.2 36.4 9.1 36.4 11 18.2 9.1 45.5 9.1 18.2 11
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要約 
ヘブライ語旧約聖書のモ－セ五書をト－ラ－(Torah)という。そのヘブライ語のト－ラ－を見ると母音記号
(ニクダ－)の他にいくつかの記号が見受けられる。これらはト－ラ－を朗唱(朗読)するための記号でありタア
メ－・ハミクラ－(Taame Hamikra)という。タアメ－は「味付け」、ハミクラ－は「朗唱または朗読」であるの
でタアメ－・ハミクラ－は「朗唱(朗読)の味付け」という意味になる。つまり、このタアメ－・ハミクラ－を
理解できればト－ラ－を朗唱して歌うことが可能になるということである。今回はト－ラ－のタアメ－・ハミ
クラ－を学ぶに至る経緯と、ト－ラ－のタアメ－・ハミクラ－について分析研究し考察した。 
 
キ－ワ－ド：モ－セ五書、ト－ラ－(Torah)、タアメ－・ハミクラ－(Taame Hamikra)、朗唱法、ヘブライ語記号 
 
1 タアメ－・ハミクラ－を知るまで 
1.1 はじめに 
海外、特にヨ－ロッパの文化を知るには聖書(旧訳と
新訳)を知ることが大切である。その教えや考え方など
がその国の文化の根底に根ざしており、それらの上に
あらゆるものが反映しているからである。 
自分なりに聖書についていくつかのエピソ－ドを知
ってはいたが、きちんと聖書を知ろうと思いたち聖書
を購入してみた。私が購入したのは「原文校訂による
口語訳 聖書 フランシスコ会聖書研究所 訳注」である。
それは旧訳聖書と新約聖書の合併本で、通常の聖書(３
９書＋２７書＝６６書)より７書も多い７３書が 1 冊
にまとまっていた。ペ－ジをめくると単語の注釈も大
変多く、且つその内容も詳細であった。何よりも一番
嬉しかったのは様々な絵や当時の通路や戦いなどの遍
歴がわかる地図等の図版が百個以上もあり、それだけ
でも内容理解にとても役立つ貴重な資料になると感じ
たことだった。本文の意味や内容を知り、理解を深め
るためには細かな注釈や地図等の図版などを知ること
が大変重要だと思っているからだ。現地で使われてい
る物の名前や形、現地の町や地域の旧名称、現地の地
形や町と町の距離感、旅の経路、戦いの流れや戦いの
場所、町から町へと移動していく移動経路や方向など
当時の通路等の地図図版ならば視覚的にすぐに知るこ
とができるからである。この本以外にも新共同訳や七
十人訳、新改訳、岩波の文語訳などの聖書も出版され
ていたが、フランシスコ会の聖書ほどの図版はなかっ
た。また同時に何故このようにいくつもの訳本がある
のか不思議だった。 
最初の文章をいくつかそれぞれの聖書で読み比べて
みると微妙に訳の表現が違っていた。何故だろう…訳
の基にしている原文が違うのだろうか？これが最初の
疑問だった。それなら最初に書かれた原文を読んでみ
れば良いのではないか？旧訳聖書はユダヤの教典であ
りヘブライ語で書かれている。ヘブライ語で旧約聖書
を読むにはどうしたらいいのか？自分なりに探してみ
たがなかなか見つからなかった。 
そんな頃に運良く知人の紹介で株式会社ミルトス
(イスラエル・ユダヤ文化を日本へ紹介する会社)で新
たに始められる「ヘブライ語対訳で聖書を読む会Ⅰ」
の開講を知ることができた。ヘブライ語初学者でも参
加可能かと問い合わせてみたら大丈夫とのことだった
ので参加することに決めた｡現在も同研究会で学び続
けている。 
因みに、聖書で使われているヘブライ語は現代ヘブ
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 ライ語とは違い古語のヘブライ語である。例えが良い
か解らないが、日本の「古事記」や「万葉集」に近い
ものを読んでいると思っていただければ少しは分かり
やすいのではないかと思う。ヘブライ語の「創世記」
冒頭にもベレシ－ト(Bereshit)【はじめに】と書いて
ある。 
 
1.2 タアメ－・ハミクラ－との出会い 
株式会社ミルトスでの「ヘブライ語対訳で聖書を読
む会Ⅰ」で学び始めて、ヘブライ語の読み方など最初
から教えていただいた。そのヘブライ語逐語訳対訳の
テキスト原文には母音記号(ニクダ－)以外にタアメ
－・ハミクラ－という記号が付いていた。それは文節
の区切りやアクセントを示すとのことだった。更に驚
きだったのはそれが朗唱(歌う)のための記号だという
のだ。つまり、それを理解すれば楽譜も使わずに音を
つけて歌うことができるというのだ。これには本当に
驚愕した。またとても興味関心を引いた。 
株式会社ミルトスの代表取締役(社長)であり、私の
通っている「ヘブライ語対訳で聖書を読む会Ⅰ」の講
師でもある谷内意咲先生に聞いたところタアメ－・ハ
ミクラ－の歌い方までは教えられないとのことだった。
しかし、谷内先生のお持ちのヘブライ語資料の中に少
しだけ楽譜があるとのことでその一部を見せていただ
いた。それはヘブライ語と同じく右から左へ読む楽譜
で、これにも正直驚いた。いつもと楽譜を読む方向性
が真逆だったからだ。 
 
1.3 タアメ－・ハミクラ－を知る 
「ヘブライ語対訳で聖書を読む会Ⅰ」の講座の中で
もタアメ－・ハミクラ－について触れてくださり、タ
アメ－・ハミクラ－がどういうことを表しているのか
という大まかな枠組み(アクセントの位置を示し、文節
を区切り、且つ朗唱記号だということ)は理解したつも
りだった。分離符と結合符があり、それらを組み合わ
せて読むことも解った。しかし、どれとどれを組み合
わせるのかが解らない。右から読む楽譜を基にどのよ
うに歌うのかなと試したりもしたが、いかんせん朗唱
を聴いたことがないので想像がつかなかった。 
楽譜を見て更に困ったのが同じ記号(言葉)なのに音
形(音列)がかなり違うものが複数あったことも戸惑う
原因だった。つまり、前後の記号や言葉等によって同
じ記号でも歌い方が変化する可能性が大だと予測でき
る訳である。こうなるともうお手上げで解明への出口
がまた見えなくなってしまった。 
同研究会に参加する度に、どのようにしたらタアメ
－・ハミクラ－を歌うことができるようになるだろう
かと谷内先生に尋ねている自分がいた。谷内先生から
の返答はというと、タアメ－・ハミクラ－の朗唱を日
本で教えられるのは唯一人、日本ヘブライ文化協会の
A先生くらいだろうとのことだった。 いつの日かその
A 先生から教えていただける日が巡ってくることを願
いつつ講座へ通った。 
 
2 タアメ－・ハミクラ－での朗唱を知る 
2.1 日本初のタアメ－・ハミクラ－を用いた朗唱講座 
「ヘブライ語対訳で聖書を読む会Ⅰ」に参加して２
年近くが経った頃、同講座の休憩中の会話の中で近日
中にタアメ－・ハミクラ－を使って創世記第１章を朗
唱する講座が日本ヘブライ文化協会であるらしいとい
う情報を得ることができた。日本ヘブライ文化協会へ
の連絡先を教えていただき、すぐに連絡してみた。そ
の講座は、A先生による３日間の集中講座(３時間×３
日）で、創世記第１章をヘブライ語で朗唱するという。
創世記第１章をヘブライ語で読めますかと聞かれたの
で、株式会社ミルトスの「ヘブライ語対訳で聖書を読
む会Ⅰ」で読みましたと伝え、２年近く聖書ヘブライ
語を学んでいると告げると参加許可をいただくことが
できた。 
 
2.2 タアメ－・ハミクラ－での朗唱を知る 
集中講座当日、タアメ－・ハミクラ－の一覧表とテ
キストなどのプリントをいただき、タアメ－・ハミク
ラ－がどういう特徴等があるかの簡単な説明を聞いた。
今回教えていただく朗唱法は、アシュケナズィ－とい
う中央ヨ－ロッパ方式という歌い方とのこと。加えて、
この歌い方はモ－セ五書でのみ使うことができるとの
ことだった。詩篇などではまた別の歌い方(味付け)が
あるとのこと。 
休憩後に創世記第１章の朗唱に入った訳だが、１節
ずつこの結合符とこの分離符が使われているのでこう
歌うことになると口伝で教えていただいた。記号をそ
の言葉で歌い、次にそのメロディ－にテキストを入れ
て歌う。これを何度も繰り返して歌い、覚えていくの
である。 
お気づきになっただろうか？この講座では楽譜を一
切使用していないのである。母音記号(ニクダ－)とタ
アメ－・ハミクラ－付きのヘブライ語テキストを見な
がら、先生の歌う音を耳で聴いてその後に続いて歌っ
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 ていくのである(つまり口伝)。正に昔ながらの方法で
教えていただいた訳である。初日の帰り際にA先生に
タアメ－・ハミクラ－の楽譜などはありませんかと当
然尋ねたが、そういうものは見たことも無いし通常は
こうやって口伝で伝えられていくものだからと言われ
た。ごもっともなことである。イスラエルでは今でも
こうやって口伝で伝えられているのであろう。先生も
そうやって覚えてこられたのだろう。因みに、この集
中講座が日本で初のタアメ－・ハミクラ－朗唱講座で
あると知らされた。 
講座を受けながら私は必死に先生の歌うメロディ－
を聴き取り、ドイツ音名に直してテキストに書き込ん
でいった。A 先生が何度かここは通常の形と違います
ね、気をつけましょうと言って例外部分を指摘してく
ださった。これも後で役に立ってくるのである。 
初日は第１章の途中で終わった。自宅に帰るとテキ
ストに書き込んだドイツ音名を見ながら録音を聴いて
確認作業を繰り返した。そして、翌日は第１章の最後
まで到達し、翌々日は第１章を最初から最後まで何度
か繰り返し歌って集中講座を終えた。 
集中講座への参加者は１０名を少し超える程度だっ
たが、皆さんもA先生の前にマイクを向けて先生の歌
うメロディ－を録音していた。そうでもしないとさす
がに覚えられないのだろう。私も後学のために同様に
録音させていただいた。そしてその録音のお陰で、こ
の論文が書けていると言っても過言ではないのである。 
 
2.3 タアメ－・ハミクラ－朗唱講座の中で聴いた音源 
タアメ－・ハミクラ－朗唱講座の中で、A 先生が歌
う他にインタ－ネットで先生が見つけたサイトからダ
ウンロ－ドしたのだろうか、現地人らしき人の歌声を
聴かせていただいた。A 先生が歌って教えてくれた音
よりも少し音数が多い感じがしたが基本は同じようだ
った。A 先生もタアメ－・ハミクラ－は、国や地域が
違えば歌い方も変わるので先生の教えてくれた歌い方
が決定版だということはないと最初に言われていた。
しかし、あの音源をもっと聴きたかった。講座終了時
にあの音源がどのサイトにあるのか尋ねなかったのが
後で悔やまれた。 
その後、数ヶ月探してやっと同じ音源のあるサイト
を見つけることができた。そのサイトをよく見てみる
と創世記第１章だけではなくモ－セ五書全て書かれて
いて、またそれらの音源もアップされていた。これは
私の研究にとても役立つものとなった。 
 
2.4 遂にタアメ－・ハミクラ－の楽譜を発見 
音源のあるそのサイトをくまなく調べていると、タ
アメ－・ハミクラ－の一覧テ－ブルが出てきた。集中
講座でA先生からいただいたものとほぼ同じである。
それをよく見てみると、いくつかの節毎に色づけが違
っていた。もしやこれは何かあるのかとクリックして
みたら、なんと楽譜が出てきたのである！それもあの
音源の人の声である。楽譜をよく見てみると様々な音
符が付いていた。以前に音源を聴いたときに音数が多
いと思ったのは装飾音をつけて歌っていたのである。
楽譜というものはなんと情報量が多いのだろうか、改
めて素晴らしい発明だと感心した次第である。 
ただ、そこに書かれていた楽譜だとヘブライ語のア
クセントの位置と楽譜の強拍がずれていたりして多少
違和感があった。また、言葉が誤って書かれているも
のや音符の長さが音源とかなり違うと思われるものも
いくつか見つかった。口伝で歌われていたものをアク
セント通りに楽譜として書くということは本当に難し
いことなのである。楽器の音を聴き取るのと人の声を
聴き取るのでは難易度のランクが明らかに違う。人の
声を聴き取ることは極めて難しいのである。因みに、
絶対音感を持っている人でも人の声を聴き取るのは厳
しいという人が多いのも事実なのである。人の声とい
うものは、同じ音色の人はまずいないのだから致し方
ないのである。それ故に人の声は聴き取りにくいので
ある。 
それにしても、その当時のヘブライ人は音符の記譜
法もない時代に楽譜になりうる記号を既に見いだして
使用していたということになるのだから、これまたと
てつもなく凄いことなのである。それも少なくみても
紀元前３～４世紀頃からは確実にそのように歌われて
いただろうと思われる。もしも、モ－セがそのように
書いた、またはそう書くように指示したのなら紀元前
１４世紀頃にはその形になっていたと考えられるから
である。西洋音楽では一般にグレゴリア聖歌やネウマ
の楽譜が西暦９～１０世紀頃に形成され、現在の楽譜
の記譜法に定着してくるのは西暦１５～１６世紀頃で
あるのだから…。それ故に古代ユダヤの人達の記譜法
とは本当に素晴らしいものだと感心してしまう。古代
から使用していたと思われるこの記譜法タアメ－・ハ
ミクラ－の研究をしていてそのように感じるのである。 
タアメ－・ハミクラ－の楽譜をよく見てみると、普
通に書いてある音がA先生の教えてくださった音形と
非常に似ていた。それに様々な装飾音が付いていた。
そうか、A 先生は装飾音のない基本形を教えてくださ
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 ったのだと楽譜を見ながらそう確信したのである。装
飾音は飾りで派手に聴かせたりするためのものがほと
んどなので装飾音を歌わなくても全く問題が無いので
ある。正に納得である。 
その楽譜には他の記号との組み合わせもいくつか掲
載されていた。これもとても参考になった。以前に谷
内先生から見せていただいた言葉が同じなのに音形が
違うのはこういう場合のことなのだろうなと悟った。
勿論全ての組み合わせが書かれていたわけではないの
で、それからはまたテキストと音源による研究を続け
ることになる。 
 
2.5 ヘブライ語聖書対訳シリ－ズとコ－レン聖書 
「ヘブライ語対訳で聖書を読む会Ⅰ」で使用してい
るテキストはミルトス社出版のヘブライ語聖書対訳シ
リ－ズを使用している｡このシリ－ズは全部で４５巻。
その全ては発行されていないが、既刊本もいくつか在
庫切れがありなかなか揃えることが難しくなっている｡
今年の７月には、ずっと在庫切れだった「申命記２」
を遂にオンデマンド版で購入することができた。オン
デマンド版は当然割高になってしまうのだが新品を手
に入れるにはそれしかないので致し方ないだろう｡し
かし、これを購入できたことでモ－セ五書全ての対訳
シリ－ズが手に入ったことになるのである。 
聖書関係の書物はそれほど出版数も多くなく、なか
なか手に入らないのが現実である。東京で比較的聖書
関係の書物が揃っているのは銀座の教文館であろうか｡
そもそもヘブライ語聖書の対訳になっているシリ－ズ
は他に見たことがない。 
ミルトス社には既刊シリ－ズの在庫本が残っており、
私も購入させていただいた｡既に２３冊ほど購入して
いる｡その他にもヘブライ語関係や聖書関係、イスラエ
ル関係の珍しい本や現地のＣＤなどをいくつか購入す
ることができた。これも今回の研究には欠かせない参
考文献となっている｡ 
購入した書物の中でも特に威光を放っているのがコ
－レンの聖書である｡勿論全てヘブライ語で書かれて
いるが、その巻末付録に大変貴重なものがたくさん載
っていたのである。これは今回の研究にとても役立っ
た｡イスラエル・コ－レン編集のト－ラ－と預言書のタ
アメ－・ハミクラ－・テ－ブルとそれぞれの楽譜が載
っていたのである｡これにより音符への確認作業が今
まで以上にはかどったのは言うまでもない｡多少、異な
る音形もあったが８割近くが手元にあるものと似た音
形で書かれていたのである。 
 
2.6 インタ－ネット、グ－グル、YouTube等で検索 
今日はなんと便利な時代になったのだろうか。最近
はインタ－ネットも普及し、グ－グルで検索もすぐに
できる。また YouTube には YouTuber といわれる人が
様々な動画を載せているのである。もしかしたら、朗
唱法についてのサイトや動画が他にあるかもしれない
と思い色々なツ－ルで検索してみた。その結果、いく
つかのサイトと動画を発見することができた。それら
は音形（音列）が聴いたものとかなり違うものがほと
んどだったが、その中に分離符と結合符の組み合わせ
について語っている内容を見つけることができた。こ
の内容は大いに参考になった。以前の疑問（同じ言葉
なのに音形が違うなど）をかなり解消できるかもしれ
ないと思ったからだ。それらを見終わって、組み合わ
せ方のル－ルについて振り返ったときにある程度のア
ウトラインが見えてきたように感じられたことはとて
も嬉しいことだった。この先ではタアメ－・ハミクラ
－について現時点で知り得た組み合わせや音形などを
挙げて述べていきたいと思う。 
 
3 実際のタアメ－・ハミクラ－ 
3.1 実際のタアメ－・ハミクラ－で文を考える 
さて、長い前置きのようなってしまったが、これか
らが本題である。実際のタアメ－・ハミクラ－を見て
みよう。タアメ－・ハミクラ－・テ－ブルをご覧いた
だきたい。勿論、ヘブライ語で書かれているので右か
ら左へ読んでいくことになる。一見、文字の羅列のよ
うに見えるが、これらの語句には関連がある。前述の
ように、タアメ－・ハミクラ－には分離符と結合符が
ある。分離符は、そこで文を一時停止させたり終止さ
せる働きがある。結合符は、分離符と組み合わさって
一つの語群のようになる。 
色分けができればまだ見栄えが良く違いも分かりや
すかったと思うのだが、なかなかそうすることもでき
ず少し残念な気持ちになった。単語の途中の上下、単
語の前の上下、単語の最後の上下に付いている記号が
タアメ－・ハミクラ－記号である。母音記号であるキ
クダ－やダゲッシュ(文字内の点)は灰色にしてある。 
タアメ－・ハミクラ－一覧表の分離と書かれている
方が分離符であり、結合と書かれている方が結合符で
ある。分離符の上の区分の方がより強い終止になる。
つまり、ソフ・パス－クは文の終わりで日本語の句点
(。)に相当する。文は必ずこのソフ・パス－クで終わ
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 るのである。音楽でいうならば完全終止である。その
すぐ下のエトナフタは文章を２分する時に使う切れ目
で日本語の読点(、)に相当すると思えば分かりやすい
と思う。音楽でいうならば半終止である。これら２つ
の分離符のうち、エトナフタが文脈理解に大変役に立
つのである。このエトナフタまでが文の前半部分とな
り、その後ソフ・パス－クまでが文の後半部分となる
のである。 
例えば、次のような文章がある。創世記第１章第１
節である（カタカナは左から右へ読むことにする）。 
תי ִ֖שׁאֵרְבּ א ָ֣רָבּ םי ִ֑ה˄ֱא ת ֵ֥א םִי ַ֖מָשַּׁה ת ֵ֥אְו ׃ץֶר ָֽאָה  
    ↑    ↑    ↑       ↑    ↑      ↑     ↑ 
ソフ・パス－ク  ティプハ    エトナフタ      ティプハ 
      メルハ－        メルハ－       ムナフ 
    ⑦   ⑥    ⑤     ④   ③      ②    ① 
これをタアメ－・ハミクラ－で見てみると７つの記
号が組み合わさってできている文なのである。ここで
はメルハ－とティプハは２回ずつ出てきているので実
際には５つの記号だけなのだが、最初は混乱するので
今は区別しないことにする。このうち、分離符は①・
③・⑤・⑦である。分離符の後で一時停止できるのだ
が、最大の終止は⑦のソフ・パス－クで文が終わる文
の終止点である（完全終止）。残りの①・③・⑤の中で
は③のエトナフタが次に強い終止になり、この文を分
割するような切れ目になる（半終止）。この分析ができ
るとこの文は③のエトナフタまでが前半部分となり、
その後から⑦のソフ・パス－クまでが後半となる訳で
ある。またティプハも分離符なので軽い切れ目になる。 
תי ִ֖שׁאֵרְבּ א ָ֣רָבּ םי ִ֑ה˄ֱא ת ֵ֥א םִי ַ֖מָשַּׁה ת ֵ֥אְו ׃ץֶר ָֽאָה  
    ↑    ↑     ↑      ↑    ↑       ↑    ↑ 
ソフ・パス－ク  ティプハ    エトナフタ       ティプハ 
      メルハ－        メルハ－        ムナフ 
    ❼   ⑥    ⑤     ④    ❸      ②    ① 
【       後半          】【       前半        】 
תי ִ֖שׁאֵרְבּ א ָ֣רָבּ םי ִ֑ה˄ֱא ת ֵ֥א םִי ַ֖מָשַּׁה ת ֵ֥אְו ׃ץֶר ָֽאָה  
カタカナ読み(右から左へ読んでください) 
ツレアハ トッエェヴ ムイマャシハ トッエ ム－ヒロエ －ラバ    ト－シレベ 
逐語対訳(右から単語毎に左から右へ読んでください) 
  地   そして～を  天    を    神は 創造した  はじめに 
 
タアメ－・ハミクラ－を基にして忠実に日本語へと
訳すと「はじめに、神は創造した。天を、そして地を。」
となる。これがヘブライ語聖書の原文に沿った正確な
訳であると思う。ところが…身の回りで手に入りやす
い聖書３冊ではどう訳されているかというと…次のよ
うに訳されているのである。新共同訳では「初めに、
神は天地を創造された。」、新改訳では「初めに、神が
天と地を創造した。」、口語訳では「初めに、神は天と
地を創造された。」となっているのである。新共同訳に
いたっては「天地」という１単語があるかのように訳
されている。こうなるとだいぶ話が変わってきてしま
うと私には感じられる｡皆さんにはどれも同じに読め
るだろうか？原文に即した訳と比べて、少し違いがあ
るとは思われないだろうか？日本語として分かりやす
いように読みやすく訳してあればそれで良いのだろう
か？私にはどれもちょっとだけ厳密さに欠けているよ
うに感じられる。こういう細かなことの取りまとめの
連鎖が意訳となり、やがては誤訳へとつながってきて
しまう原因になっているのではないかと私は危惧する。
旧約聖書の最初の冒頭１文だけでもこれだけの差異が
あるのである。正にこのことが私を原文であるヘブラ
イ語聖書を読んでみようと思わせた要因なのである。 
 
3.2 タアメ－・ハミクラ－のアクセントについて 
タアメ－・ハミクラ－・テ－ブルや一覧表を見てい
るとおやこれは？と思える記号がいくつか出てくる。
それらは文字列の前下・前上・後上に飛び出ている記
号のこと(文字列の両外側にある記号)であるが、それ
らの記号はアクセントの位置を表わさない。アクセン
トを表す記号は基本的に文字列の中にある記号である。
つまり、文字列の外側にあるパシュタ、ザルカ、セゴ
－ル、イェティ－ヴ、テリシャ・ケタナ－、テリシャ・
ゲドラ－の記号はアクセント位置ではないということ
である。この辺りも少し分かりにくいところである。
尚、ザルカは別の記号(⌒に似たもの)が使われること
もあるので気をつけたい。また、レヴィ－イは点では
なく四角が少し角度をずらした菱形に近い形である。 
 
3.3 分離符と結合符の組み合わせについて 
さて、分離符と結合符の組み合わせについて見てみ
ることにする。よく出てくる記号から取り上げてみよ
う。組み合わせの塊(節)として解りやすいようにグル
－プ毎に述べていくことにする。 
 
① Mercha ＋ Tipcha,  Mercha ＋ Sof Pasuk 
メルハ－は、ティプハやソフ・パス－クと結びつく。
ソフ・パス－クは文の終わりを意味する｡文が他の形で
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 終わることは無いので文の終わりは必ずソフ・パス－
クで終わることになる(神による十戒の言葉は例外と
考えてください。その部分では文末にダブルコロンが
付いていてもレヴィ－イで終わったり、エトナフタで
終わったりしていることがあります。そこにはタアメ
－・ハミクラ－記号も複数付いていたりします。)。こ
れらの組み合わせはソフ・パス－クを含んでいるので
それらだけでも文になり得る。例えば､メルハ－＋ティ
プハ､メルハ－＋ソフ・パス－クというように組み合わ
せである。この形は大変多く使われているのできちん
と覚えたい｡また、メルハ－は省略が可能である。結合
符を取らない形もあるので、このグル－プの組み合わ
せ形は５通りとなる。 
なおこの組み合わせには、その日の朗唱が終わる際
に歌うもう一つ別の音形(終わりのメロディ－)がある
こともしっかり覚えておきたい。後の楽譜で確認して
いただきたい。 
 
② Mercha ＋ Tipcha,  Munach ＋ Etnachta 
①で出てきたメルハ－とティプハに、ムナフとエト
ナフタが組み合わさったもの。例えば、メルハ－＋テ
ィプハ、ムナフ＋エトナフタ というように組み合わさ
れる。この中にも強い分離符のエトナフタがあるので
エトナフタ で区切れる。エトナフタとは一時停止や休
みの意味があるので、文章の途中での句点(、)となる。
先ほどと同様にメルハ－とムナフは省略が可能である。
結合符を取らない形もあるので、このグル－プの組み
合わせ形は５通りとなる。 
尚、結合符を取らないエトナフタだけの時(エトナフ
タが文頭にくる場合)は音形が変わるので十分に気を
つけたい。後の楽譜で確認していただきたい｡因みに、
エトナフタで始まる文は創世記の中で８回出現してい
ると思われる｡その箇所を記しておく。創世記第15章
8節、第 18章 3節、第 19章 7節、第24章 34節、第
30 章 28 節、第 34 章 31 節、第 35 章 5 節、第 44 章 6
節。 
特に初出の部分ではアブラムが神に尋ねている特別
な箇所でもある。エトナフタが文頭にくるということ
は何か特別な場合に起こる特殊な形の一つなのだと考
えられる｡ 
 
ムナフが出たので話をムナフだけについて書くが、
ムナフの組み合わせ方にはいくつかのパタ－ンがある
ようである。ムナフだけでも数パタ－ンがあるように
感じる。ムナフやムナフ・レガルメだけで３回連続し
て出てくる箇所もあるのである(例 創世記 第１章 21
節)。音形も様々なものがあり、とても複雑に感じる。 
ムナフは次にくる結合符によって上行するか下行す
るかが決まるようである。ザケフカトンと結合すると
素早く長２度下がって直ぐに戻ってくるし、エトナフ
タと結合すると短３度下行するが、それ以外はほとん
ど上行型になるのではないかと思う。 
そして、その上行型がいくつもあるのである。言葉
で書くと解りにくいのだが、いくつか挙げておく。後
の楽譜では実際に私が聴いたものだけを記してあるの
で確認していただきたい(耳で聴いていないパタ－ン
も以下には含まれている)｡ 
①長２度上行するだけのもの、②長３度して長２度
下がる(最終的に長２度上がった①と同じ音で終わる)
もの、③素早く長２度を２回上がって(つまり長３度ま
で到達し)直ぐ長３度下がり(最初の音に戻ること)更
に直ぐに長２度上がる(結果的に長２度上がった形)も
の→ムナフ・レガルメ、④低い方から完全４度上がっ
て刺繍音のように素早く短２度下がりまた短２度上が
り更に長２度上がる(ムの音を特別だと考えれば最終
的に①と同じ音にはなる)もの、⑤完全４度上がって直
ぐに短２度下る(最後の音は最初の音と長３度上がっ
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 た形になる)もの、⑥開始音が長２度高いＧ音から始ま
り短３度上がり短２度下がる(開始音から最終的に長
２度上がった形)もの等である。 
ムナフはザルカとセゴ－ルのつながりでやや複雑な
音形を取る。この先でも述べるのでその項目と重なっ
てしまうのだが、ザルカとセゴ－ルの前にそれぞれム
ナフが付くパタ－ンである。最初にムナフ⑥で短３度
上がり直ぐに短２度下がるパタ－ンでザルカへ入り、
その後にムナフ⑤の完全４度上がり短２度下がるパタ
－ンからセゴ－ルへ続くという形である。 
ムナフについてはまだまだ研究を続けないといけな
い｡現段階ではムナフについて私の中で解明できてい
ない部分が多々あり自分の未熟さを痛感している｡し
かし逆転の発想でこのことを考えれば、ムナフの使い
方やパタ－ンを知り尽くすことができるならばタアメ
－・ハミクラ－の完全理解への扉へ極めて近づくこと
ができるのではないだろうか｡ 
 
③ a)Mahpach ＋Pashta,  Munach ＋ Zakef Katon 
マフパフとパシュタに、ムナフとザケフカトンが組
み合わさったもの。ザケフとは上がるという意味で、
カトンは小さいの意味であるので、ザケフカトンは小
さく上がるという意味になる。因みに、後で出てくる
ザケフガド－ルは大きく上がるという意味になる。例
えば、マフパフ＋パシュタ、ムナフ＋ザケフカトンと
いうように組み合わされる。この場合もマフパフとム
ナフは省略が可能である。 
但し、マフパフは必ずパシュタを取るのでマフパフ
がある場合にはパシュタの省略はできない。マフパフ
＋パシュタはセットで覚えたい｡ということはマフパ
フ＋(ムナフ＋)ザケフカトンとはならないということ
である｡何故このようなことを書いているのかという
と、マフパフとイェティ－ヴは同じ記号を使うのであ
るが、付ける位置により名前が変わるのである｡単語の
前に付くとイェティ－ヴになり、単語中だとマフパフ
になる。イェティ－ヴは(ムナフ＋)ザケフカトンに必
ず続くが、マフパフは必ずパシュタ＋(ムナフ＋)ザケ
フカトンに続くのである｡つまり、イェティ－ヴの後に
パシュタは続かないし、マフパフの後にムナフは続か
ないのである｡この区別を知らないと本来イェティ－
ヴなのにマフパフを付けてしまい記号の付け間違いが
起きてしまう｡このことはしっかりと覚えておきたい｡ 
ヘブライ語聖書原文を見るとパシュタにカドゥマ－
が付いていてどちらだか解らないと思われる時がある
がこれは全てパシュタであり、語中のカドゥマ－のよ
うに見えるのはその語句のアクセント位置を表してい
るのである｡パシュタは単語の左上だけのものと語中
にも付いた２通りがあり、カドゥマ－は単語の中上に
１つだけ付いているものと理解していただきたい。こ
のグル－プの組み合わせ形は次の５通りとなる。 
 
 
b)Kadma＋Mahpach＋Pashta,Munach＋Zakef Katon 
先ほどのマフパフ＋パシュタの前にカドゥマ－(前
へ進んでいく、東などの意)が付いた組み合わせがある。
つまり、カドゥマ－＋マフパフ＋パシュタ、ムナフ+
ザケフカトンと言う組み合わせ形になる。ムナフやマ
フパフは省略が可能であるが、基本形をしっかりと覚
えておきたい。 
 
ムナフは、上記の他にムナフ+テリシャ・ケタナ－、
ムナフ＋テリシャ－・ゲドラ－、ムナフ＋パゼル、ム
ナフ＋ゲルシャイ－ムのように組み合わせることがで
きる。尚、ムナフは省略可能である。後述の楽譜で確
認のこと。 
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④ Munach ＋ Revii 
レヴィ－イ(本来はレヴィ－アであるが朗唱時には
レヴィ－イとなる)の記号は単語の上に付くのだが、記
号自体が小さいのと他の文字列の上に付く母音記号と
見間違えてしまうこともあり意外と見落としがちな記
号でもある｡しかし、使用頻度は大変多くとても重要な
記号なのである｡実際の記号は点ではなく四角を４５
度ずらした菱形のような形をした記号である。 
組み合わせとしては、ムナフとレヴィ－イが基本な
パタ－ン。この記号は文頭や文中でもよく使われる｡ 
レヴィ－イには第四という意味があるので音が４つ
下がる音形である(音が伸びたところを第１音として
その後３つ下がって全体で４音になる)。ムナフは省略
することが可能である。基本の組み合わせ形は２通り
である。 
 
一つ注意しておきたいのは、ムナフの前にもう一つ
別のムナフやムナフ・レガルメが付くこともある。つ
まり、ムナフ＋ムナフ＋レヴィ－イやムナフ・レガル
メ(legarmeh)＋ムナフ＋レヴィ－イとなることがある。
これらの場合にはムナフの音や音形が変化するので注
意が必要である。ムナフ・レガルメの音形は、全体の
音数が１６分音符５個と８分音符１個の計６個になり、
Ｆ音Ｆ音Ｇ音Ａ音Ｆ音Ｇ音のようになる。言葉で書く
と解りにくいので後の楽譜で確認していただきたい。 
 
更に付け加えるとこれらの前に、後で述べるカドゥ
マ－(前へ進んでいく、東という意味)＋ヴェアズラ－
(離れていくという意味)がムナフ＋レヴィ－アの前に
付くことがよくあるので記しておく。 
 
 
レヴィ－イの後の組み合わせ形はいくつかある｡レ
ヴィ－イの後に③や⑦、⑤やテヴィ－ルだけが続くこ
ともある。しかし、レヴィ－イは最終的に音が完全４
度下がるので(Ｄ音まで下がる)、このレヴィ－イとイ
ェティ－ヴ＋ムナフ＋ザケフカトンが組み合わされる
ととてつもない音の効果が発揮されることになるので
ある｡朗唱時イェティ－ヴは上のＤ音から歌うことに
なるため完全８度(オクタ－ヴ)上への跳躍がこの組み
合わせで可能になるのである｡この下のＤ音から上の
Ｄ音へのオクタ－ヴ跳躍はこの組み合わせでしか実現
しないのである。レヴィ－イとイェティ－ヴの組み合
わせにより音楽的にもとても目立たせることができる
し、音列も起伏が作れるので音列の流れが平坦になる
ことを防いでくれるのである｡それ故にこのレヴィ－
イ＋イェティ－ヴの組み合わせの意義はとても大きい
と思う｡この組み合わせは音楽的に極めて大きなアク
セントを付けることができる｡ 
 
⑤ Darga ＋ Tevir 
今度はダルガ－とテヴィ－ルのグル－プになるが、
少し変則的になるので注意したい。ダルガ－とは階段
やステップの意味があり、音形も上の音からゆっくり
降りてくる感じがする｡テヴィ－ルは壊れたという意
味や節の読みを中断するという意味がある。基本の組
み合わせ形は、ダルガ－＋テヴィ－ルである。しかし、
ダルガ－の代わりにメルハ－が使われることがある。
その場合は、メルハ－＋テヴィ－ルである。その場合、
音形も少し異なるので気をつけたい｡ダルガ－やメル
ハ－は省略することが可能である。 
但し、ダルガ－は音の高いところ(Ｃ音)から始まり
その高音を少し伸ばして順次進行で降りてくる数少な
い記号なので、何か感情をしっかり伝えたい時や言葉
を強調したい時、物事の大切な動作の時、感動の大き
い時の朗唱に非常に有効だと思われる｡聖書原文を見
ても⑤が使用されている箇所やその前後では大切な言
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 葉を伝えているところが多いことに気づかされる｡主
に文頭や区切り後に出現していることが多いようだが、
特にザケフガド－ルやゲルシャイ－ム、テリシャ－・
ゲドラ－、テリシャ－・ケタナ－、カドゥマ－＋ヴェ
アズラ－の後にダルガ－＋テヴィ－ルやカドゥマ－＋
ダルガ－＋テヴィ－ルが置かれると更にその効果は増
大する｡ 
これらのことからダルガ－＋テヴィ－ルグル－プは
聖書原文の内容理解を助けるためにもとても重要な記
号グル－プの一つであると私は考える｡ 
 
ダルガ－単独の後にムナフ＋レヴィ－イを続け、そ
の後③－a などへとつなげていくパタ－ンもよく見受
けられる｡またテヴィ－ル単独でザケフガド－ルの後
や文頭、エトナフタの後、ザケフカトンやレヴィ－イ
の後に置かれるパタ－ンも見受けられる｡ 
 
 
もう一つ頻繁に使われるのがダルガ－＋テヴィ－ル
とメルハ－＋テヴィ－ルの前にカドゥマ－を伴うもの
である。組み合わせは、カドゥマ－＋ダルガ－＋テヴ
ィ－ルまたはカドゥマ－＋メルハ－＋テヴィ－ルであ
る。これらも聖書原文中によく出現するので覚えてお
きたい音形である｡その組み合わせとしてその前にテ
リシャ・ケタナ－とテリシャ－・ゲドラ－、ゲルシャ
イ－ムなどが組み合わされることが多いように感じる｡ 
 
⑥ Munach ＋ Zarka,  Munach ＋ Segol 
ザルカとセゴ－ルにムナフが組み合わさったもの。
つまり、ムナフ＋ザルカ、ムナフ＋セゴ－ルという組
み合わせになる。ザルカは種をまくようにバラバラと
散在するような音形である。セゴ－ルは形からも想像
できるようにブドウの一房という意味である。朗唱時
には、この組み合わせの音が一番覚えにくいと思われ
るので特に注意しておきたい。後述の楽譜で確認して
いただきたい。ムナフは省略することが可能である。
ザルカとセゴ－ルは切り離しや省略をしないで１セッ
トとして覚えたい｡このグル－プの組み合わせ形は次
の４通りとなる。 
 
 
⑦ Yetiv ＋ Munach ＋ Zakef Katon 
イェティ－ヴ(休んで、座ってという意味)に、ムナ
フ＋ザケフカトンの組み合わせた形である。この組み
合わせもよく使われる。ムナフは省略することが可能
である。イェティ－ヴは最高音から始まる唯一の音形
である(楽譜ではＧ音が先に付いているが朗唱時には
歌わない)。最高音のＤ音は当てるだけで直ぐ次のＣ音
に移るのだが高いＤ音から始まる音形なのでとても目
立つ音である。 
この記号は１章に１～２回程度しか出現しないため
それほど頻繁に使われる記号ではないのだが、その音
形と音の高さ故に人に何かを喚起したり、並列して伝
えたり、命令時などに利用してその部分を目立たせる
ことができる記号であるとも言える。イェティ－ヴの
前にレヴィ－イを使えば歌唱時には完全８度上への跳
躍(オクタ－ヴ跳躍)することが可能になりとても目立
つ形になる。 
またイェティ－ヴが比較的近いところや一文中に２
度も出てくれば相当に目立つことになるだろう｡一文
中にイェティ－ヴが２度出てくる例が創世記に３箇所
あるので記しておく｡創世記 第 11 章 10 節、第 28 章
15節、第32章 20節。 
楽譜で注意していただきたいことが一つある。イェ
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 ティ－ヴという記号だけを歌うときはタアメ－・ハミ
クラ－・テ－ブル楽譜の通りなのだが、ヘブライ語聖
書原文の朗唱時にはイェティ－ヴが付いた言葉は楽譜
に書いた最初の音(Ｇ音)は歌わず最高音(Ｄ音)から歌
うということなのである(つまりＤ音→Ｃ音のみ)。こ
の点はとても紛らわしいので特に気をつけたい。 
イェティ－ヴの組み合わせは、イェティ－ヴ＋(ムナ
フ＋)ザケフカトンになる。イェティ－ヴ記号の後にも
しもパシュタが続いていればそれはイェティ－ヴでは
なくマフパフであろうということである。 
 
 
⑧ Telysha Ketanah, Telysha Gedolah, Zakef Gadol, 
Pazer,  Kadma Veazla,  Azla Geresh, Gershayim 
Telysha Ketanah, Telysha Gedolah 
 
Telysha Ketanah, Telysha Gedolah 
 
 
テリシャ・ケタナ－ 
 
テリシャ－・ゲドラ－ 
 
テリシャ・ケタナ－とテリシャ－・ゲドラ－である
が、テリシャ－とは切り離されたという意味で、ケタ
ナ－はカタン(小さい)から来ているのでテリシャ・ケ
タナ－とは小さく切り離されたという意味になり、テ
リシャ－・ゲドラ－は大きく切り離されたという意味
になる。これらは文頭やエトナフタ後などによく置か
れる｡またムナフにつながったり、パゼルに続くことが
よくあるようだ。 
テリシャ－・ケタナ－はパゼルの後によく出現し、
その後に③－bや④－b、⑤－bに続くことが多いよう
に感じる｡ 
テリシャ－・ゲドラ－は前にパゼルやムナフが置か
れたり、後にはダルガ－＋テヴィ－ルやカドゥマ－・
ヴェアズラ－、アズラ－ゲレッシュ、ゲルシャイ－ム
が続くことがよくあるように思われる。因みに、テリ
シャ－・ゲドラ－＋ゲルシャイ－ムが比較的近い範囲
内に３つ続く箇所が創世記にあるので記しておく｡創
世記 第18章 28節、第18章 30節、第18章 32節｡ 
Zakef Gadol 
 
 
ザケフガド－ル 
 
ザケフガド－ルはザケフカトンのところで説明した
通り大きく上がるという意味であるので、サゲフカト
ンよりも高音を少し長く伸ばすことになる｡文頭やエ
トナフタで区切られた後、またはムナフ＋ザケフカト
ンの後などによく出現する｡創世記に一文中にザケフ
ガド－ルが３つも出現する箇所があるので記しておく｡
創世記 第20章 4節。また連続で２回出現する箇所も
記しておく｡創世記 第26章 23節、第33章 5節。 
 
Pazer 
 
 
パゼル 
 
パゼルは豪華な、派手なという意味で音数がたくさ
んあるということと、音も最高音まで達して下がって
くる音形になっていて派手な雰囲気がある｡テリシャ
－・ケタナ－やテリシャ－・ゲドラ－の前に置かれる
ことが多いように思われる｡ 
因みに一文中に２回連続して出現する箇所が創世記
にあるので記しておく｡創世記 第37章 33節。ここで
はヤコヴがイサクから祝福を受けた後、入れ替わりに
狩から戻って食事を持ってきたエサウに対してイサク
が発した箇所である｡恐れと驚きがとても大きかった
のだろうということがパゼルの連続記載により十分に
表現されていると私には感じられる｡創世記全体では
パゼルは２９回使用されていると聞いている｡ 
 
Kadma Veazla 
 
 
カドゥマ－・ヴェアズラ－ 
 
カドゥマ－・ヴェアズラ－は前にも説明した通りで
カドゥマ－が前に進んでいくという意味や東という意
味で、ヴェアズラ－は離れていくという意味である｡
文頭や区切り(エトナフタやレヴィ－イ等)後に使われ
る他、前にテリシャ－・ケタナ－を伴うことが多く見
受けられる｡またこの記号の後にはムナフ＋レヴィ－
イやマフパフ＋パシュタ＋ムナフ＋ザケフカトン、ダ
ルガ－＋テヴィ－ル等につながることが多いように思
われる｡このグル－プの中では聖書原文中に一番多く
出現してきている｡ 
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 Azla Geresh 
 
 
アズラ－・ゲレッシュ 
 
アズラ－・ゲレッシュは離れていって追い払うとい
う意味になり、節を中断する形になる。文頭や、エト
ナフタ後に使用されるととても印象的になる。音も下
から最高音へ向かって歌われ、高音で終わるためとて
も目立つ音形である。文頭や区切り後に使われること
が多いように感じる。頻繁には出現しないのだが、そ
の音形故に重要な言動や大切なものを目立たせる時な
どに使用されることが多いのではないかと思われる｡
私が見た限りにおいては特に物語の場面の重要な動詞
に割り当てられていることが多いように感じた｡因み
に私が数えた限りでは、創世記で２８回使用されてい
ると思われる｡ 
 
Gershayim 
 
 
ゲルシャイ－ム 
 
ゲルシャイ－ムはゲレッシュの複数形であり２本線
があるように音が上行してまた下がり更に上がってい
くという音形になっている｡後述の楽譜で確認のこと。
ゲルシャイ－ムもいろいろな組み合わせがあるようだ
が、次には２つの組み合わせについて書いてみる。 
ゲルシャイ－ムの前にテリシャ－・ゲドラ－を伴う
ことが多いように感じる｡テリシャ－・ゲドラ－の部分
を参照のこと｡ここでは一文中にゲルシャイ－ムが２
回出てくる箇所が創世記にあるので記しておく｡創世
記 第29章 2節｡ 
ゲルシャイ－ムの後に続けてダルガ－・テヴィ－ル
やカドゥマ－＋ダルガ－・テヴィ－ルが続くととても
よく目立ち華やかで且つ説得力が強まる印象が私には
感じられる｡一例になるが、創世記 第38章 25節の後
半に使われている｡ユダがタマルに渡した印章・紐・杖
をこれらが誰のものかどうか確かめてくださいという
タマルの言葉である。 
ゲルシャイ－ムの付いている箇所をよく読むと「そ
れ故に」や「神のため」、「私にとって」、「そして見よ」
など何か理由や原因となる事物や場所・動詞等に付け
られていることが多いように感じられる｡ 
 
 
 
⑨ Shalshelet,  Merchachefulah, 
  Yerach Ben Yomo,  Karne Parah 
ここに載せたグル－プの記号はこのタアメ－・ハミ
クラ－一覧表の中でも出てくる回数の少ない記号であ
る。ト－ラ－中に、シャルシェレットは４回(創世記に
３回 第19章 16節・第24章 12節・第39章 8節、レ
ビ記に１回 第8章3節)、メルハ－・ケフラ－は５回(創
世記に１回 第 27 章 25 節、出エジプト記に１回 第 5
章 15節、レビ記に１回 第10章 1節、民数記に２回 第
14章 3節・第32章 42節)、イェラハ・ベン・ヨモ(１
日分の月または月のある日の意)とカルネ－・パラ－
(記号の形のように「牛の角」の意)は民数記 第35章
5 節に１回ずつだけ、それもイエラハ・ベン・ヨモ＋
カルネ－・パラ－と連続して出てくる大変珍しい形の
記号である。音もとても珍しい音形で且つ音数もとて
も多く全体的な形も長いものになるので、逆にこの音
形が出てくるとすぐにこの記号だと判明すると思われ
る｡ 
 
Shalshelet 
 
 
シャルシェレット 
 
シャルシェレット(鎖の意味)はほぼ同じ特殊な音形
を３回繰り返すので音形も長い部類に入る。その音形
からいろいろな状況や心理を表していると考えられる。
例えば、何かに迷っていてなかなか決めらない状態(ロ
トの心理)を表していたり、主人イサクの妻を探しに行
った僕の切なる願い(この井戸の前で妻となる方を見
つけられるように強く願う)だったり、悪の誘いを拒絶
する強い気持ち(ヨセフの清さ)を表す時に使われてい
る特殊な音形なのである。音符も４連符と３連符を３
回も繰り返している。 
 
 
メルハ－・ケフラ－ 
 
 
カルネ－・パラ－ 
 
 
イェラハ・ベン・ヨモ 
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 3.4 タアメ－・ハミクラ－で原文を見てみる 
実際に原文を見てみよう。今回は比較的長い文章を
創世記から選んでみた。しかし、タアメ－・ハミクラ
－で文章を眺めて見ると数個の節(構文)パターンが入
っていることが分かると思う。それらの構文構造が分
かればそれほど大変ではないことも理解できると思う。
次の文章は、創世記 第８章２１節である。 
内容は…大洪水の後、ノアが祭壇で捧げ物をした後
に神が自分に語った言葉である。 
8:21 תישארב WLC 
   ַ֒חֹחיִנַּה   ַחי ֵ֣ר־תֶא    ֮הָוהְי  חַר ָ֣יַּו 
      芳香の       匂いを        主は そして嗅いだ 
 ֹףִס ֹ֠א־א ֹֽ ל   ו֗בִּל־לֶא  ה ָ֜והְי  רֶמא ֹ֨ יַּו 
私は再び～しない 自分の心に    主は そして言った 
ם ָ֔דָא ָֽה רוּ֣בֲﬠַבּ  ֙הָמָדֲא ָֽה־תֶא דוֹ֤ﬠ ל ֵ֨לַּקְל 
  人      の故に        土地を   再び 呪うことを 
וי ָ֑רֻﬠְנִּמ  ע ַ֖ר  ם ָ֛דָאָה  ב ֵ֧ל  רֶ֣צֵי י ִ֠כּ  
彼の少年期から  悪い   人の 心の 衝動は 何故なら 
 תוֹ֥כַּהְל דוֹ֛ﬠ  ף ִ֥סֹא־א ֹֽ לְו 
撃つことを もう一度 そして私は再び～しない 
       ׃יִתי ִֽשָׂﬠ ר ֶ֥שֲׁא ַֽכּ ּי ַ֖ח־לָכּ־תֶא 
私がした  ～のように  全ての生き物を 
 
さて上記の文中にある節(構文)を型で解説してみよ
う。１行目は構文⑥である。切れ目はセゴールの後。 
セゴ－ル＋ムナフ＋ザルカ＋ムナフ 
 
２行目は構文④-bにテリシャ－・ゲドラ－が続いたも
ので、切れ目はレヴィ－イの後｡ 
テリシャ－・
ゲドラ－＋レヴィ－イ＋ヴェアズラ－＋カドゥマ－ 
 
３行目は構文③-bである。前のテリシャ－・ゲドラ－
から一連と捉える｡ 
ザケ
フカトン＋ムナフ＋パシュタ＋マフパフ＋カドゥマ－ 
 
４行目はテリシャ－・ゲドラ－にムナフが付いて、そ
の後に構文⑤-a が付いて構文②のティプハとエトナ
フタである。 
エトナフタ＋ティプハ＋テ
ヴィ－ル＋ダルガ－＋ムナフ＋テリシャ－・ゲドラ－ 
 
５行目は構文⑤-aにメルハ－である。 
メルハ－ ＋ テヴィ－ル＋メルハ－ 
 
６行目は５行目最後のメルハ－から構文①である。 
ソフ・パス－ク＋メルハ－＋ティプハ 
 
以上が節(構文)としての捉え方の説明である。文末
のソフ・パス－ク以外で一番の区切りは４行目最後の
エトナフタである。つまりエトナフタ迄が前半で、そ
の後からが後半である。 
更に前半を詳細に分割すると、１行目最後のセゴー
ルで区切り、２行目レヴィ－イで区切り、３行目最後
のザケフカトンで区切り、４行目最後のエトナフタで
前半が終了となる。 
１行目で神は芳香の匂いを嗅いだ。２行目最後のレ
ヴィ－イで自分に語った…テリシャ－・ゲドラ－から
３行目最後までのことを再びしないと、最後のムナフ
とザケフカトンの言葉ゆえに。４行目がその理由であ
る。ムナフとダルガ－とテヴィ－ルで理由の元となる
ことを伝えているのである。そして、５行目のメルハ
－とテヴィ－ルで再びしないと言い、６行目の内容を。
となるのである。 
後半もメルハ－＋テヴィ－ルを使って私はもう二度
としないと言っている。前の行のダルガ－＋テヴィ－
ルと同属のメルハ－＋テヴィ－ルが使われていること
にも注目したい。メルハ－から最終行では再びしない
と決意した内容が書かれている。構文⑤のメルハ－＋
テヴィ－ルと構文①が省略されない形で現れている。 
上記に記したとおり、大切な部分では内容に合った
味付けがされているのである｡例えば、ムナフ＋ザルカ
＋ムナフ＋セゴールやカドゥマ－・ヴェアズラ－＋レ
ヴィ－イの目立つ形、テリシャ－・ゲドラ－とカドゥ
マ－＋マフパフ＋パシュタ＋ムナフ＋ザケフカトンの
省略無しの形、テリシャ－・ゲドラ－＋ムナフ＋ダル
ガ－＋テヴィ－ル、メルハ－＋テヴィ－ルによる組み
合わせなどである。特徴の有る音形と音の高い音形な
どが重要な言葉に使われていることに気づいていただ
けただろうか？それぞれの部分の言葉と対応させて読
んで音を感じていただきたい｡ 
このような長文でもタアメ－・ハミクラ－の節(構
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 文)を看破して読めば、比較的すんなり読めると私は確
信している。節(構文)に付いた音の流れを聴いている
と、まるであたかも講談や一人芝居を聞いているかの
ように私には感じられるのである｡あなたにはどのよ
うに聞こえ、どのように感じるだろうか？タアメ－・
ハミクラ－を読んで音の流れを是非とも感じていただ
きたい。 
 
3.5 現時点で私の中でまだ解明できていないもの 
ムナフの使い方もそうだが、今までに挙げていない
組み合わせもいくつか存在する。例えば、カドゥマ－
＋メルハ－＋パシュタ＋ザケフカトン(創世記 第4章
25 節、第 8 章 1 節など)、カドゥマ－＋メルハ－＋ザ
ルカ＋ムナフ＋セゴ－ル(創世記 第 3 章 14 節、第 30
章 16節)、カドゥマ－の無いメルハ－＋ザルカ＋ムナ
フ＋セゴ－ル(創世記 第20章 3節、第22章 5節)とい
う組み合わせである。これらはカドゥマ－＋メルハ－
＋テヴィ－ルとは形が異なっているので、メルハ－の
使い方がより詳しく知ればもう少し解明できるのでは
ないかと思われる。 
また１単語中(ハイフンで繋がった語も 1 単語とし
て考える)に２種の記号組み合わせを持つものも存在
する。ムナフ＋ザケフカトン(創世記に35回程)やカド
ゥマ－＋ザケフカトン(創世記に24回程)などである。
朗唱を聴いてみると通常時より後半が少し遅めになっ
ているようにも感じる。その他にカドゥマ－＋ヴェア
ズラ－、ムナフ＋エトナフタの組み合わせ等も１単語
内に存在することが見受けられる。 
また更に1単語全てにレヴィ－イのような記号がた
くさん付いた単語も存在する。これはきっと何かしら
の意味(解釈上かと思われる)がある言葉だと思われる
のだが、まだ私には理解できていない。このレヴィ－
イに似た記号連記されている語は聖書全体で１５個程
度あると聞いている。例えば、創世記 第18章 9節、
第33章 4節などである。 
 
3.6 高音で特に目立つ記号の組み合わせ 
普通の文章なら①だけや、①及び②の組み合わせだ
けで十分読めるである。それ以外の構文が使われてい
るということはそこに何かしらの変化を付けたいから
だと思う訳である。その一番の極みはタアメ－・ハミ
クラ－・テ－ブルの最後の４つであろう。極めて特徴
的な音形であり、出現箇所も少ない。これらが出現す
ることは本当に稀なことなので今回は置いておくとし
て、それ以外の記号の組み合わせで音高的に特徴的な
タアメ－・ハミクラ－について考えてみる。というこ
とは、タアメ－・ハミクラ－・テ－ブルのイェティ－
ヴまでの記号で考えることになる。 
音高で特に目立つ場合というのは音が特出してくる
ことやずっと低音やずっと高音が続くことだと思うが、
タアメ－・ハミクラ－・テ－ブルの中にずっと低音や
すっと高音となる記号の組み合わせはないので、組み
合わせによってある程度高音が続いたり、急に高くな
る記号の組み合わせを述べることにする。 
まずはその記号一つ単独である程度目立つ記号もあ
る。例えば、アズラ－・ゲレッシュや文頭のエトナフ
タ、ザケフ・ガド－ル、パゼル、テリシャ－・ケタナ
－、テリシャ－・ゲドラ－、ゲルシャイ－ム、イェテ
ィ－ヴであろう。アズラ－・ゲレッシュとエトナフタ
はそれだけで特殊な形なので除いて考える。それ以外
は他の記号と組み合わさると更に目立つ音形になるの
である。 
 
まずはイェティ－ヴであるが、イェティ－ヴは単独
で使われることもあるがイェティ－ヴ＋ムナフ＋ザケ
フカトンの形で使われることが圧倒的に多い記号であ
る。これだけでも上のＤ音１回とＣ音が２回出てくる
ので十分に目立つ。更にイェティ－ヴの前にレヴィ－
イが置かれるとＤ音からＤ音への完全８度上行跳躍が
生まれるのである。Ｄ音への完全８度上行跳躍この組
み合わせ以外にはできないので、低音から高音への急
激な跳躍の中で最も目立つ組み合わせとなる。 
 
ザケフ・ガド－ルは切れ目に出てくる記号である。
出現頻度としてはムナフ＋ザケフカトンの後に出てく
ることが多い。これだけでもＣ音が２回程出てくるの
で十分に目立つ。その後に更にカドゥマ－やパシュタ
が続けば上のＣ音が続けて出てくることになるので余
計に目立つし、ダルガ－＋テヴィ－ルが続けば少し長
めの高いＣ音が２回続くことになるのでとても目立つ。
イェティ－ヴ＋ムナフ＋ザケフカトンが続けば短いと
はいえ最高音のＤ音とＣ音が出てくるのでこれも目立
つことになる。 
 
ゲルシャイ－ムは音高的にはそれほど高くはないの
だが、Ａ音が２度出てくるので前や次に続く記号によ
っては目立つことになる。前に来るのはテリシャ－・
ゲドラ－であるが、組み合わせは多くはないがこれら
だけでは音は高くならない。ゲルシャイ－ムの後にカ
ドゥマ－＋ダルガ－＋テヴィ－ルやダルガ－＋テヴィ
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 －ルが続くととても目立つ組み合わせとなる。 
 
テリシャ－・ケタナ－は最後にＣ音に降りるので次
に上がる音形の記号が続くととても目立つ形が生まれ
る。例えば、カドゥマ－＋ヴェアズラ－やカドゥマ－
＋ダルガ－＋テヴィ－ル、カドゥマ－＋マフパフ＋パ
シュタ＋ムナフ＋ザケフカトンが続くととても目立つ
ことになる。テリシャ－・ケタナ－の後にカドゥマ－
＋ヴェアズラ－が出現することはとても多い。 
 
テリシャ－・ゲドラ－は先ほど述べたゲルシャイ－
ムが続くことがある。またテリシャ－・ゲドラ－の後
にムナフ＋ダルガ－＋テヴィ－ルやカドゥマ－＋ダル
ガ－＋テヴィ－ルが続くことによってかなり目立つ。
またテリシャ－・ゲドラ－の前にパゼルが置かれてか
らのカドゥマ－＋ヴェアズラ－やカドゥマ－＋ダルガ
－＋テヴィ－ル、カドゥマ－＋マフパフ＋パシュタと
なると非常に目立つ組み合わせとなるのである。他に
はカドゥマ－＋マフパフ＋パシュタ＋ムナフ＋ザケフ
カトン＋ザケフガド－ルなどが続く。 
 
これらの組み合わせは幅広い跳躍を伴ったり、高い
Ｄ音やＣ音を１～２回以上導くことになり、高音域で
朗唱する時間や回数が多くなる。またそれらの記号群
は、何かを強く訴えたいときや印象に残るような大事
な場面・大切な言葉などによく出現しており、その辺
りに重要なことが起きていることが多いと感じている。
逆に言えば、これらの記号が組み合わされて多く使わ
れている箇所というのは何かしら印象に残る大事な場
面や大切な言葉及びそのような重要な場面等を伝えて
いる箇所ではないかと考えることができるのではない
か思うのである。このことはヘブライ語聖書の内容理
解と解釈の上でとても関係が深いことだと考える。 
 
3.7 タアメ－・ハミクラ－記号の楽譜化を探求 
タアメ－・ハミクラ－と向き合って３年以上経ち、
朗唱方法(フレ－ズパタ－ン)もだいぶ見えてきて、楽
譜を書こうとしている現在…さてどうのように楽譜に
書いたら一番よいのだろうか｡当然、一般の人でも歌え
るような音の高さも考慮して記譜しないといけないだ
ろう｡ということは調号もなるべく少なくした方がよ
いだろう。調号を付けたとしても１つくらいにしない
と厳しいだろう｡古代の音なので調性など気にしない
で調号を付けないで書く方がいいのかもしれない等な
ど様々考えてしまうのである。また実際に音符を書く
ときにはアクセント位置が拍の頭にくるようにした方
が良いだろう等など｡どのように書けば判りやすく正
しく聞こえるかを本当に思い悩んでいた｡ 
というのも、現在手元にある楽譜類は全て音高も拍
子もバラバラなのである。リズムもだいぶ異なってい
る箇所もある。あるものは２拍子で書かれていたり、
３つの音の塊であったり、４つの音の塊だったりする。
だから記号毎に違う拍子になっているものも多く見ら
る｡またそれらを探し集めたところも違うし、書き手も
違うのだから書き方がバラバラなのは当然と言えば当
然ではあるが…。口伝で伝承されてきたものを楽譜と
して書くということは大変なことなのである。しかし、
何か共通するル－ルや術がないものだろうかとずっと
考えた｡古代の歌い方や記譜法なのだけれども何かし
らのル－ルのようなものがあるのではないかと思った
のである｡テキストを見て何度も歌い、反芻して唱えて
みたりした｡音源も何回も聴いてみた｡ 
何度もタアメ－・ハミクラ－をつなげて歌っている
と…これは同じリズム感にはめることはできないか？
同じ拍子で統一できないか？いずれかの拍子でまとめ
られないだろうかと感じるようになった。規則性と言
えばテンポか拍子感であろうから、この場合は拍子感
ということになる｡歌いやすくて覚えやすいのはどれ
だろうと考えた｡勿論、小節線を付けないということも
大いにあり得る。そうすべきなのかもしれないが…。 
タアメ－・ハミクラ－を歌った音源を聴いたり、楽
譜をよく見ると３連符や４連符、５連符なども見受け
られる。シャルシェレットやカルネ－・パラ－にいた
っては４連符と３連符が交互に歌われるかのように聞
こえる。４連符と３連符なら４分の２拍子なら３連符
だけで解消できる。８分の６拍子だと４連符が必要に
なってくるが、さすがに８分の６拍子の中に４連符と
いうのは見慣れていないし少し厳しい感じもするので
見やすさから考えると４分の２拍子の方が良いのだろ
うと思う。 
しかし、３つの音の塊が続くこともあるし、４つの
音の塊が続くこともある。とはいえ４拍子系の４分の
４拍子や８分の１２拍子などにするのはかなり無理が
あるようにも感じた。また、この記号群は切れないの
でここまではつなげて歌うべきだろうなども考えると
何拍子にしたらいいのか迷った。そして迷う度に古代
のものには拍子を付けてはいけないのかなとも感じた
りした。 
しかし、ものは試しで無理矢理にいくつかの拍子の
中にタアメ－・ハミクラ－の音を当てはめて歌ってみ
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 たりした｡アクセント位置を考慮すると語群の中でも
拍子を変えた方が分かりやすいと思われる記号群も見
受けられた。４つの音の塊だけで進める音形と、３つ
の音の塊で進む音形があるのである。そして、先ほど
も触れたが４つの音の塊と３つの音の塊が交互に出て
くる場合もある。そうすると拍子の可能性としては、
４分の２拍子か８分の６拍子で統一できれば一番だが
果たしてそうして良いものか迷ってしまった。 
また記号が相当量あるので音の量もそれなりにある。
当然、息継ぎ無しで歌いきることは不可能である。歌
うとすれば塊になっている語群で歌うことになるので
ある。そんな中、繰り返し歌うことを続けていた私の
中で朧気ながらある形が見えつつあった。 
 
タアメ－・ハミクラ－のテ－ブルはそれぞれの型と
いうか節(構文)を記号で示し、朗唱するためのメロデ
ィ－を覚えるための手助けとなる｡一部分だけ読むの
ではなく、全体を覚える必要がある｡すなわち、歌い出
したら最後まで歌いきることで全体の流れが見えるの
である。そうであるなら楽譜も一つの節の区切りで分
けることなく最後まで一貫して歌われるものでならな
いのではないかと考えた｡その考えの上で楽譜を書く
ならば、楽譜は拍子や速さが変わらないことや見やす
さが大切なのではないかと考えた｡後の楽譜はこの考
え方に基づいて作成してあることをここに記しておく｡
音源と多少違っている部分もあるかもしれないが、ア
クセント位置の言葉が拍頭にくるように一定の流れで
記してみた｡私の記した楽譜でも十分に理解できるも
のと判断し記した次第である。 
 
タアメ－・ハミクラ－のテ－ブルに書かれている記
号をカタカタだけにしてみた｡次の通りである。アクセ
ント位置は字体を変え強調文字にしてある。更に、「、」
で区切られているのが一塊で歌われるものである。 
 
「カドゥマ－・ムナフ・ザルカ・ムナフ・セゴ－ル」、
「ムナフ・ムナフ・レヴィイ－イ」、「マフパフ・パシ
ュタ・ムナフ・ザケフカトン」、「ザケフガド－ル」、「メ
ルハ－・ティプハ・ムナフ・エトナフタ 」、「パゼル」、
「テリシャ－・ケタナ－」、「テリシャ－・ゲドラ－」、
「カドゥマ－・ヴェアズラ－」、「アズラ－・ゲレッシ
ュ」、「ゲルシャイ－ム」、「ダルガ－・テヴィ－ル」、「イ
ェティ－ヴ」、「メルハ－・ティプハ・メルハ－・ソフ・
パス－ク」、「シャルシェレット」、「カルネ－・パラ－」、
「メルハ－・ケフラ－」、「イエラハ・ベン・ヨモ」。 
 
最後の方の記号で民数記第３５章５節に１回ずつだ
け出てくるイエラフ・ベン・ヨモとカルネ－・パラ－
はその箇所に連続して出てくるので、シャルシェレッ
トのあとに先ずメルハ－・ケフラ－を入れて、そのあ
とにイエラフ・ベン・ヨモとカルネ－・パラ－を書く
方が歌う回数や順番などから考えても理にかなってい
るのかもしれない。楽譜では入れ替えて記してあるの
で確認していただきたい｡ 
 
4 タアメ－・ハミクラ－・テ－ブル及び楽譜 
4.1 タアメ－・ハミクラ－・テ－ブルと一覧表 
この論文を執筆することになってからＭＳワ－ドで
ヘブライ語を書けないかいろいろ調べてみたがなかな
か見つけることができなかった｡「ヘブライ語対訳で聖
書を読む会Ⅰ」に参加しているときに谷内先生に尋ね
てみた｡谷内先生はヘブライ語ワ－プロソフト「ダフカ
ライタ－」というソフトをご使用らしくワ－ドでのヘ
ブライ語入力についてはご存じなかった｡私もその「ダ
フカライタ－」を購入したい旨を伝えたが、最近その
出版元と連絡を取っていないので入荷がいつになるか
解らないとのことだった｡ 
同会の休憩中にWindowsでヘブライ語入力の方法に
ついて探している話をしていると同席の会員様から
Windows のＭＳワ－ドでヘブライ語の入力が可能であ
ること聞いた｡話を聞いていると母音表記(ニクダ－)
も入力ができるという｡表示及び入力方法を教えてい
ただき、早速自宅で試してみた｡ヘブライ語は入力がで
きたが、何故か母音表記等が入力できなかった｡ 
次の会の時にもう一度方法を尋ねてみたら、なんと
右のAltキ－を押しながらでないと母音記号は入力で
きないということらしい｡自宅のＰＣキ－ボ－ドには
右の Alt キ－が無かったので自宅ではできなかった｡
職場のＰＣキ－ボ－ドを見てみると右のAltキ－があ
ったので試してみると入力することができた。更にタ
アメ－・ハミクラ－記号も入力することもできた。 
しかし、残念なことに母音記号やタアメ－・ハミク
ラ－記号だけを色分けしたりする機能がなかったので
ある。つまり、ＭＳワ－ドではヘブライ語アルファベ
ットと母音記号等(タアメ－・ハミクラ－記号も含む)
は一つの文字として認識しているため色分けすること
ができないということらしい｡残念無念である。という
のも、私はタアメ－・ハミクラ－・テ－ブルや分離符・
結合符一覧表で母音記号やタアメ－・ハミクラ－記号
－ 89 －
 のその部分だけを浮き上がらせて表示させたかったの
である｡そうすることでこの記号のことを指している
ということが視覚的にすぐに解るからである。 
この事実が判明したため、再度谷内先生に「ダフカ
ライタ－」購入のお願いをする話をした｡論文でタアメ
－・ハミクラ－の研究をしていてタアメ－・ハミクラ
－記号等を色分け表示したいのだと伝えた｡すると谷
内先生は、以前に私が「ヘブライ語対訳で聖書を読む
会」の中でタアメ－・ハミクラ－について説明をした
時に谷内先生が用意してくださった資料とほぼ同じで
はないですかと言われた｡言われてみればその通りな
のである。そこでその資料のこの記号部分を色分けし、
いくつかの部分を修正していただけないかというお願
いをした｡谷内先生は私のお願いを快諾してくださっ
た｡そして、私の我が儘を聞いてくださった｡何度も何
度も修正を繰り返してくださったのである。ここに掲
載したヘブライ語によるタアメ－・ハミクラ－・テ－
ブルと分離符・結合符の一覧表は私が谷内先生にお願
いして再作成していただいたものなのである。本当に
ありがたいことでいくら感謝しても足りないくらいで
ある。 
また今回の印刷が白黒表示だと判って記号の色分け
を赤と黒から黒と灰色に再変更していただいた｡文字
列の上下左右に黒く書かれているのがタアメ－・ハミ
クラ－記号で、灰色で表示されているのが母音記号で
ある。一覧表とともに見比べて確認していただきたい。 
 
4.2 タアメ－・ハミクラ－・テ－ブルの通唱楽譜 
楽譜は、ト－ラ－のタアメ－・ハミクラ－・テ－ブ
ル記号を音符に直したものでアシュケナズィ－と呼ば
れる中央ヨ－ロッパ方式による歌い方を楽譜化したも
のである。歌い始めから歌い終わりまで私なりに同じ
拍子で統一して書いたもので、ヘブライ語のアクセン
トが拍頭にくるように現代風に設定して書いている｡
是非、最後のフェルマ－タ記号まで続けて歌っていた
だきたい。この歌い方を覚えればモ－セ五書を朗唱で
きることになるはずなのである｡この音形を原文に乗
せて歌えばほぼ８割以上の精度で朗唱が可能であろう。
残りの２割弱はといえば特殊な言葉や箇所、アクセン
ト等の変化で生まれる違いであろうと考えられる｡ 
音の高さ(音域)も一般の人がそれほど苦しくなく歌
える高さまでで書いたつもりである。音部記号はト音
記号｡音域はピアノの中央ハ音(ト音記号の下第一線の
Ｃ音)からオクタ－ヴ上のニ音(ト音記号第４線のＤ
音)までとした｡ 
また基本的な音を普通の音符で書き、装飾的な音は
装飾音で記したつもりである｡装飾音有りで歌っても
装飾音無しで歌ってもどちらでも良いと思う｡また記
号の組み合わせによって多少音形が変わることがある
のでいくつか記しておいた(ムナフやエトナフタ等)｡ 
勿論これが決定版であるはずはなく、国や地域・地
方によっては少し違う旋律で歌われていることもある
のでこれは歌い方の一つの方法であると思っていただ
きたい。 
 
5 まとめ 
5.1 タアメ－・ハミクラ－を知ってから 
私はキリスト教徒ではないし、教会等で聖書につい
て語るためにこの学びをしている訳でもない。ただ聖
書を読み始めたときに訳の違いがあり、原文はどのよ
うに書いてあるのかが知りたかったのである。原文の
ヘブライ語を読んでいると文字列の上下左右に不思議
な記号が付いていることに気づき、それがタアメ－・
ハミクラ－記号だと知った｡その記号は朗唱の味付け
であり、文節の区切りやアクセント位置、歌うための
記号であると教えていただいた｡私の専門は声楽なの
で、なんと言っても歌うための記号であるということ
がとても気なったのは言うまでもない｡ 
ヘブライ語聖書を読み始めて１年目にその読み方を
知り、２年目後半にA先生より朗唱の仕方を教えてい
ただく機会を得て、どのように歌うのかを口伝で体感
した｡しかし、朗唱の集中講義を受講してもなかなか思
うように理解できなかったのである｡体感したものを
理解するために何か仕組みのようなものがあるのだろ
うと必死にもがき探し求めているときに谷内先生から
楽譜の断片の集合体を教えていただいた｡更に聖書朗
読に参考になるウェブサイトも知ることができた。そ
のウェブサイトで見つけた楽譜と谷内先生からいただ
いた楽譜、A 先生から口伝で教えていただいた音形を
合わせてみると次第に形が見えてくるようになったの
である。なんと言っても楽譜の情報量はとても多いと
いうことが今更ながらよく分かった｡それにコ－レン
の聖書の巻末付録の楽譜を見たことで更にその輪郭が
より濃く見えてきたのも事実である。また同じ組み合
わせでも音形に若干の違いがあることも確認すること
ができた｡ 
 
5.2 タアメ－・ハミクラ－の楽譜 
楽譜についてはいろいろ考えた結果、全ての節(構
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 文)を繋げて一連の通唱として書いてみた。初めから最
後のフェルマータ記号(イタリア語でコロ－ナ記号)ま
で続けて歌っていただき、節(構文)の形を覚えていた
だきたい。結局のところ、それらの節(構文)の集合体
がこのタアメ－・ハミクラ－・テ－ブルなのであるか
ら。記号とメロディ－が一致すれば、その記号の部分
の言葉にその記号のメロディ－を付ければ良いのであ
る。それが味付けなのである。 
今回、ヘブライ語聖書に接していてその文章をしば
らく見ているとその中にある一定の法則性があるよう
に見えてきたことがあった。この記号の後にはあの記
号がよく続くなあと。勿論、その逆のこの記号の後に
はあの記号は続かないなあとも｡分離符と結合符の一
覧表を見ながらそんなことを繰り返し考えているうち
に少しずつ記号同士の接続の流れが見えてきたのであ
る｡それらの組み合わせの基本の流れについて現段階
で判ってきたものについて述べてきたつもりである。 
記号同士の接続の流れが少し見えてきた時にふと思
った｡これを作った人達はなんと凄いことをしていた
のかと｡それも今から３０世紀以上も前にヘブライ語
原文が作られ、同時期かその後にタアメ－・ハミクラ
－が付けられたとしても今の楽譜のできる数世紀から
１０世紀以上も前に既にこのタアメ－・ハミクラ－記
号を使用して朗唱していたのであろうことを考えると
正に驚愕なのである。古代の人達の聖なる絆を次世代
へ伝承する手段だったのかもしれないが、見れば見る
ほど本当によくできているのである｡素晴らしい限り
である。そんなに素晴らしく神聖なものを研究するこ
とができている今の自分と、その自分を取り巻く全て
の環境に感謝すべきなのだと強く感じた次第である｡ 
今後もタアメ－・ハミクラ－の研究を続け、次のス
テップへ進んでいこうと思っている。 
今回のタアメ－・ハミクラ－の研究が聖書ヘブライ
語の解釈理解を更に深め、またト－ラ－を朗唱するた
めの参考としていただけるのなら幸甚である｡ 
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要約 
今年度は本校SSH研究指定校第4期の二年目である。研究開発課題は「国際社会に貢献する科学者・技術者
の育成をめざした探求型学習システムの構築と教材開発」となっており、その研究の柱の一つが「国際社会に
貢献する科学者・技術者の育成をめざした探求型学習の教材開発と実践」である。 
SSH 第 3 期以来、本校生徒による日本国内外における研修や、英語での研究発表の機会が増えている。今年
度も、台中高級第一中学校研究交流（台湾）、釜山国際高校訪問（韓国）、他校SSHプログラムによる海外派遣
（アメリカ・タイ等）の各プログラムが実施されている。 
このため英語科では、海外の文化を広く受け入れ、国際社会に向かって発信する能力の育成を目指す教育活
動を継続するとともに、普段の授業を通じて生徒が主体的に学ぶ学習環境作りを探求している。 
さらに、外部講師によるワークショップ、講演会を実施するとともに、イングリッシュルームを活用して、
生徒の発信力の向上に努めている。 
 
 
1. はじめに 
1.1 英語科の授業構成 
本校英語科では、中高６ヵ年一貫教育の指導課程と
して、生徒の発達段階に応じ、６年間を基礎期［中１・
中２］・実践期［中３、高１］・発展期［高２・高３］
という３段階に分けて位置づけ、それぞれの特徴に応
じた指導を行っている。 
各学年の授業は以下のとおりである： 
中学 「英語」４時間（LL・TT 各１時間を含む） 
高１ 「コミュニケーション英語 I」３時間＋ 
「英語表現 I」２時間 （TT1＋LL1） 
高２ 「コミュニケーション英語 II」４時間 
（TT １時間を含む） 
高３ 「コミュニケーション英語 III」３時間（選択） 
  「英語表現 II」２時間（選択） 
 
本校英語科ではどの学年、科目においても「英語は
英語で教える」ことやコミュニケーション活動を重視
した教育を共通理解として指導にあたっている。 
 
1.2 英語科の取り組みの指標 
本校の教育目標は 「『自由闊達の校風のもと、挑戦
し、創造し、貢献する生き方をめざす』の理念にもと
づき、生徒自らが学ぶ態度の涵養に努め、将来を担う
社会のトップリーダーとして活躍できる能力と意欲を
身に付けさせる」ことである。また、SSH 研究開発課
題として「国際社会に貢献する科学者・技術者の育成」
が標榜されている。そのため、英語科では発信力・プ
レゼンテーション能力の涵養を念頭においた教育活動
を行っている。 
本論では、今年度の英語科の取り組み、および国際
交流の実践について述べる。 
 
2. 各学年における取り組み 
2.1  中学 1 年生（72期） 担当：多尾奈央子 
2.1.1  はじめに (基礎期のスタート) 
小学校での英語教育は外国文化や外国語に対する興
味醸成に成果を出しながらも、いまだ様々な問題を抱
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 えており、今年度の指導でもその問題を実感している
が、それぞれの学校での取り組みが定着してきたこと
は窺える。中学１年生を担当する際、毎回授業初回に
小学校までの外国語学習に関わるアンケート調査を行
っているが、過去の回答を比較しても活動の内容や週
当たりの活動時間の幅は大きくも、少なくない生徒が、
早くは小学校１年次から何らかの外国語活動を経験し
ており、言われていることは何となくわかるという報
告が増えている。そのためか、外国人教師との授業で
の会話やペア活動、さらには発表活動等に抵抗感がな
く、積極的に外国語を使う態度は養われてきているこ
とは感じる。その反面、その場の状況やジェスチャー
など文字を介さずにある程度の活動内容が感覚的に理
解できることから、指示を聞き流したり、聞こえた単
語からかいつまんで指示内容を自分なりに解釈する
（必ずしも正しくはない）「癖」が身についてしまって
いることも強く実感している。 
外国語（英語）を教科科目として「学習する」とい
う心構えと姿勢を身に着けさせることが、中１での重
要な指導項目であると考え、その点を重視して指導計
画を練った。 
1 年間の授業を始めるにあたって生徒には、中１で
の到達目標として、以下５点を示した。 
1) 英語らしい音声を身につける。 
2) 積極的にコミュニケーションを図る人になる。 
3) 100語でまとまりのある英文を書くことができる。 
4) 100語のまとまりのある発表をすることができる。 
5) 英語の論理を理解し、正しく運用できる。 
 
2.1.2  授業の概要 
2.1.2.1  授業の構成 
英語の授業は週４時間あり、そのうち 2 時間を教科
書中心の授業（＝英語の基本的な構造から「型」や論
理、および最終的には内容を産出するに必要な語彙を
学ぶ時間）、１時間を LL での授業（＝聴解力を養う時
間）、１時間を外国人教師との TT 授業（＝他の３時間
で学んだことを実際に運用しながら、英語でコミュニ
ケーションする力を育成する時間）と位置付け、指導
を行っている。 
いずれの授業でも、小学校外国語活動で身に着けた
外国語に対する好意的関心を学習の中で失わないよう
に、生徒にとって身近な語彙や場面設定および文章の
型で繰り返し、たくさんの発話練習をすることでコミ
ュニケーションに不可欠な「語彙」と「型（語順）」を
身につけられるように教材作成・授業展開に留意した。
2.1.2.2  教材 
・２時間の授業 
三省堂 New Crown English Series 1 
mpi『Active Phonics』 
数研出版『5-STAGE 英文法完成 BOOK 1』 
自主教材（プリント） 
・LL 授業 
Oxford University Press：Listen First 
・TT 授業 
正進社『Talk and Talk』 
Heyer, S. (2005) All New Very Easy True 
Stories. 
  NY: Pearson Japan 
Heyer, S. (1998) Very Easy True Stories. 
  NY: Pearson Japan 
自主教材（プリント） 
 その他、NHK 語学番組の『基礎英語 1』聴取の継
続を推奨している。 
 長期休業中は課題として reader 書籍を与え、昨夏
は Oxford University Press の Let’s Go to the 
Rainforest を課した。全体を通読させ、その内容理解
について確認する授業回を設けるとともに、自分で選
択した好きなページを暗唱し披露しあう暗唱発表会を
２学期当初の授業で行った。 
 日々の授業では、実際に検定教科書を開くことはせ
ず、教科書題材や内容を踏まえた自作のプリントを作
成している。というのも、教科書を開いても、架空の
学校で登場人物が自己紹介をしたり、好きなものを紹
介したり、this や that の導入では自分たちとの関わり
を持ちづらい材料となっている場合が多いので、現実
でどのように表現を使用するのか、学んだものを運用
までつなげにくいからである。よって、教科書の文法
や語彙は踏襲しながらも、生徒たちの身の回り、実際
の生活に即した場面や英語を使うよう努めた。 
 
2.1.2.3  教科書中心の授業と TT 
４月～５月中旬は、フォニックスを利用して綴りと
音の関係の確認や慣用句的な英語の表現などを中心に、
小学校英語からの円滑な橋渡しを意識した授業を行っ
た。 
 ６月以降は教科書の題材を基に、be 動詞・一般動
詞・疑問詞を使った疑問文・because/when などの接
続詞・現在進行形・過去形・過去進行形を順次取り上
げ、知識ではなく道具としてこれらの文法事項を活用
できるようになることを図った。 
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  教科書ベースの授業では以下のような授業構成が基
本である。 
1) small talk でウォーミングアップ 
2) その日に取り上げる文法事項を使った本文の確認 
3) その日に取り上げる文法事項を使った活動 
4) 学習事項について「書く」「話す」発展活動 
 TT 授業では、該当する文章の型の状況に遭遇した
時に発話できるよう既習の文法項目を反復練習し、応
用して自分自身のことについて述べる発表活動を行っ
た。人前で発表することに慣れ、聴衆に伝わるような
発表能力を積み上げるために、毎回全員（を目指す）
が発話できる場を設けた。評価は都度行い、フィード
バックをするが、生徒による相互評価も織り込み、互
いにencourageさせることからプレゼンの成否は話し
手だけでなく、聞き手の姿勢も大事であることを理解
させるべく努めた。グループ活動で生徒たちが相互評
価する様子を観察していると、教師の評価よりも生徒
たち自身が評価し合う基準の方が厳しいことがわかっ
た。また、指摘されたことをなんとか正そうと素直に
応じる様子から、生徒たちの相互評価による学び合い
は非常に効果的である。このことを特に強く実感した
授業を例として一つ挙げる。以下は外国人講師との打
ち合わせのほか、授業で生徒へ活動内容と手順を説明
したものである。英語での説明を聞く量は中１対象と
しては多いが、説明しながらデモンストレーションを
行ったためにスムーズに理解できていた。 
Activity Type: Speaking activity, group work 
Language Focus: Past simple affirmative sentences 
Aim: To make past simple affirmative sentences 
using time expressions and verbs. 
Procedure: 
1. Split the class into groups of four or five. 
2. Give each groups a set of time expression 
cards(24 cards) and verb cards(24 cards). Have the 
students shuffle the two sets separately. 
4. Students put the time expression cards face down 
in a pile on the desk and deal out the verb cards 
equally.  Each player should have six verb cards. 
5. Students take it in turns to turn over a time 
expression card from the pile and then make a true 
past simple affirmative sentence using one of the 
verbs on their cards and the time expression. 
6. If the speaker constructs a believable past simple 
affirmative sentence, which is agreed on by the 
other students in the group to be true, the speaker 
may discard the verb card.  If the other students 
think the sentence can’t be true, is grammatically 
incorrect, or the wrong verb form is used, they 
challenge the player, and he has to keep the verb 
card. 
7. The goal of this activity is to be the first speaker 
to get rid of all his verb cards. 
 この活動は、英文を作成するのに手持ちの６つの動
詞から選択できることで自由度があるとともに自分自
身に関わることを発話する機会が増えることにある。
きちんと意味のある文章を発話しなければならないこ
とから意味や用法に意識が向くことはもちろん活動目
的の一つであったが、生徒たちはおのずと正しく、か
つ聞き手の気持ちを掴むような英文にしたいというモ
チベーション向上にもつながったようだ。グループに
よっては独自のルールを設け、グループで難易度を調
整しており、本校生徒の特性がよく表れた活動となっ
た。 
 個別の発話活動以外の全体発表の際の指導ポイント
は、Speak slowly, loudly and clearly. および Eye 
Contact とし、これは活動如何によらず、すべてに一
貫させた。その他、適宜posture, gestureや visual aids
の効果的な使い方、またはその逆もフィードバックを
与える際に指導した。 
 
2.1.2.4  LL 教室での授業     
 中学１年生の授業科目「英語」の週４時間のうち、
１時間を視聴覚機器が常設されている LL 教室で行っ
ている。この教室は、各生徒卓にそれぞれヘッドフォ
ンがつき、USB 挿入口のついた生徒操作パネルで活動
によっては生徒個別のペースで聞き返したり、課題を
録音して提出、自分の発話録音を聞いて練習を繰り返
したりと、全体・個別での活動が様々展開できる可能
性を持っている。ここでの授業の利点として、教師側
のＰＣから授業で使用した音声を生徒卓へ送信したり、
ペアやグループを組んだり、スクリプトや解答、さら
には関連する情報（web ページや映像）まで、生徒モ
ニターに瞬時に提示できることが挙げられる。教科書
は ESL 入門期用の Listen First（Oxford University 
Press）を使用し、自然な英語の音声を認識し、その
内容を理解すること、聞いたことを文字として正しく
書ける（表記できる）ことを中心とした授業を行って
いる。 
 小学校での外国語活動から英語の音声には随分と慣
れてはいるものの、聞こえた語から発話内容をかいつ
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 まんで理解する癖がついており、正確にはどのような
語が、どのようなルールで使用されているかの理解に
は不安が強く残る。また、綴りについては聞こえた音
そのままをローマ字表記にしてしまうことが多い。聞
いた英語を正確に理解し、自分で書き起こし、弱音や
脱落する音については学習した文法知識等で補完して
正しく output することができることを目標とした。 
 使用教科書には、簡潔な英語での指示文と聞き取り
の中心となる語彙が英語で表記されるほかはイラスト
のみが示されている。 音声は英語の自然な速度や口語
表現が入門期学習者用に過度にコントロールされずに
用いられていることから、聞いて学習したことを使っ
て自分でも発話・応答できるように指導しようと努め
た。 
授業の流れは以下の通り。 
① 前時の復習（異なるイラストや設問、口頭で） 
② 新出語、表現の導入 
③ 聴解問題やディクテーション 
④ 発話練習 
上記④では、LL 教室のシステムを利用して、生徒
一人を選びモデルとして教室スピーカーを通して聞か
せたり、ランダムにペアを組み、顔が見えない状況の
中、音声だけで意思疎通を図るタスクを課したりする
ことから、明瞭に発話すること、話し手に傾聴するこ
との大切さを理解させたいという意図がある。設備の
不調で２学期はあまり実施できなかったが、過去の実
践からはコミュニケーションを断絶させずに維持する
ためには、間違いを恐れず、伝えるべき内容を既習の
言葉を駆使してまずは発話することが大事であること
を生徒たちは体感していたので、今後話すことへと活
動を展開していきたいと考えている。 
 
2.1.3  評価 
 評価材料の主なものは以下の通りである。 
①期末考査 
②小テスト 
③課題（復習のための問題集と自作プリント） 
④発話・発表活動 
 このうち、④では学期末のパフォーマンステストを
行うこともあるが、その土台作りとしても毎回の授業
で一人でも多くの生徒が少しでも多くの機会で発話し
たり、全体へ向けて発表できる場を設定することに努
めた。その場面設定や、英語が得意な生徒も不得手な
生徒も同様に取り組み、一定の成果を実感できるレベ
ルの英文を用意するのが最も難しいところである。 
生徒自身が各自自分のできている点ともっと力を入
れたほうがよい点について客観的に把握しづらいこと
から、いかなる学習活動でも机間指導しながら、都度
個別に評価する方法の工夫に努めた。個人カードの作
成はそのためのものである。 
個別の学習内容について、時間的にも授業時間を多
く割かずに確認および評価、助言などの段取りを案出
し実行することは難しいものだが、生徒の学習状況を
把握し、学習行動を迅速に改善させ、モチベーション
を高めるにもよい方法である。一定の型を継続して授
業を行うことで、生徒自身もいつ、何を評価されるの
かを把握することができ、授業や課題への取り組みは
より積極的になっているとうかがえる。 
 
2.2  中学２年生（71期） 担当：阪田卓洋 
2.2.1  はじめに（基礎期） 
 筆者は昨年度からこの学年を担当しているが，２年
目を迎えるにあたり，次の３点を意識している。 
1. 今まで以上に「生の英語」を与える。 
2. 生徒が作ったものを教材にする。 
3. 生徒が授業を作る。 
1 に関しては，英語の既習文法項目が増えるごとに，
教科書の中だけではなく，実際に使われている英語を
理解することが可能になる。また，Graded Readers
などの自然な英語で書かれた英文を多量に読むことも
可能になる。授業では多くの自然な英語の input を与
えることを意識している。 
2 は今年度の新しい試みである。教員としては教材
を作ることは楽しいことであるが，同時に，多くのこ
とを勉強する機会でもある。ということは，生徒が教
材を作れば，必然的に勉強することになるのでは，と
思った次第である。 
3 に関しては，教員が英語を話し続けるのではなく，
生徒が全員の前で英語を話している時間，あるいはペ
アで英語を使っている時間を増やす，という意味であ
る。１時間の中で少なくとも１人は全員の前で英語を
話す，という時間を作っている。 
これらの点を踏まえながら授業実践を以下に報告す
る。 
 
2.2.2  授業について 
 英語の週配当時間４時間は３つの要素から構成さ
れるが、筆者の担当は「教科書を中心に英語の基本的
な仕組みを学ぶ時間」２時間と「ALT とともに実際に
英語を使ってみる時間」の１時間である。最後の「LL
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 教室で聴解能力の訓練をする時間」１時間に関しては
担当の高橋深美教諭に詳述してもらう。ここでは筆者
が担当している授業の概要を述べる。 
 
2.2.2.1  授業の種類 
先述したように筆者が担当する３時間のうち，２時
間は筆者単独の授業で１時間が ALT との TT である。
昨年度まではこれらの時間を区別することなく，一貫
性を持って進めていたが，今年度は筆者単独の授業で
リーディングを主に扱い，TT で口頭による発話練習
を主に取り入れることにした。 
 
2.2.2.2  授業の進め方 
2.2.2.2.1  1学期 
１学期の最初は教科書 New Crown 2 を使用し，
Lesson 4 で There is/are ~.と動名詞を，Lesson 6 で
to 不定詞を扱った。大まかな流れは以下の通り。 
1. 新出語彙の確認 
2. 本文の音読 
3. 簡単な解説 
4. Read & Look up，穴埋め音読 
筆者は教科書を，重要な文法項目を含む英文を頭の中
に叩き込むための教材として位置付けている。例えば，
不定詞などは３用法を短い英文で端的に示しているも
のが教科書以外には見つけづらい。ストーリー性を持
った英文で，短く，重要な文法項目が無駄なく盛り込
まれている，という点で教科書は暗唱するに値すると
思っている。 
 １学期の後半は，多読の目的で Sherlock Holmes 
and the Duke’s Son (Oxford University Press) を使
用した。原題は The Adventure of the Priory School 
だが，この Graded Readers ではこの物語のオチの要
素を生かして題名を変えている。シャーロックホーム
ズのシリーズは，事件の謎を解きながら読み進めてい
く感覚がとても楽しく，知的好奇心旺盛な本校の生徒
にはこの上ない教材だと思う。授業の進め方は以下の
通り。 
1. Oral Review (with interactions) 
2. (Brief) Oral Introduction  
3. Silent Reading  
4. Check Student’s Understanding  
(T & F, English Questions) 
5. Grammar Explanation 
6. Reading Aloud (important sentences) 
多量の英文を頭から読みこなしていくことを狙いとし
たため，１時間で 600-800 語近くの英文を読んでもら
った。全文完璧に分かる必要は無く，物語を理解でき
ていればよいとした。それでも内容理解が厳しい生徒
は出てくるため，毎時間の冒頭に Oral Review で人物
相関図，事件が起きた場所の地図を利用して何度も復
習をした。またイギリスで制作されたドラマ（ジェレ
ミー・ブレット主演，1985-1986）を２回に分けて視
聴し，舞台となったイギリスの countryside, moor の
イメージを掴んでもらった。こういった復習や視聴覚
教材のおかげで，6000 語近い英文だったが，１か月か
けて楽しみながら読み進めることができたと思う。生
徒達からはシャーロックホームズの他の作品も読んで
みたい，という声もあった。残念ながら Graded 
Readers の易しいレベルで扱われているのは，この作
品と Sherlock Holmes: The Blue Diamond (Oxford 
University Press)であり，他の作品はレベルが高くな
ってしまう。今後の学習状況を見て，また違う作品を
扱いたい。 
英文の中で既習文法に関しては，適宜指摘し，プリ
ントに抜き出し，解説をした。本当は音読，暗唱まで
したかったが残念ながら授業時間が足りず，そこまで
到達できなかった。これが２学期への反省となる。 
 
2.2.2.2.2  パフォーマンステスト 
 先述したシャーロックホームズの一場面を演じても
らう課題を出した。グループで演者を決め，指定され
た時間内に動画を撮影し，Google Classroom (ネット
上に作成したクラス) に動画を提出してもらった。テ
スト期間後の特別時間割で，全員で視聴し，主演男優
賞，作品賞を投票で決めた。 
 
2.2.2.3  2学期 
2.2.2.3.1  授業内容 
 夏休みの課題として  The Adventures of Tom 
Sawyer (Macmillan) を出した。児童文学として有名
な作品であるが，知識として知っているだけで全部を
読んだことがある生徒は少ない。また，冒険物語とし
て子供たちの好奇心をくすぐる内容であり，挿絵がふ
んだんにあるため，自力でも読みやすく，後の授業で
Story Retelling まで持っていくことが容易である。
Oxford からも易しいレベルで同じ作品の Graded 
Readers が出ているが，Macmillan と比べると，スト
ーリーが羅列されている感覚が強く，一読したときの
面白さは Macmillan の方が勝っていると感じている。 
 １学期の反省を生かし，夏休みに多量の input を与
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 え，授業ではその中の一部を徹底的に頭の中に叩き込
む intake の時間を確保し，Picture Description，Story 
Retelling まで持っていくことを目標とした。また，創
造力，表現力の伸長を目指し，同じ絵に違う
description を与え，その絵に違う世界観を与えること
を追加課題として課した。その集大成が，公開授業で
扱った「英語で大喜利」だった。 
 授業の進め方は以下の通りである。 
1. Oral Review 
2. New Words 
3. Fill in the Blanks (Summary) 
4. Reading Aloud 
5. Grammar Explanation 
6. Grammar Practice / Picture Description / Story 
Retelling 
最初にオーラルで前時の復習をしてから，本時の内容
に入る。と言っても，夏休みにすでに読んでいるため，
要約を完成させる課題を出す。本文と要約を同時に読
みながら穴埋めをするため，この時間に 200 語近くの
英文に目を通すことになる。その後は，既習文法の説
明と演習をする場合もあれば，先述したように，絵を
見て物語を再生する活動を行う場合もある。この区別
はストーリーとしての面白さで決める。面白い場面で
あれば retelling の課題を出すし，あまり面白い場面で
ない箇所は文法事項の説明をして，重要英文の音読・
暗唱をする。 
 宿題としてPicture Descriptionのwriting課題を出
し，元のストーリー通りに書いても良いし，オリジナ
ルストーリーを作って提出しても良いことにした。多
くの生徒が面白いストーリーを作ってくれたため，そ
れを一覧にして後日配布した。 
 
2.2.2.3.2  パフォーマンステスト 
１学期と２学期で長い物語を２本読んだた
め，”What is the best [movie] book to you?” という題
でスピーチをしてもらう予定。２分程度で内容を簡単
に説明した後に，その作品の魅力を語ってもらう。 
 
2.2.3  その他、授業外 
2.2.3.1  期末テスト 
 期末テストはライティング能力を高める絶好の機会
であるため，生徒たちに事前に詳細なテスト範囲を配
布し，しっかりと英文を書いてくるよう指示した。B4
の裏表の解答用紙で，基本的に英文を書かせる問題だ
けにした。記号や単語で答える問題は全体の１割程度
である。これにはかなり苦戦しているようであるが，
筆者はもちろんこの波及効果を期待しているのであり，
「たくさん書かされるから試験前にたくさん書いて練
習しておかないと」という意識付けができれば良いと
考えている。 
 試験採点の結果，成績の芳しくない生徒には別途補
習をしている。 
 
2.2.3.2  副教材 
文法学習用の自習用教材としては『5-Stage 英文法
完成 BOOK2』(Chart Institute)を使用している。文
法問題だけではなく，CD 付きで dictation 問題も付い
ているためこの問題集を採用した。 
 
2.2.4  今後の課題 
３年生に向けて，さらに多量な input を与えながら
も，その中の一部分を徹底的に暗唱させるなど，intake
の時間も大事にしたい。週３時間の中で input  
intake  output のバランスを意識した授業計画を心
掛けていきたい。 
 
<参考文献> 
Murphy, R. (2015) Essential Grammar in Use (4th 
ed.). Cambridge: Cambridge University 
Molinsky, J.S. & Bliss, B. (2001) SIDE by SIDE (3rd 
ed.). NY: Pearson Education 
 
2.2.5  LL教室を使った授業  担当：髙橋深美 
中学２年生では Basic Tactics for Listening 
(Third Edition) をテキストにして週１回 LL 教室を
使用した授業を行っている。 
 基本的にはこれはリスニングの授業と位置付けてい
る。教材は全 24 ユニットからなり、１時間に１ユニ
ットのペースで進行している。トピックは Sports, 
Family, Restaurants, Weather, Shopping など、日常
的な題材がとられている。内容は平易であるが、CD
にはノーマルスピードで音声が録音されており、細部
まで理解することは目標にしていない。また使用され
ている文法事項には、初めの方のユニットでも現在完
了、関係代名詞、比較級、受動態 などが使われてお
り、適宜そのユニットを理解するのに必要な文法事項
を補足しながら進めることとなる。 
また、テキストはカラフルでよいのだが、問題が２
択と３択のものが圧倒的に多く、ある程度情報を聞き
取って記入するためのワークシートを別に作成してい
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 る。 
 
2.3  中学 3年生（70期） 担当：須田智之 
2.3.1  はじめに 
 筆者は本校の 66 期生の中学３年間の授業を担当し
た経験があり、今年度は２サイクル目を担当している。
中学３年生では「Communication Skill としての英語
運用力の完成」、「英語を使って世界と繋がる」、「英語
の発想により慣れる」という３つの目標を年度当初に
掲げた。最初の「英語運用力の完成」という部分はや
や大げさであるかもしれないが、多くの生徒が「英語
を使用言語とした学び」に耐え得る素地を確実に身に
つけつつある。その具体例として、高校進学後に１年
間の海外留学を希望する生徒が多く、その生徒達を筆
頭に、英語を用いての深い学びが可能である生徒が多
数見受けられる。また、総合学習の選択講座であるテ
ーマ学習「Science Dialogue Jr.」の授業を見学した際
には、参加生徒たちが海外からの若手研究者による英
語での「数学研究とは何か」という講義に熱心に耳を
傾け、問題に熱心に取り組む様子が確認できた。更に、
昨年までの実践の成果からか、英語の歌や映画などを
通して自分の学びを報告してくる生徒、インターネッ
ト等のメディアを通して自分の興味関心のある分野に
関して英語で積極的に情報収集している生徒も数多く
いる。 
 このような現状の中で、本校の英語授業での最終目
標は「コミュニケーションの手段としての英語を身に
つけさせること」・「知識に留まらない英語運用力を養
うこと」であると考え、実際の授業を組み立てている。 
 
2.3.2  授業での取り組み 
 英語の週配当時間４時間は昨年までと同様に３つ
の要素から構成される。「教科書を中心に英語の基本的
な仕組みを学ぶ時間」２時間、「LL 教室で聴解能力の
訓練をする時間」１時間、「ALT とともに実際に英語
を使ってみる時間」１時間という組み立てであり、今
年は筆者が全てを担当している。 以下に授業の概要を
述べる。 
(1)教科書中心の授業（週２時間） 
New Crown English Series 3（三省堂）を基本的に
は使用しているが、題材の扱いの深度に強弱をつけ、
教科書以外の発展的な内容も取り入れながら、英語で
の意味の伝達に重点を置き進めている。1 学期は次の
４課を学習した。 
1. My Favorite Words (Crown 3, L.1) 
2. France－Then and Now (Crown 3, L.2) 
3. Rakugo Goes Overseas (Crown 3, L.3) 
4. The Story of Sadako (Crown 3, L.4) 
教科書を扱う際には、題材導入の会話部分は簡潔に
済ませ、その後の読み物の部分を Oral Introduction / 
Interaction で教材を導入・内容理解を実施し、音読、
まとめや発展的学習というスタイルを目指している。
発展的学習の内容としては My Favorite Words に関
連して自分の好きな名言を、また Rakugo Goes 
Overseas に関連して、短い英語落語の演目を、それぞ
れ１学期末のパフォーマンステストとして発表しても
らった。また、The Story of Sadako では Sadako and 
the Thousand Paper Cranes (Puffin Modern 
Classics)の一部分を扱った。 
 ２学期に扱った教材は以下の３課である。 
 1. Places to Go, Things to Do (Crown 3, L.5) 
 2. I Have a Dream (Crown 3, L.6) 
 本校英語科では２学期教育実習生を受け入れること
が多いのだが、実習生のリクエストで世界の色々な国
について扱っている L5 を担当して頂いた。授業に際
しては教科書の内容を踏まえつつも、ご自身の出身の
島根県にある石見銀山や、留学されていたインドネシ
アについてなど、臨場感あふれる形で教材としてご紹
介頂いた。L6 では、発展的学習の内容として、キング
牧師の演説と BTS のリーダーRM が国連で行ったス
ピーチのどちらかを選択させ、その一部を暗唱し感想
を述べるという発表に取り組ませた。 
 ３学期には教科書の L7 の他、長編の読み物教材（題
材未定）などを使用する予定である。 
年間を通しての活動として、１学年時から継続して
音声面強化と Warming-up、更には文法事項の導入を
兼ねて英語の歌を紹介し歌わせている。１学期には
Ylvis の The Fox (What Does the Fox Say?、Bruno 
Mars の Just the Way You Are など、２学期は実習生
の選曲である One Direction の Story of My Life と、
再びBruno MarsのTalking to the Moon、U2のWalk 
On などの歌を扱った。 
(2)LL 教室での授業（週１時間） 
 LL 用コースブック Tactics for Listening（Oxford
大学出版）をコースブックとして使用している。今年
度は筑波大学の大学院生でもある講師の小松先生に授
業を受け持って頂いているが、動画や歌などのオリジ
ナル教材も交えて授業を展開して頂いた。教科書の題
材に関連した映像や映画などの視聴も実施している。
１学期は英語落語 Time Noodles に関連する動画を見
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 せた。２学期は『４２ 世界を変えた男』を見せたが、
人種差別について、野球（スポーツ）という別の角度
から考えるよい機会になったと思う。 
(3)ティームティーチングの授業（週１時間） 
 アメリカ人講師の ALT と共に行う授業で、語彙力
増強を図りつつ、新出の文法事項の定着とともに実際
に使える英語力の育成を目指している。校外学習や文
化祭などの学校行事や日本文化について英語で表現す
るなど、自らの経験・身の回りの出来事について英語
で表現できるように、１年間の中でその時々にふさわ
しい題材を取り上げるようにしている。 
 
2.3.3  その他、授業外での取り組み 
(1) English Journal 
 前サイクルの 66 期同様に、生徒に時折テーマを与
えながらある程度まとまった分量の英文を書く指導を
している。これまでのトピックは自分の好きな名言に
ついて、GWの思い出、校外学習についてのレポート、
夏休み日記などである。Google Classroom を活用し
て PC 上で英語のライティングに取り組ませることに
よって、生徒の作品を一斉に回収することが可能にな
った。しかしながら、ノートに紙ベースで書かせてい
た４年前と比較すると、以前ほど自宅学習の活動とし
て定着していないと思われる為、今後も指導方法を検
討していく必要があるだろう。 
(2)パフォーマンステスト 
 学期ごとのパフォーマンステストとして、英語によ
る発表活動を行っている。１学期には自分の好きな名
言の紹介、校外学習についての報告、英語落語の実演
の３つから１つを選択し発表してもらった。特に英語
落語の発表が素晴らしく、数名の生徒に保護者会にて
再度実演してもらったところ、非常に好評であった。
２学期にはキング牧師の演説 I have a Dream または
BTSのリーダーRMの国連でのスピーチどちらかの暗
唱に取り組ませる予定である。 
(3)副教材など 
英語力を定着させるためには週 4時間の英語の授業
（＝総計200分）だけでは足りないのは明らかである。
生徒には NHK ラジオ講座『基礎英語 3』や『ラジオ
英会話』などの聴取を奨めている他、文法学習用の自
習用教材としては『新中学問題集』（教育開発出版）と
『マーフィーのケンブリッジ英文法（初級編）新訂版』
(Cambridge University Press)を併用している。 
(4)多読 
昨年度に続いて、今年度は Scholastic 社の TrueFlix
というオンライン多読に取り組ませている。しかし、
残念ながら今年度も再び多読に関する継続的な指導が
できなかったというのが現状である。この点に関して
は、昨年度から継続した視点でオンライン多読の指導
を見直したい。 
 
2.3.4  今後の課題 
「国際社会で発信する能力の育成」をめざし、授業
と生徒の自主的な学習の相互作用をいかに深めていく
か、また、塾などでの学習に強く依存している生徒が
多数いる現状では、生徒たちの興味関心を喚起する教
材をいかに提示し、またその教材を用いて生徒たちが
英語を実際に使用しながら身につけていく場面をいか
に多く提供していくのかが今後の課題である。 
 
2.4 高校１年生（69期）  担当：八宮孝夫 
2.4.1 はじめに：年間の目標など 
 筆者が年間の目標と考えているのは以下の通りであ
る： 
1)その課で学んだ教材の概要やそれについての感想を
英語で表現できる。 
2)英語学習はことばの学習である、という意識づけを
させる。 
英語の運用力をつけるのはもちろん重要であるが、
語源とかそのことばの持つ文化的背景など、ことばへ
の関心を高めることも同様に大切である。 
筆者が過去 2 回担当した学年は、中学 1 年から 6 年
間通して担当したものであり、その点で、高校 1 年か
ら新たに授業を担当するのは久しぶりであった。した
がって、1 学期は、筆者の授業スタイルに慣れてもら
うことを 1 つの目標とした。 
 
2.4.2 基本的な授業スタイル 
 筆者の授業スタイルといっても、特別なことがある
わけではないが、通常の授業は以下のような流れで行
っている： 
1) Review Summary: 出席点呼の時間を利用して、前
時の内容の要約した英文にいくつかブランクを作っ
たプリントを用意し、文脈に応じて要約を完成させ
る。前時の本文内容、キーワードや新語・表現など
を思い出させ、クラスの生徒全員に common 
ground を与える。 
2) Oral Introduction: 本時の内容を、英語で導入する。
新語や、キーワードを意識して適宜リピートなど行
う。板書とともにイラストなど用いて、視覚的にも
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 理解しやすいよう心掛ける。また、すべて導入する
のではなくて、リスニング・ポイントになる部分を
４，５か所残しておく。（筆者は基本的にプリント教
材で授業を進めているので、リスニングが終わるま
で、生徒は文字として本文を目にする機会はない。
キーワードや、内容に関係する新語などは板書時に
提示するので、厳密にいえば、部分的には文字を目
にしている） 
3) Listening: 上述のリスニング・ポイントの内容を聞
き取るよう指示し、概要をつかませる。内容が聞き
取れたか Q & A で確認し、回答に困難だったものは、
次の本文説明で補足をする。 
4) Explanation: （ここで初めて本文プリント配布）
Oral Introduction で触れなかった部分（複雑な文構
造をしている部分など）、上の Q & A で理解が不足
と思われる部分などを中心に、日本語で説明をする。 
5) Chorus Reading: 内容が理解できたところで、英文
の音読を行う。時間が許せば、Buzz reading / 
Individual reading も行う。また、Read and look up 
の手法を用いて記憶に保持しながら音読する場合も
ある。また、本文付属 CD には、フレーズ単位でポ
ーズを置いたものもあるので、文字を見ずにそのフ
レーズを聞いてリピートする練習も適宜取り入れて
いる。 
6) Consolidation: その日の表現のまとめなど。 
 
2.4.3  Retellingに関して 
上記の流れでわかる通り、筆者は毎回の授業におい
て本文の Retelling まで実施しているわけではない。
ただ、生徒には、文字の穴埋めとしてサマリーができ
るだけでなく、板書のイラストとキーワードで内容を
英語で表現できることが大切であると意識づけはして
いる（実際に、復習の際、前時のイラストを貼り、内
容を英語で言わせることは行っている）。ただ、はっき
りとした形としては課全体のサマリーの際に、まとめ
としてその課のイラストを配布し、それを見て
Retelling することを学期末の課題として全員に発表
させ、評価の一部に加えていることがあげられる。 
 それでは、ここまでに扱った教材を見ていく。 
 
2.4.4 1学期の教材 
高 1 で採択している教科書は Unicorn English 
Communication 1（以下、UEC1）であるが、これに
こだわらず、有益と思われる教材を適宜使用する（本
校は同一学年を１人の教師が担当するので、教材選択
は比較的緩やかである）。 
① Holmes and Watson:  
UEC1 の第２課である。新入生にとって、いきなり
教科書以外の教材を扱うよりも、教科書の教材から入
ったほうが安心するだろうし、また、内容的にもなじ
みがあり比較的導入しやすい教材として採用。上述し
たイラストなど用いた Oral Introduction を行い、後
で別紙のような Summary chart を配布し、それに基
づいた Retelling を実施した。 
 文法的には、中学既習である現在完了と受け身の復
習を行った。 
② Railroad Man: 
  筆者は、Bob Greene のエッセイであるこの教材を、
過去 3 度ほど使用し、それについては『駒場論集』(48
集)（54 集）にまとめた。一部引用すると「米国で鉄
道の黄金時代に車内の給仕として就職し、花形のスー
パーチーフ号などでも活躍したが、鉄道が斜陽になる
に連れて、最古参の一人として働くも、鉄道が民営化
(Amtrak)になってからの社員には忘れ去られた存在
で、誰に褒められることもなく退職を迎えた、という
話である。最後の日の淡々とこなし、誰にも例も言わ
れず、駅舎を去るという結末は、読み方によってはも
の悲しい印象も与える。事実、この話を「黒人差別の
中の悲惨な話」と捉える生徒が圧倒的に多い（これま
で教えてきた経験上）。つまり、非常に道徳的というか
社会問題として捉えてしまうのである。しかし、この
話の全体のリズムは決して暗く重苦しいものではなく、
仔細に検討していくと文章の端々に、花形の列車で働
いてきた自負、どんなに斜陽になっても淡々と自分の
仕事をこなすプライドが感じられ、Bob Greene の意
図も、その work ethic にあることがわかってくる。」 
 今回も、黄金週間の課題として読ませて感想を書か
せたところ、やはり悲しい物語、ととらえた生徒が圧
倒的に多かった。授業では、本当にそうなのか、検討
していった。例えば、Maybe he was invisible to many 
of his passengers という 1 文がある。多くの生徒は、
これを主人公は多くの乗客に無視された」と否定的に
とらえるのであるが、給仕にとって、乗客に対して
invisible になることは優れた給仕の最大に心掛けて
いることなのである。つまり、この文脈では invisible
は決して否定的な含意はしていないことになる。 
 今回の生徒のレポートの中で、1930 年当時、長距離
寝台列車のポーターという職業は黒人が就職できた数
少ない職業であり、給仕もその一つで主人公は決して
悪い境遇になかったという、歴史的な視点で述べたも
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 のがあった。調べてみると、確かにその生徒の指摘し
た通りで、黒人による初の労働組合も Brotherhood of 
Sleeping Car Porters で、結局これがのちの公民権運
動(Civil Rights Movement)につながるのであった。 
 このように同じ作品でも、筆者自身、生徒に触発さ
れて新しい視点でとらえなおす機会を与えられること
も多く、同一の教材を繰り返し使うことにも意味があ
るように思われる。 
 なお、文法項目としては、助動詞の用法、仮定表現、
<with + 名詞+～ing>を扱った。 
③ Beowulf: 
 この教材も、以前扱ったものである。まだアングロ
サクソン人が北欧にいた頃の英雄伝であり、古英語の
代表的の叙事詩と言ってよい作品である。もちろん、
原文では無理なので Black Cat 社のリトールド版を
使用した。ただし、今回は、このリトールド版の改訂
版が出て、編者も異なり、新版といってよいものであ
った。旧版、新版それぞれに優れた点があったので併
用した。Railroad Man は、行間を読むような細かい
読みをしたので、この教材ではある程度のスピードで
筋をとっていく読みを目標とした。つまり、臨場感の
ある付属 CD を利用して、各章の背景を Oral 
introduction し、リスニング・ポイントを提示するこ
とで、いわば速読教材として扱ったということである。 
 ただ、前回は時間の関係で割愛した、Beowulf の原
文の一部を韻文で扱うことは実施できた。これは、
Beowulf を現代語に翻訳した J.R.R. Tolkien が、自分
の子供に語るように内容の一部を詩にしたものである。 
１度散文(prose)で読み内容が理解できているものを、
今度は詩として韻文(verse)で読む、というのは詩に親
しむ良い方法と筆者は考える。 
 文法項目としては、不定詞の復習、過去形・過去完
了形、同時進行を表す～ing（いわゆる分詞構文）など
を扱った。 
 １学期は結局３つの教材を扱ったわけであるが、エ
ッセイや英雄伝など比較的文系的な内容に偏り、科学
的な英文を扱えなかったのは反省点である。 
 
2.4.5 2学期の教材 
 2 学期の実践について、概略する。当初、理系の文
章である、教科書 UEC1 の L.5 Methane Hydrate を
扱う予定であったが、昨年の今頃はニュースにもなっ
たものの、最近あまり話題にならず、また実現性も不
透明で結局見送ることにした。 
① El Sistema  
  教科書の L.6 で、ヴェネズエラの、音楽を通じた人
間教育システムとまたそれを提唱した Dr. Abreu につ
いて扱った課である。前回は教育実習生に担当しても
らった教材で、筆者は実質初めて扱ったことになる。
基本的には、本文の流れの通り進めたのであるが、ヴ
ェネズエラの社会情勢とか、音楽教育の実際などは文
字を通しての理解だけではなかなか実感できないもの
である。その点で、最近は you-tube なども充実して
おり、Dr. Abreu のドキュメンタリー的なコンテンツ
があるので、適宜そういった映像を見せながら進めた。 
文法項目としては、過去完了形の復習、使役動詞・知
覚動詞の構文<have/make/ see +名詞+原形動詞>など。 
② The Greek Myth 
  今回の公開授業で扱ったものである。テキストは『ギ
リシャ神話』（James Kirkup 著：成美堂）である。夏
課題として、いくつかの章を指定し、内容を理解し、
それについての設問を４，５個作らせる課題を出した。
概要がよくわかっている生徒は、全体のサマリーとな
るような設問を工夫する。部分的にしか理解していな
い生徒は、５つの設問が単発的で、全体として概要を
問うている設問にならない傾向がある（課題の中で、
「概要を問うような設問を４,５個作りなさい」という
指示を出してあるのだが）。 
 また、１学期に学習した文法項目を含む文を指摘さ
せ、文法の復習にもなるよう心掛けた（結局、学習し
た項目が実際の英文でいかに使用されているかを観察
することが、文法理解の確認・定着につながると思う
からである）。 
 授業では、第４章 Two Monsters の後半と、第 5 章
Two Heroes を扱った。順序的には逆であるが、まず、
Theseus and the Minotaur を行い、次に Medusa, 
Perseus and Andromeda という順に進めた。前者の
方が話が単純、後者は Medusa のところから Perseus
が関係し、全体として１つの話になっており分量もや
や多めだからである。 
 ここで、これまで筆者がどのような経緯で「ギリシ
ャ神話」を授業で扱ってきたのかを概観しておく。 
1) Theseus and the Minotaur: 中学２年生向けにや
さしく書き換え、中学生にも理解しやすい英雄譚と
して、不定詞など導入しながら、内容理解させた。
筆者に「ギリシャ神話」の知識がほとんどなく、こ
の物語のみ扱った。２度目に扱ったときは、『ギリシ
ャ神話を知っていますか』（阿刀田隆著・新潮社）で
少し背景知識を取り入れて行った。 
2) Medusa, Perseus and Andromeda: 高 1 の 2 学期
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 に扱う。Classical Mythology (William Hansen, 
Oxford University Press)の関連項目を読み、神々の
誕生など、「ギリシャ神話」の背景知識の導入も行っ
た。また、Metamorphoses (Ovid)の英訳版を用いて、
一部韻文でも紹介をした。今回は、これに加えて、
The Heroes (Charles Kingsley, Everymans) と
Mythology (Edith Hamilton, Hachette Books)の
Perseus, Theseus に目を通し、The Tales of the 
Greek Heroes (Roger Lancelyn Green, Puffin 
Books) を通読した。結果的に、「ギリシャ神話」は
古代のだれが書いたものかによってさまざまなバリ
エーションがあることがわかり、それを授業で扱っ
たら面白いのではないか、と思い今回の実践に至っ
たわけである。 
 なお、この課で扱った文法項目は、関係代名詞・関
係副詞の復習と非制限用法、be to …の用法、繰り返
しを避ける that などである。また、文化祭明けの口慣
らしとして The house that Jack built を使用した。非
制限用法ではないが、関係代名詞関連ということで扱
ってみた（筆者は通常、中２の終わりから中３の初め
頃、この nursery rhyme を使用する）。 
 
2.4.6 公開授業：一種のジグゾー法を用いて 
公開授業までは、夏課題に指定した Theseus and 
the Minotaur、Medusa, Perseus and Andromeda を
通常通り、プリントに従って Oral Introduction から
Explanation, Reading aloud という手順で進めてい
た。しかし、公開授業もあるということで、その応用
編として、テクストに出ている以外の部分の読み取り
を従来とは違うやり方で行った。これまでは、
supplementary reading の部分を、クラス全体に配布
し、設問に答えるような形で読ませ、それを全体で確
認する、という形式をとっていた。 
今回は、その supplementary reading を５パートに
分け、４人からなる５つの班にそれぞれのパートを担
当させ（エキスパート）、今度は各班のそれぞれ１名か
ら構成した新たな班をつくり、その中でお互いの担当
部分を説明しあうことで全体像が浮かび上がるような
形式をとった。いわば新たな５人が集うことでジグゾ
ーパズルが完成するようなイメージで、「ジグゾー法」
と 一 般 に 称 さ れ て い る 。 た だ 、 こ れ だ と
supplementary reading を読むのに 20 人しか必要で
なくなってしまう。そこで、今回は、内容的にも分量
的にも非常に近いが多少細かい部分で異なっているよ
うな supplementary reading をもう１バージョン用
意した。こうしてクラスのもう半分は別バージョンで
展開することになった。当日の配布資料から引用する： 
「内容的には、授業で扱った Perseus の冒険と side 
story で扱った、彼の生い立ちの以外の部分の読み取
りで、生まれた際の運命、Medusa の首を獲りに行っ
た経緯、Perseus に助力した者たち、海獣を倒した方
法、結婚の際の後日談、などである。 
 類似した内容であるが、Version 1, Version 2 は、
それぞれ微妙な点で違う。グループ 1－5 までが
Version 1 を、グループ 6－10 が version 2 を読んでい
る。Version 1 は米国で標準的なギリシャ神話の入門
書 Mythology (by Edith Hamilton)からの抜粋である。
一方、Version 2 は英国の児童作家による Tales from 
the Greek Heroes (by Roger Lancelyn Green) から
の抜粋で、やや会話調でくだけた感じはあるが、読み
応えのある英文である（長さの関係で、それぞれ私が
多少編集した）。 
本時の授業は、それぞれの passage の内容は理解し
た生徒たちが別のpassageを扱った生徒たちと情報を
共有するもので、発表などはなく、日本語が飛び交う
可能性もある。」 
実際に、英語を用いて内容を伝えあう努力をしてい
たグループもあったが、相当の部分を日本で教えあっ
ているグループも認められた。英語で伝えるには、自
分の担当した部分を要約したり自分の言葉に変える必
要があるため、やはりまだハードルが高い部分があり、
今回これが課題として残った。ただ、活動の最後の確
認として、英問英答で内容の確認したところ、かなり
活発に英語による返答があったので、内容の理解の点
では、この形式でも支障はなかったと言える。 
 
2.4.7 公開授業後 
 公開授業後は年間計画表に従い、UEC1 の L.7 Why 
Are You Sleepy? を扱った。物語的な英文を中心に読
んできたので、科学的な英文に親しむ初めての機会で
あった。学期末のパフォーマンス・テスト（各生徒２
分程度の発表活動）では、「ギリシャ神話」で扱った２
つの話のどちらか好きなものを retelling 、Sleep に関
して自分の体験を英語で語る、The house that Jack 
built をイラストを指しながら演じる、の中から１つ選
択させた。 
  生徒はこちらの予想以上に取り組んでくれた。半数
の生徒が The house that Jack built を選んだが、積み
上げ詩の最後の the farmer から始まるところまで、全
てに挑戦した生徒が圧倒的に多かった。また、それも
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 しっかりイラストを指しながらできた点を評価したい
（写真１）。 
 
  写真１  The house that Jack built の発表 
 
 同様に、「ギリシャ神話」の retelling も、イラスト
を指しながら、立ち位置を考えて発表していた（写真
2）。筆者は、聴衆の見やすい位置に立つことを日頃か
ら注意しているので、黒板の向かって左側の絵を説明
する際には、そのさらに左側に立たせるようにし、右
側の絵を説明する際には、さらにその右側に立たせる
ようにしている。写真の生徒は両方ともその注意通り
している点が素晴らしいのである。 
 もちろん、まだまだ原稿に頼る生徒も多く、特にイ
ラストを用いた発表でない Sleep については、その傾
向が強かった。このあたりをキーワードに限って待た
せるなど工夫して、いかに、徐々に視線をあげて発表
させるか、が今後の課題である。 
 
       写真 2  Perseus の発表 
 
 冬休み課題は Super-Frog Saves Tokyo (村上春樹の
『かえるくん、東京を救う』の英訳版)を課し、３学期
に扱う。また、Thomas Jefferson の生涯と彼が起草し
た The Declaration of Independence を扱い、一部原
文の暗唱予定である。 
いずれも以前に扱ったことのある教材であるが、惰
性に流されず、新たな資料を加えて、臨みたいと思う。 
 
2.5  高校１年生（69期）英語表現Ⅰ 
担当：山田 忠弘 
2.5.1  はじめに 
 英語表現Ⅰ（２単位）は、LL 授業と TT 授業（各週
１）から成り、前者が Listening、後者が Speaking
の内容となっている。中学校の時と同じく、LL は LL
教室、TT は ALT との Team Teaching で行われる。 
 
2.5.2  LL 授業  
授業時間の半分で Developing / Expanding Tactics 
for Listening（Oxford University Press）の１セクシ
ョンを進め、残りの半分は自作プリントを用いた別の
リスニング問題（CNN ニュースリスニング（朝日出
版社）、English Journal（アルク）など）、洋楽の歌詞
穴埋め（聞き取り）などを行っている。音声データや
スクリプトは随時配布して復習できるようにしている。 
評点（50 点）は、テキストの４課ごとのまとめ問題
を小テストとして使い、期末試験（初見問題含む）と
合わせて算出した。 
 
2.5.3  TT 授業  
 １学期は「自分の意見を英語で言う」ことを目標に、
Solutions（CENGAGE Learning）のトピック（Bicycle 
Licensing など）について、３～４人のグループで意
見を発表させ、ALT と共にコメントをした。 
学期末 Speech Test として、テキストの音読、自分
の意見及びその理由を述べる、ALT の質問に答える、
の３つを１人ずつ行い、授業内での Speech（校外学
習の思い出）と合わせて、評価を行った。Speech Test
のテーマは、既習の４つ Bicycle Licensing? / Japlish / 
Amakudari / Kids and Cell Phones から選ばせた。 
 ２学期は、Speech（夏休みの思い出）の後に、
Parliamentary Debate を行った。Parliamentary 
Debate とは、与えられた論題（motion）に対して、
肯定側（Government）と否定側（Opposition）が     
３対３で行う即興型ディベートの方式である。（詳しく
は駒場論集第56集、須田智之教諭の個人研究を参照） 
論題（motion）には以下のようなものがあり、教員
が自分で面白いものを考えることも可能である。 
・Doping should be legalized. 
・We should legalize casinos. 
・We should legalize euthanasia in Japan 
・We should abolish beauty contests. 
・Tsukukoma should be a co-educational school. 
・Tsukukoma students should go to the University  
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 of Tokyo. 
 
班分けはこちらで毎回変えて指定し、教員（山田と
ALT）は、足りないところなどにメンバーやジャッジ
として一緒に参加した。 
 それぞれの役割や、タイムスケジュールなどは全て
決まっており、ワークシートも用意されている。準備
時間（15 分）に話し合い、説得力あるポイントを考え、
なおかつ相手のポイントも聞き取って、反論する力が
求められる。また、自分が話す予定の英語を予め全て
書いておくことは不可能であり、良い意味で「英語の
適当さ」と「頭の回転の速さ（瞬発力）」が求められる。
英語の流暢さももちろん有用だが、議論の説得力の方
がむしろ勝ることで、普通の生徒が帰国生徒と互角に
渡り合う場面もしばしば見られる。 
 評価は最終２回を Test Round とし、勝敗によって
若干の点差をつけたが、あまり大きくならないように
配慮した。３学期も引き続きこの Debate を行う予定
だが、評価（評点）の問題については、参加の取り組
みと結果（勝敗）のバランスを適切な形で表せるよう、
引き続き検討が必要である。 
 
テキスト 
Expanding Tactics for Listening（Oxford University 
Press） 
 
教材 
CNN ニュースリスニング（朝日出版社）年２回発行 
English Journal（アルク）月刊 
Solutions (2009)（CENGAGE Learning） 
 
2.6  高校２年生（68期）コミュニケーション英語Ⅱ 
 本校のコミュニケーション英語Ⅱは４単位であるが、
３単位を教科書などを中心とした学習に当て、秋元が
担当、１単位をティーム・ティーチングとして八宮が
担当している。 
 
2.6.1  （3単位分）      担当：秋元佐恵 
６年間のシラバスの中で「発展期」１年目にあたる
高校２年では、高度で良質な英語を読んだり聞いたり
して理解し、その内容や意見を自分の英語で表現する
ことが求められる。よって年度当初、２つのことを目
標とした。 
①文法のより深い理解 
主な文法項目の習得は、昨年度で終えている。ここ
から先は、今までと違うアプローチで、より深く文
法を理解させたい。そこで言語学の切り口を用いて
いる。 
②教養としての英語 
詩やエッセイ、小説など、いろいろな時代の個人の
文体に触れ、その時代背景とともに「教養としての
英語」を味わってほしい。それには時間がかかって
も単語が難しくても、原文を扱うのが何より。心に
残る名文を、時に暗誦しながら読ませたい。 
③「楽しい」瞬間の共有 
 これは昨年と同様である。クラス全員が集まってい
る場でしかし得ない体験があるはずだ。英語が得意
な生徒も苦手な生徒も、41 人全員がその教室にいて
「楽しい」「わかる」という瞬間が、毎時間 1 回でも
あればと願う。 
以下、それぞれの目標に特化した取り組みを紹介する。 
 
2.6.1.1  授業での取り組み 
2.6.1.1.1  文法のより深い理解：ディクテーション 
＋言語学解説（目標①） 
文法項目ごとに、日常よく使う構文を８個、ディク
テーションさせ、その文法について言語学的な解説を
加えている。年間全２０回の予定。ディクテーション
＋解説で２５分ほど。たとえば、「時制」について学ん
だ時は、認知言語学上の３つの質問をした。 
Q1. 英文法で基本となる時制はいくつあると考えら
れるか（英語学の立場で）。 
Q2:「現在時制」が表す時を定義すると？ 
Q3: 英文法で「相」は何種類あるか。 
このような質問をすると、生徒達も文法の面白さを
わかってくれるのではないかと期待する。問いを作る
ときには筆者がお世話になった外語大の宗宮喜代子先
生の本を参考にしている（参考文献参照）。生徒の反応
も良いので、今後も続ける予定である。 
なお、文法２項目ごとに、筆者が以前から用いてい
る「日英暗誦シート」で構文の暗誦・定着をさせてい
る。左側に日本語、右側に英語を載せ、半分に折って
ペアで覚えていく方式。これは、英語が得意な生徒も
苦手な生徒もゲーム感覚ででき、苦手な生徒の知識定
着にもなるので、今後も続けていくつもりだ。 
 
2.6.1.1.2  教養としての英語（目標②） 
その英文を読むことで、異文化や異なる時代への想像
力が広がるような題材を選んでいるつもりである。主
に以下の題材を扱った。 
－ 111 －
 【１学期】 
・Reading a poem : The Lake Isle of Innisfree (W.B.   
Yeats), At Grass (Philip Larkin)   
→それぞれの詩の意味解釈、形式解説（stanza,     
metre, rhyme)。 
→詩の形式を学んだうえで、ゴールデンウィーク中
に、自分で韻を踏む詩を作成。学年コンテスト実施。 
・Haiku in English 
  俳句の形式を学んだうえで、校外学習で 1 つ俳句を 
 作り、学年コンテスト実施。 
・Winnie-the-Pooh  Chapter 1 ～ Chapter 4 
・What Is Uniquely Human?  (UnicornⅡより) 
 【２学期】 
・The Kidnapped Prime Minister by Agatha Christie 
 夏休み課題の短編集の１つを、授業で扱った。 
・The Tale of Peter Rabbit 
→話を２つほど読み、最後にその話のその後のストー
リーを創作させた。 
・Twelve Angry Men  (映画および脚本) 
→古典的名作を見せ、陪審員制度について語彙を学ぶ。
最後に映画についてテーマを選んで作文課題。 
・The Future of AI (Unicorn Ⅱより) 
→教科書の題材(2012)をイントロに使ったあと、
AlphaGO の Deep Learning や BBC 最新ニュースな
どを紹介して情報をアップデート。生徒のほうが詳し
い分野でもあり、いろいろ学ぶことができた。 
【３学期】 
・アメリカ新聞コラムを読む 
・英米名作短編を原文で味わう 
 
2.6.1.1.3  楽しい瞬間の共有：クイズとミステリー 
（目標③） 
夏にアガサクリスティーを読ませた流れで、２学期か
ら「ミステリー」の要素を授業にとりこんでいる。こ
れは生徒にも概ね好評である。 
【英語でクイズ！】 
授業の最初は筆者が集めた英語クイズで開始。通常す
ぐに正解が出るが、たとえば次の問題は数分かかった。 
Q. I can run but I can't walk, a mouth but I can't 
talk, a head but I can't think, a bed but I can't sleep. 
Who am I?   
― A river. 
クイズをやると、皆の集中力も高まり、いい雰囲気で
授業を始めることが出来る。 
【Puzzles＆Mysteries】 
単元の間など息抜きしたいときに、２問のミステリー
を配布し、競争で解かせる。300 語程度のミステリー
と、頭を使う英語パズル。解けた人は筆者に見せに来
る。このところ使っているのはTwo-minute Mysteries
で、読解演習にもなり、優れた教材。  
【単語で BINGO!】 
昨年度から実施している。英語が得意な生徒も苦手な
生徒もわりと楽しんで参加できる活動を紹介する。新
出単語を定着させるための、自家製ビンゴである。中
学の時にやり始めたが、今も続けている。各単元の最
後、15 分程度で行う。 
1. ４×４の升目をプリントにする。 
2. 教師がその単元の新出単語を 20 個発音していく。 
 同時に板書する。 
3. 生徒はそのうち好きなものを 16 個、升目に入れて
いく。 
4. 準備ができたら、教師がその単語を使った例文を読
み上げ、生徒は自分のビンゴにあれば塗っていく。 
5. ２列揃ったら BINGO!となる。シールや賞品を出す。 
6. 最後に、板書した単語を正しい発音で皆で読み上げ、
意味も確認する。 
今後も３つの目標を念頭におきながら、授業を進めて
いきたい。 
 
【参考文献】 
Christie, Agatha. 1983. 『クリスティ短編集』. 東京：
成美堂.  
Milen, A. A. 1926. Winnie-the-Pooh. New York: 
Puffin Books.  
Potter, Beatrix. 1982. The Complete Adventure of 
Peter Rabbit. London: Puffin Books. 
Rose, Reginald. 2006. Twelve Angry Men. New 
York: Penguin Books.  
Sobol, Donald J.1967. Two-Minute Mysteries. New 
York: Scholastic INC. 
宗宮喜代子. 2018.『動詞の時制がよくわかる文法談義』
東京：大修館書店 
 
2.6.2  (1単位分TT授業)   担当・八宮孝夫 
2.6.2.1  はじめに 
 高校２年生は、教科書を用いた通常授業が 3 単位、
外国人講師(ALT)とのティーム・ティーチング(TT)が 1
単位で、筆者はこの TT 担当である。 
 １学期は、あるテーマを決め、それについて、各班
でまとめ発表、という形式、２学期は有名な歴史的文
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 書（米国独立宣言）と Charles Chaplin の古典的作品
The Great Dictator（『独裁者』）の暗唱を行った。順
次見ていく。 
 
2.6.2.2 1学期の実践 
 1 学期に扱ったトピックは以下の通り： 
①Topic 1  Inemuri (Napping) 
 「居眠り」は、乗り物でも、授業や会議でも許され
る風潮があり、日本独特の部分がある。まず、比較的
短い「居眠り」についての英文エッセイを読み、これ
から行う口頭発表での必要な表現などを見ていく。 
 また、後半では「居眠り」について科学的・文化的
に論じたドイツ人研究者の論文を発表の資料としてプ
ラス・アルファで配布した。生徒は、その論文を参考
にして考察し、意見を組み立てて発表する。 
各班、５，６名なので、導入、主張、具体例、結論
など分担させ、班全体として一つの流れを形成するよ
うに指導する。もちろん、その論文に反論する形で進
めても構わない。肝心なのは、その根拠が明確に述べ
られているかどうかで、評価はそのあたりで判断する
ことになる。 
②Topic 2  Tourism Boom 
 目下、日本は「外国人の観光ブーム」で、それにつ
いては良い面と悪い面がある。それに関するエッセイ
をまず読み、語彙を豊かにしたうえで、現在の「観光
ブーム」に賛成か反対か、その根拠、具体例は何か、
代案は何かなどを発表させた。 
③Topic 3  Yuru-chara 
 これも、日本的な現象である。少し、ブームのピー
クは過ぎた感があるが、まだまだ全国的に有名なゆる
キャラがいる。そもそも「ゆるキャラ」とは何か、と
いう定義から始まり、自分の地元の町のゆるキャラを
紹介させ、そのメリット・デメリットなどあげさせ、
最後に、本校の「ゆるキャラ」を作るとしたら、どの
ようなものか、と具体的に「ゆるキャラ」を作らせた。 
 本校のシンボル的なものは何であると生徒が思って
いるのかを理解するいい機会となった。 
 TT は１単位であるので、25 点分の評価となり、上
の 3 トピックでは、それぞれ 5 点、10 点、10 点の評
価をし、合計で 25 点とした。基本的に班単位での発
表を評価の対象としたが、班の中でも特定の生徒の頑
張り・貢献が感じられた場合には、それも評価し、個
人の努力も無駄にしないように意識づけた。 
 
    「筑駒」のゆるキャラのプレゼン 
 
2.6.2.3 2学期の実践 
 ２学期は体育祭・文化祭と本校の 2 大行事があり、
しかも高２生は、その行事の中心的役割を果たすため、
放課後など班単位で集まって英文をまとめる時間はな
かなかとりにくい状況である。また、１学期の発表で、
どうしてもまだ原稿を棒読み的な生徒も見受けられた。 
 そこで２学期は、既存の英文を読み暗唱して再現発
表するという課題に変更した。 
① 米国独立宣言の一部暗唱（10 行程度） 
暗唱で大切なことは、多少難しくても、歴史的に意
義のあることで、暗唱の強い動機付けになるような英
文を探すことである。その点で、筆者は高１の３単位
の授業で、３学期に「米国独立宣言」の一部暗唱を課
しており、経験上取り組みもまずまずであるので、こ
れを高２の TT でも実践してみることにした。ただ、
高１の授業では３単位あるため、歴史的な流れ（独立
までの状況、起草者の Thomas Jefferson について、
など授業で背景知識を導入しながら暗唱へと持ってい
くことができる。１単位授業ではそれが限られるため、
you-tube などの映像資料などを活用しながら、少なく
とも歴史的背景は押さえるようにした。高２生は１年
時に「世界史」を履修しており、その背景を部分的に
は心得ている点で導入しやすい面もある。 
「独立宣言」は A4 版の英文にして４ページほども
あり、相当長いものであるが、そのエッセンスは初め
の A4 版１ページの中に凝縮しており、その中に John 
Locke の唱えた社会契約論の精神もあり、また「日本
国憲法」にも盛り込まれている、「基本的人権、生命・
自由・幸福追求の権利」などが盛り込まれているので、
それを含む 10 行程度が暗唱の価値ある部分というこ
とになる。 
1 時間目に you-tube により American Revolution
という 5 分程度の映像を視聴。英文に穴をあけたもの
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 を聞きながら穴埋めさせながら行う。穴埋めの確認を
しながら、背景説明をし、最後の 15 分で、米国俳優
陣による The Declaration of Independence の朗読を
聞かせる（you-tube: Actors read the Declaration of 
Inependence）。 
２時間目は、「独立宣言」の上述したエッセンスを含
む最初の部分をリスニングさせ、キーワードの穴埋め
をさせる。穴埋めをしながら、英文の言わんとする解
説も行い、その後に ALT について、全体の音読をす
る。最後に個々の生徒に１文づつ読ませると、どの単
語が発音しにくいかわかり、そういう部分をもう１度
全体でリピートする。前述の俳優陣による朗読などを
参考に何度も音読、暗唱することを指示する。 
３時間目は個々の発表・評価。残念なのは、それに
ついてコメントする時間が取れないことである。 
② The Great Dictator のスピーチ暗唱（グループ内
でパートを決め、班全体として全文発表） 
 チャプリンの作品を３回に分けて視聴。毎回視聴後、
内容に関する穴埋めサマリーを行い、理解を確認する。 
４回目は、最後の演説部分のみ、もう１度聞き、キー
ワードを穴埋めさせて、その後確認。ALT につけて音
読練習。もう１度映像で演説を聞き、できればオーバ
ーラッピングを試みさせる（チャプリンは相当早口で
まくし立てる。特に後半はエキサイトしてますます速
くなる）。 
 視聴後に、その感想を英語で書かせ提出させた。総
じて、チャプリンの名は知っていたが、実際に彼の作
品は見たことがなかった。あまり期待していなかった
が、それだけに視聴後のインパクトはすごかった、と
いう趣旨のものが多かった。２例をあげる： 
 Needless to say, Charles Chaplin is one of the 
most famous men in the world.  Especially, he is 
known for having slipped on banana peels in many 
of the scenes of his films.  However, since I have 
[had?] never seen any of his movies entirely before, 
it was my first time to see his film.  My first 
impression when I heard the title was not so good.  
Because it sounded like something boring like many 
documentaries dealing with wars seriously.  (Of 
course, I know it is important for us to study history 
from such kind of movies)  But it wasn’t!  The 
movie was abundant in unexpected humorous 
elements without being devoid of the essential facts 
of World War II.  The last was remarkable where 
the barber wearing Hynkel’s costume made a 
speech in front of the military while real Hynkel 
was arrested mistakenly.  I’m sure that no one who 
sees this film could expect the ending of it. I have 
never encountered such a sophisticated story in my 
life!  I assured myself that he was a real endowed 
talent. （2－1 N 君） 
  I was greatly moved to see his movie.  I had 
heard of it before, but I didn’t know much about it 
and Charlie Chaplin until I saw it in this class.  He 
is said to be a great actor and director, but I hadn’t 
seen his performance until then.  I was surprised 
that he had skillfully performed two contrasting 
men, the cruel dictator and the gentle barber.  The 
most impressive scene in this movie was the last 
speech that Chaplin made.  The cruel dictator 
should disappear from this world.  Everyone has 
the right to live a happy life.  We shouldn’t 
discriminate against anybody.  We all should long 
for world peace, but I feel recent world is filled with 
discrimination.  So I think we should see this 
movie now.  Love is everything.  Nothing is more 
precious than love.  I feel it very much in this 
movie.  I think this movie shows the importance of 
love.  “We think too much and feel too little: more 
than machinery we need humanity, more than 
cleverness we need kindness and gentlness.  
Without these qualities, life will be violent and all 
will be lost.”  Those are my favorite words. 
 （2－1 Y 君） 
  また、映画の中で使用されている曲との関連を指摘
したものもあった： 
 I was most impressed by the music which was 
used in the last scene.  To my surprise, it was the 
same as the piece used in the scene in which Hynkel 
tossed a globe balloon around his room.   
  The name of the piece is “Prelude to Act I” from 
one of the famous operas composed by Richard 
Wagner, “Lohengrin.”  I think it is ironical that 
Chaplin’s using the same music in these scenes.  
Moreover, it is said Hitler preferred listening to 
Wagner’s music.  I realized the high intelligence 
which Chaplin had when I knew that fact.   
  In addition, after that scene, the barber worked 
rhythmically with “Hungarian Dance No. 5 in G 
minor” which is composed by Johannes Brahms.  
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 He was a great “absolute music” composer, but 
Wagner was the leading expert of “program music.”  
That’s why they came into conflict in the 19th 
century.  I think this history is also interesting.  
  (2-2, K 君) 
 戦争シーンについて言及したものもある： 
  Commonly the Chaplin’s speech is thought of as 
the most important scene of “The Great Dictator.”  
But I will talk about the opening scene in WWI.  A 
lot of new weapons – lethal weapons – were used in 
the great war.  For example, tanks, airplanes, and 
machine-guns.  Also tactics changed utterly and 
drastically.  Soldiers fought from the trenches for 
years.   
  Chaplin runs in the trench, throws a grenade, 
shoots a machine-gun and jumps onto an airplane 
in the film.  Wire entanglements prevent the 
enemies from charging. 
  I think these realistic descriptions of the battle 
field should be appreciated.   (2-2, M 君) 
  
11 月の文化祭後の３回を発表の時間にあてた。発表
は、座席表の縦の１列６名（５名の場合もあり）を１
班とし、計７班に分け、各班の班員が分担して全員
で”The Great Dictator”のスピーチを発表した。 
文化祭直後の発表は練習的にもハンデがあるため、
各クラスでボランティアを募り、発表が準備できそう
だという見込みのある班２班の発表とした。第２回は、
３班を割り当て、最後の回は２班を割り当てた。実際
に最初の回は教師も生徒も段取りが悪く、２班でもぎ
りぎりの発表となってしまった。 
班による多少の出来不出来はあったものの、概して
よく準備をし、前のステージで班ごとに演じた（オー
プン・スペースを使用）。また、聴衆には評価表を渡し、
それぞれの発表について評価をさせた（これは正式に
評価に加えたわけではないが、筆者とALTの評価が割
れた場合などに、参考するには有効であった）。 
チャプリンの演説で気づくのは、最初の部分はユダ
ヤ人で床屋であるチャーリーが、まだ幾分戸惑いなが
ら“I’m sorry, but I don’t want to be an emperor”と
訥々と始める。しかし、“To those who can hear me, I 
say ‘Do not despair.’” あたりから、聴衆全体を意識す
るようになる。そして、“Soldiers!  Don’t give yourself 
to brutes” と聴衆に訴えかける部分からは、役として
のチャーリーにチャプリン本人が乗り移り、チャプリ
ン自身の言葉で語っているのである。このあたり、『チ
ャプリン』（江藤文夫著・岩波ジュニア新書）に詳しい
分析あるので、一部引用する： 
「チャーリーがしゃべり出す。しかし演説の展開が
示しているように、チャーリーの語る言葉の背後に、
作者であるチャプリンが存在して、チャーリーの言葉
にリアリティを与えていることがわかります。そして
演説のなかば、「兵士諸君！」とマイクを通して兵士た
ちに、また世界中の人たちに呼びかけるころから、語
調は明らかに変わり、その直後に正面を向いたときに
は、彼はカメラのレンズを見てしゃべっているのです」 
ただ暗唱するのでなく、そういう流れが表現されて
いるか、という点が重要で、評価の高かった発表では
その点も優れていた。 
 
2.6.2.4 今後の予定  
 ２学期の発表活動は、比較的うまく行ったように思
われたが、アンケートを取ってみると、「折角 ALT が
いるのに、映画鑑賞と発表活動が大半を占めて、ALT
との英語によるコミュニケーション活動がなかったの
は残念だった」という意見がかなり認められた。確か
に ALT の活かし方という点では再考の余地がある。 
3 学期は、米国独立宣言を踏まえて、リンカンのゲ
ティスバーグ演説の暗唱を行おうと考えているが、一
方で ALT とのコミュニケーション活動も視野に入れ
ないといけない。それを両立させるようなやり方を考
慮中である。 
 
2.7 高校３年生（67期）コミュニケーション英語Ⅲ 
                担当：髙橋深美 
2.7.1  はじめに 
 高校３年生のコミュニケーション英語Ⅲは高校２年
生のコミュニケーション英語Ⅱの流れを引き継ぐ。こ
の論集の締め切りが毎年 12 月であるため、昨年度の
３学期の取り組みから述べることとする。 
 
2.7.2  コミュニケーション英語Ⅱにおける３学期の
取り組み 
３学期はまず２学期からの継続で、The Diary of 
Young Girl を４回扱った。その後、教科書(Unicorn 
English Communication 2)の 11 課 Just Enough を
扱った。この課の冒頭がいわゆる環境問題を扱う英文
によくある書き出しで、生徒は「またこういう話か」
と思ったようであるが、筆者の Azby Brown が著し
た同名の原書を活用して内容を深めた。この書物は江
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 戸の町人がいかにエコライフを営んでいたかを詳述し
たもので、教科書にも一部が掲載されているが、江戸
庶民の生活様式が精密なイラストで数多く示されてい
る。授業ではパッセージの読解および意見交換を行っ
た。 
また、別の話題として、ヒト遺伝子組み換えの論理に
ついて考えてみた。以前使用した、Michael Sandel の 
“The Case against Perfection” （邦訳「完全な人間
を目指さなくてよい論理」）および他の文章を参照して、
読解と作文の教材を再作成した。旧優生保護法により、
強制不妊手術を受けさせたれた人たちの権利の回復が
図られている社会状況があり、一方では、現在ではヒ
トゲノムが解読され、ヒト遺伝子の組み換えが技術的
に可能となっており、改めて生徒の Eugenics をめぐ
る議論を促すことができた。 
 
2.7.3  コミュニケーション英語Ⅲにおける取り組み 
コミュニケーション英語Ⅲは３単位であるが、２単位
分は多様なジャンルの英文を読むことを主軸に授業を
展開した。教科書 (Prominence Communication 
English III)は、よい教材もあるのだが、授業では１回
完結で 500～600 語の英文を読むこととしたので、別
の教材から、例えば以下のようなものを取り上げた。 
・言語の進化  ・環境保護  ・理性と本能   
・エッセイ 
なお、高校２年生までの教材は ENGLISH ONLY が
可能であるが、高校３年生で扱うものには抽象度が高
いものがあり、例えば邦訳すると「経験や学習によっ
て影響されず、理性的な指令に勝る非常に強い要因が
考えられる」というような内容を英語だけで説明した
場合、非常に手間がかかり、本文の流れを見失ってし
まう恐れがある。そのため、英語で説明できるところ
は英語で行い、日本語を使った方が理解が早い部分に
は日本語を使用して授業を進めた。 
また、２学期の一部の時間を使って、条件英作文の練
習を行った。日本的な事象から、例えば、ＩＣカード
や日本固有の建築を取り上げ、外国人に説明するとい
う設定で文章を書いたり、リア王の一部を取り上げ、
その台詞について思うところを文章にしたりするなど、
「発信的」な態度につなげられる試みとした。 
このほか、３単位中１単位分については、米国におけ
る社会生活、学生生活を基本に取り上げているリスニ
ング教材を扱った。この教材はある意味平凡な会話練
習だけではなく、犯罪に巻き込まれていくストーリー
が織り込まれ、生徒の興味を引いたようであった。
参考資料 
The Case against Perfection by Michael J. Sandel  
(2007 Belknap Harvard) 
Just Enough by Azby Brown   (2013 Tuttle) 
The Diary of Young Girl   (Anne Frank) 
King Lear   (William Shakespeare) 
Happy Days and other very short stories by Jake 
Allsop  (1998 Penguin Books) 
Time Is Running Out （朝日出版社） 
英語で説明する日本の観光名所100選 改訂版 植田
一三編 (2014 語研） 
新・英語で語る日本事情 江口裕之/ダニエル・ドゥー
マス著 (2012 The Japan Times) 
 
2.8  高校 3年生 (67期) 英語表現II 
英語表現Ⅱ（２単位）は、阪田と山田で週１時間ず
つ担当し、阪田が主に和文英訳・文法を、山田はエッ
セイライティングを扱った。 
 
2.8.1 Writingパート          担当：山田忠弘 
エッセイライティングパートでは、30～80 語程度の
自由英作文練習を行った。授業では、自作プリントを
用いて２問程度の演習を行い、その日の課題（例１）
として 40 語程度の英文を書いて提出させ、採点して
翌週に返却している。また、これと別に月１回 70～80
語の問題（例２）を課して、採点・返却している。 
各課題の内容点（加点）要素は、後日返却の際に示し、
ミスは原則－0.5 点と、ルールとして最初に示した。 
 
（例１）あらすじを 50 語以内の英語で書きなさい。 
 
※ Larry：この女性のパートナーの男性 
採点（８点満点）は、以下の内容があれば加点し、 
ミスに応じて減点する方式で行った。 
① パーティで困った ① 誰も英語が話せない／彼女
は日本語が話せない ② 幼児なら自分の日本語でも
何とかなりそう／話すのにちょうどよさそう 
① その子に日本語で話しかけた ① その子の日本語
－ 116 －
 も理解できなかった／その子も日本語が流暢だった 
② 結局、犬しか話し相手がいなかった 
 
（例２）Write within 100 words in English in 
answer to the following question: 
“If you were a high school English teacher, how 
would you help your students improve their 
English?”  
 
内容点は以下のように設定し、採点（20 点）した。 
① 主題文 ４点 ② 支持文12点 ③ まとめ文 ４点 
また、返却時に以下のアドバイスを解答例に加えた。 
 
ポイント  
・主題文もまとめ文もないものは、単なる箇条書きの
羅列であって文章ではない。 
・主題文とは、以降の内容を簡潔に表すもので、それ
だけ読んでも全体の概要が理解できるものである。 
・支持文（具体的内容・例）は、最後まで「主題文」
と内容的なつながりがなければならない。「主題文」
を常に頭に置き、脱線しないように最後まで気を配
ること。 
・各支持文は、情報として異なる（述べられてない新
出の要素がある）ことが重要である。重複した内容
の文は、採点上無いものと扱われる。 
・まとめ文は主題文と大きく離れてはいけないが、新
しい要素もなければいけない。当然、問題文や主題
文の丸写しに加点は一切ない。 
 
いずれの課題でも「日本語できちんと骨子を作る」
（できるだけ多くの加点要素（内容点）を取る）、  
「できるだけ平易な語彙・構文」「動詞の形を意識する」
（減点を防ぐ）といった当たり前のことを繰り返し 
指摘し、意識させるようにしている。 
 
参考書 
「灘高キムタツの東大英語ライティング＆グラマー」 
(2006)（アルク） 
 
2.8.2  和文英訳・文法演習  担当：阪田卓洋 
2.8.2.1  概要 
 この授業では和文英訳，文法演習を担当した。筆者
は３年連続でこの授業を持っているため，これまでの
反省を生かして授業をすることにした。１学期の授業
の流れは以下の通り。 
1. 文法小テスト 
2. 前時の提出課題の feedback 
3. 文法演習 
4. 英字新聞などの記事を部分英訳 
5. 和文英訳の提出課題 
 前時の復習として文法小テストをしてから，提出課
題の feedback を行う。共通した誤りなどプリントに
まとめて解説する。毎回，授業の終わりに３文程度の
和文英訳を課している。大学入試問題を使うことが多
い。 
 そこから本時の学習として一つの文法項目を紹介す
る。３年生ともなると大体の文法は正確に使えている
が，やはり過去完了形や仮定法などは不正確な知識の
まま英作文に使っている生徒も多い。例文を示しなが
ら，和文英訳の問題を解いてもらい，正確な使い方を
伝えた。 
授業の終盤には英字新聞（The New York Times, 
Independent, The Guardian など）や Time から記事
を抜粋し，和文英訳の問題を作成し，２題程度解いて
もらった。仮定法，無生物主語など生徒たちが苦戦し
そうだと思われる箇所を選び，和訳させる。ここで和
訳させた一人一人の解答を個別にチェックすることは
できないため，模範解答と解説を載せたプリントを配
布し各自に答え合わせをさせ，質問を個別に受け付け
るようにしている。 
 授業の最後には，提出課題を配布し授業時間内にさ
せた。できるだけ授業で学習した内容が生かされるよ
うな課題を与えた。毎週 100 人分の英作文を添削・採
点することはタフだが，筆者にとって勉強になること
が多く，また生徒一人一人の英語力が手に取るように
わかるため，これは欠かすことができない。 
以上が１学期の授業の流れだが，feedback のあり方
に限界があると感じ始めた。というのも，文法的には
正しいと言えるが，この表現の「適切さ」となると，
筆者の能力ではお手上げになってしまうことがある。
もちろん，辞書や Google 検索を用いて，より良い表
現方法を提示することができるが，それでも資源は限
られている。彼らの英語運用力を高めるためには，英
語話者が同じような和文英訳課題をしたときに，どの
ような表現を使うかを豊富に示すことにあると思った。
また，教員対生徒の feedback では，結局教員が一番
辞書を使い，勉強する時間が増えるが，生徒達が辞書
を引く機会は自分たちの英文を推敲する段階に限られ
ている。生徒たち同士でも英文を批評し合う peer 
feedback を実施することが重要ではないかと思うよ
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 うになった。そこで，２学期には以下の点を踏まえて
和文英訳課題を実施した。 
1. 生徒たち同士で英文を批評し合う時間を作る 
2. 英語話者が書いた英文を複数提示する 
両者を達成するために考え付いたのが，英訳されてい
る日本文学作品を英訳する課題を出すことだった。今
回は試験的に夏目漱石『こころ』を題材として以下の
ように授業を展開してみた。 
【１時間目】 
夏目漱石『こころ』の一部分を配り，一人の担当箇所
が３,４文程度になるように役割分担する。各生徒は
Google Form (ネット上に設けられたアンケートフォ
ーム) に自身の英訳を提出する。 
【２時間目】 
ネット上に提出された英文を，担当箇所ごとにソート
する。全部で４クラスあるため，同じ個所の英訳が 4
種類存在する。これを各クラスの担当者にコピーして
配布し，自分が担当した箇所を他クラスの担当者はど
のように訳しているかをチェックする。同時に，辞書
やインターネットを用いて，それぞれの表現を訂正す
る。その feedback シートを授業後半に回収する。 
【３時間目】 
回収した feedback シートをコピーして，担当者に再
度配布する。そうすると，担当者の手元には，他クラ
スの担当者が自分の英作文をどのように添削したかが
分かる。全４クラスのため，自分の英文を他クラスの
３人が添削したことになり，３種類の feedback が得
られることになる。それらを元に自身の英文を推敲し，
再度 Google Form に提出する。 
【４時間目】 
提出された英文をクラスごとにソートする。そうする
と，各クラスの『こころ』英訳作品が完成する。それ
を，プロの翻訳家の作品と比較する時間を設ける。比
較に用いたのは Kondo Ineko, Meredith McKinney, 
Edwin McClellan のものである。振り返りシートを配
布し，自分の英訳とプロの英訳を比べ，気づいた点，
感動した点などを書いて提出してもらう。振り返りシ
ートは授業最後に集める。 
【５時間目】 
振り返りシートの項目を整理し，一覧にしたプリント
を生徒に配布する。自分が担当した箇所でなくても，
他の人たちがどのように訳し，それをプロがどう訳し
たかを分かるようにする。 
 以上が授業の流れである。振り返りシートを見る限
りは，生徒全員が少なくとも１つは気付いた点を挙げ
ており，プロの翻訳家の英文に触れることが彼らの言
語への気づきにつながったと思われる。まだ改善が必
要な手法だと思うが，生徒同士の英文批評，英語話者
の英語に触れる，という機会を確保した和文英訳の指
導法を今後も考えていきたい。 
 
＜訳書＞ 
1. Soseki, N. (1957). Kokoro (Edwin McClellan 
Trans.). Tuttle. 
2. Soseki, N. (2010). Kokoro (Meredith McKinney 
Trans.). Penguin Books. 
3. 夏目漱石 (2015). 『こころ』近藤いね子訳，国書
刊行会。 
 
＜参考文献＞ 
1. 安藤貞雄 (2005) 『現代英文法講義』開拓社 
2. 江川泰一郎 (1991) 『英文法解説』金子書房 
3. 長原幸雄 (1990) 『関係節』大修館書店 
4. Hewings, M. (2013) Advanced Grammar in Use. 
Cambridge University Press. 
5. Leech, G.N. (1987) Meaning and the English 
Verb. Longman. 
6. Quirk et. al. (1985) A Comprehensive Grammar 
of the English Language. Longman. 
 
3．課題研究における取り組み 
3.1  概要  
本校では生徒の主体的な学びを育む一環として、高校
２年生において、学校設定科目課題研究、または理科
課題研究（各１単位）のうち一方を選択して全員が履
修することとしている。 
 
3.2  中学 3年生（70期）テーマ学習  
担当：須田智之 
講座名「Science Dialogue Jr.」では、３つの内容 ①
海外からの若手研究者に自分の国や経歴・研究内容に
ついて英語での講演を聞き、質疑応答などでコミュニ
ケーションを図る、②英語でのプレゼンテーションを
各自でテーマを設定して行う、③様々なトピックにつ
いて英語で議論する機会を設ける、について取り組ん
で知る。①の講演内容については、講演者による実験
や映像等を併用した上手なプレゼンにより、大体の内
容は理解できているようである。生徒には、毎回（講
演者は異なる）講師に 1 人 1 つは質問をすること、ア
－ 118 －
 ンケートのコメント欄に講師へのメッセージを英語で
書くことを義務づけている。 
今後は主に冬休み期間に、②の英語でのプレゼンテ
ーション作成を生徒各自が選んだテーマで進めていく
予定である。③については、他校の文化祭に招かれて
英語ディベートの試合を行うなどの活動にも取り組ん
でみた。 
上記の活動を通して、参加生徒が各自の知見を広げ
るとともに、英語で受信・発信する力を身につける機
会を提供していきたい。 
 
 
3.3  高校２年生（68期）課題研究  
         担当：多尾奈央子・高橋深美    
高２課題研究では、日本学術振興会の『サイエンス・
ダイアログ』プログラムを活用し、海外の若手研究者
から自国の文化や専門分野について英語による講義を
聴講している。発表内容だけではなく、発表の仕方に
も注目し、学術的な内容をわかりやすく伝えるプレゼ
ンテーションを習得できるようにしている。 
サイエンス・ダイアログと並行して、生徒一人一人
が自身のテーマを設定し、研究して発表する機会を年
度末に設けている。11月現在では、それぞれの研究テ
ーマに従い、進捗状況を受講生相互にレビューしてい
る段階。相互レビューを基に推敲を進め、１月中旬の
本発表を迎える。独特な着眼点の興味深いテーマも多
い。以下にその例を示す。 
・トロッコ問題：義務論と功利主義 
・負傷によるスポーツパフォーマンスへの影響 
・日米間のシャープペンシル芯の比較 
・売れる小説の構造とは 
・ＡＩの教育現場への活用 
1月の本発表では下級生が聴取者となり、異学年で
の学び合いの場にもなる。そのことを踏まえ、より緊
張感をもって研究と英語での発表に向けて真摯に取り
組んでいることが各講座でよく分かる。12月には本発
表に向けてのリハーサルで英語話者の東大留学生によ
る指導を受けた。題目を決めさせて研究から発表まで
を生徒の主体性に預けるだけではなく、細かく進捗状
況の報告から受講生同士での質疑応答（英語による）
の回を重ねたことで研究内容も着実にrefineされて
いったことが実感として強い。 
 
表 2. Science Dialog & DIY年間計画（全32校時） 
Date Speaker Topic 
①May 12    ― 全体オリエンテーショ
ン 
②June 2 ― 講座オリエンテーショ
ン 
③June 16 Science Dialogue 講師 #1 
④ June. 
30 
各受講生 構想発表 
⑤Sep. 15 Science Dialogue 講師 #2 
⑥Sep. 29 各受講生 中間報告 
⑦Oct. 13 Science Dialogue 講師 #3 
⑧Nov. 10 各受講生 リハ・相互評価 
⑨Dec. 18 各受講生 native 講師による指導 
⑩Jan. 12 研究発表① （中３・高１に向けて） 
⑪Jan. 26 研究発表② 
⑫Mar. 11 総括 
 
4. 国際交流に関する取り組み 
4.1 概要 
本校はスーパーサイエンスハイスクール（SSH）と
して、海外の高校などとの研究交流実績を上げてきた。
また 23 年度より筑波大学はその附属学校に対して、
「先導的教育拠点」「教師教育拠点」「国際教育拠点」
の 3 拠点構想を実現するよう求めており、この数年で
本校生徒が国際的に活躍する機会は確実に増えている。 
以下に、2018 年度の国際交流活動（予定を含む）を
挙げ、いくつかについて説明する。 
＜*は SSH 関係＞ 
(1) *台湾台中市立高級第一中学（台中一中）訪問 
(2) 釜山国際高校・KSA（韓国科学アカデミー） 
  訪問 
(3) Thailand International Science Fair 2019 への  
  参加 
日本学術振興会による Science Dialogue 参加 
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 (4) イングリッシュ・ルーム 
 
また、訪問受け入れとしては以下のとおりである： 
(5) 台湾台中市立高級第一中学より本校訪問 
(6) 釜山国際高校から本校訪問 
(7) 筑波大学外国人教員研修留学生、音楽祭・文化
祭参観。  
 昨年までは、横浜サイエンスフロンティア高校や立
命館高等学校など、SSH 重点枠校との提携プログラム
があったのであるが、諸々の事情からそれらのプログ
ラムがなくなり、少し寂しいことであるが、逆に、(7)
の筑波大学外国人教員研修留学生との交流では、これ
まで行事の最中の来校で、実質的な交流がなかったこ
とを鑑みて、今年度は、中学の授業に来てもらい、生
徒たちと文化交流を行う予定である。中学生の国際プ
ログラムはこれまでなかったので、その点画期的とい
うことができる。 
 
4.2 具体例：台中一中訪問 
 ６月に台中一中派遣生徒を募集し、担任団が選抜、
７月の終業式後に、初顔合わせをして、高２の 12 人
が６本の研究発表をし、高１の４人が学校紹介をする
ことに決まった。 
 ２学期は、個々の研究チームごとに課題研究の担当
教員が顧問となり研究を進めた。11 月中旬に A4 判２
ページの英文アブストラクトを提出させ、「アブストラ
クト集」にまとめた。タイトルは以下の通り： 
1 The meaning of visiting MINAMATA 
2 Research on “Cevian Triangle“ 
3 Consideration of the tactics of Blackjack 
4 What causes Daphnia Pulex to die? 
5 Trajectory of a Magnetic Pendulum 
6 The present and future for basketball and its 
relations with artificial intelligence 
7 School Introduction (高 1) 
 期末考査後に、Mr. and Ms. Vierheller によるプレ
ゼン講習を行った（写真）。 
 
       直前プレゼン講習の様子 
 
プレゼン講習で Mr Vierheller が強調したのは、「聴
衆は発表内容について全く知らないのだから、そのこ
とを考慮してプレゼンせよ」、ということであった。確
かに、生徒は自分のプレゼンテーションを行うことに
夢中で、相手にわかってもらうという視点に欠けてい
た。事前にその点に気づいたのは大きな意味があった。 
12 月 11 日～16 日、台中一中派遣を実施し、２日間
にわたって、研究交流会を行った。なお、その内容に
ついては、別途『台中一中派遣プログラム 2018 実施
報告書』にまとめる予定なので、それを参照されたい。 
 
4.3  プレゼンテーション・ワークショップ 
 英語科では、上記の台湾派遣生徒向けを含め、
Vierheller 夫妻を講師に招いたプレゼンテーション・
ワークショップを年３回、開催している。 
① 1 学期末：中級者対象  
② 2 学期末：台湾派遣生徒対象 
③ 3 学期末：初級者＋韓国派遣生徒対象 
1 学期末の“Learn to Present”と題された講座には
主に中３・高１の生徒約 20 名が参加し、グループご
との発表活動に取り組んだ。指導の中心は聴衆を引き
付けるさまざまなスキル、具体的にはスピーチの声の
強弱、イントネーション、アイコンタクト、身振りな
どについてであった。２学年から成る各グループは協
力して原稿を作り、発表をしながらその都度、指導を
受けた。 
異なる学年での交わりや、話し方に関するアドバイ
スなどは、普段の授業ではなかなか経験できない取り
組みである。３学期には例年通り、中１・中２対象の
「ビギナーズ用ワークショップ」も開催予定である。 
－ 120 －
 4.4  イングリッシュ・ルーム 
イングリッシュ・ルームは、東京大学の大学院留学
生等に依頼し、通常は月に２～３回の平日放課後１時
間半程度で、その日に来た生徒に合わせて相手をして
もらっている。また、中３テーマ学習・高２課題研究
の「サイエンス・ダイアログ」では生徒の発表指導や、
台中一中や釜山国際高校との交流での発表原稿・プレ
ゼン指導、語学部のディベート指導にも活用している。 
 
 
4.5 おわりに：今後の予定 
 今後、1 月に釜山国際高校生の本校来校、３月に本
校生徒の釜山国際高校・KSA 派遣プログラムが予定さ
れているが、台中一中の場合と同様、プレゼン発表を
行うので、引率教員が中心となり指導をしていく予定
である。 
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生徒指導・生活指導における指導体制２ 
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要約 
中学生や高校生は、学習活動、学校行事、クラブ活動、校外での活動など様々な活動を通して、自己肯定感・
自尊感情を高め、自己とは異なる他者を認めることで互いに信頼を深めながら成長していく。生徒達がこれら
の活動を安心して送れるような環境作りをすることは教職員の責務の一つである。学校に「監視」はふさわし
くないという認識がある一方で、ネットワーク回線を利用したゲームやＳＮＳなど大人の目が行き届かない場
におけるトラブルが増加傾向にあり、監視に近い形での対応が必要となってきている。また、互いの信頼関係
がベースにあるはずの学校において、それが揺らぎつつあり看過出来なくなっている状況に対しても苦慮して
いる。これらに対する本校における対応を報告し、今後も生徒達が安心して成長していくことが出来る学校と
してのあり方について検討していきたい。 
 
キーワード：生徒指導、貴重品管理、社会規範 
 
1 本校の現状 
昨年度は、生徒指導案件が発生した場合において、 
どのような指導体制によって生徒の指導を継続してい
くのが望ましいかいくつかの実例をあげて報告させて
いただいた。1）生徒の指導においては、その生育にお
ける背景が全く異なるので担任団を中心とした個々の
生徒にあった指導かつ学校としてのブレのない指導が
大切である。本校は、中学 9クラス（生徒約 360名）、
高校 12クラス（生徒約 480名）程度の規模の学校であ
る。教職員の数が十分に配置されているとは言い難い
が、中高生・教職員が互いに信頼関係を築ける環境で
はある。しかし一方で多くの学校がそうであるように、
警備員が常駐してはいるものの門扉を閉めることはな
く、正門などに対しては監視カメラが設置されている
が、学校周辺も含めて記録映像を毎日チェックして安
全な環境であるかどうかを確認しているわけではない。
当然ながら、不審な情報を入手した場合においては、
複数の教職員によって記録映像を確認してはいるが、
これもほとんどの学校と同様の対応であると考えられ
る。 
 また、本校の学校行事などは高校の自治会を中心と
した企画・運営がされている。1）ここ数年、自治会役
員による自治意識の高まりが見られ、現状における本
校自治のあり方などについて真剣に議論をしている。
但し、学校運営という視点に立った場合には、生徒の
自治活動に対してはなんらかの形での指導が必要であ
ると考えている。生徒達は自治会規約に基づいて教職
員に様々な主張をしてくるが、その主張をそのまま通
してしまうと本校では前例がないが、本年度の全附連 
生活指導分科会 2）で報告があったように、生徒の健全
育成に必要であると教職員が考えて長年にわたり継続
実施し、年間計画を立ててきた学校行事などが中止せ
ざるを得なくなってしまう危惧さえある。本校では担
当教員の指導により適切な自治会運営がなされている
が、今後も現状は維持していきたい。 
2 学校の対応 
2.1 情報管理について 
本校では入学と同時に、大手企業が提供しているシ
ステムを活用し、全生徒・教員にアドレス一括付与を
行っている。これにより各学年で閉じた形式による情
報交換の場が提供できるようになっている。詳細は把
握していないが、授業での課題提出や校外学習での計
－ 125 －
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画や報告など、様々な形で活用されているようである。
情報を誤って書き換えてしまった場合にも正しく書か
れていた情報まで復元することが出来る仕様になって
おり、各学年の担任団が対応している。一方で、生徒
による不用意な発言へ担任団が指導として書いてしま
うと、学年生徒全員へ通知がされてしまうなどが問題
視されている。 
 全附連 2）では別のシステムを日直日誌の電子版とし
て活用（紙媒体としての日直日誌も併用）し、不用意
な発言に対しても学年生徒に公開することで指導へと
つなげているという報告があった。これらの対応につ
いては、学年や学校、もしくは活用しているシステム
によって温度差があるようである。 
また、ある附属校では大学生から附属学校全生徒の
アカウントを母体である大学が一括管理し、セキュリ
ティーチェックや不適切使用をした場合におけるペナ
ルティーなども行っているとの報告 2）がある、中高教
員の負担を考えると個人的には本校でもそのような体
制が構築されることを期待したいと考えている。 
 
2.2 紛失・盗難について 
2.2.1 紛失 
 本校では基本的には中高ともにホームルーム教室が
あるが、高校の授業は移動教室制度を採用している。
個人のロッカーはあるが、荷物を持って授業教室へ移
動している生徒も多く見られる。昨年度までは、授業
などの移動の際に紛失されたプリント、昼食、着替え
などを、紛失した生徒が取りに戻ってくることを期待
して授業担当の教員が一時的に預かっていたのだが、
なかなか生徒が回収に来ないこともあり、事務室に協
力していただき、紛失物の一括管理を事務室で行い、
掲示板に落とし物の特徴を事務室横に掲示することで、 
紛失被害を少なくなるように変更した。 
 
2.2.2 盗難 
 残念ながら、盗難と思われる案件が数件、発生して
いる。原因はいくつか考えられるが、一つの要因とし
て分かったのは、高校ロッカールーム（図１）のベン
チに貴重品を置いていってしまう生徒がいる事である。
この状況を鑑みて、担当する授業がない教員を１時間
交代でロッカールームに配置した。この状況を重く受
け止めた自治会役員からも集会において貴重品の管理
をしっかりと行うように声掛けを行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しかし、教員からは死角が生じているのでミラーを設
置した方が良いと、見廻りをしていた教員から提案頂
き、図２の丸印の計４箇所にコンビニエンスストアな
どで見られるコーナーミラーを設置した。学校という
教育現場における監視カメラの設置は回避できるもの
ならば回避したい。しかしながら、生徒達の大切な貴
重品を盗難被害から守らなければならないという状況
を克服するためにミラーを設置した。「監視カメラの設
置を検討して欲しい」という声が聞こえることもある
が、お互いの行動を監視し合うような環境は、生徒・
教職員が協力して回避していきたいと考えている。 
一方で、クレプトマニア（窃盗症）によって苦しん
でいる生徒が校内にいるのであれば、いち早く発見し
て改善への道を模索していかなければならない。この
症状は自覚だけでの改善は困難であるので、周囲が症
状に対して深く理解を示すことが重要である。またス
クールカウンセラーや外部の専門機関とも相談をして、
集団から孤立しないように配慮をする必要があると考
えている。 
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2.3 近隣住宅への迷惑行為 
 住宅地に存在する学校としては、近隣住民の方達と
のトラブルは避けられない。朝練での声・音、敷地内
へのボールの飛び込みなど、近隣住民の方の視点に立
てば生徒達が一生懸命に活動しているときの声も騒音
に感じられても仕方が無い。この点を解消するために
は、なるべく近隣住民の方との交流の機会を設けて、
お互いについての理解を深めておくことが大切である。 
本校は、体育祭・文化祭でご迷惑をお掛けすると想定
される近隣住宅へ、予め挨拶文を入れた封書をもって
ご挨拶に伺い、本校の教育活動についてのご理解を頂
けるようお願いに廻っている。また、少なからずトラ
ブルになったときには、当該生徒・指導教諭（もしく
は生徒部教諭）が謝罪に伺い、双方が納得できるよう
に改善策を話し合っている。当然ながら、時間・費用
などの面で時間が掛かることがあるので、根本的な解
決には我慢をしていただく事もあるが、概ね話し合い
によって大きなトラブルは回避できているものと考え
ている。 
  
3 まとめ 
昨年度も報告したように、本校生徒のほとんどは基
本的な学力は身についている。一方で、社会規範が身
についていない生徒が、少なからず存在している。大
変残念ではあるが、「学年 LINE だから・・・」「鍵ア
カだから・・・」などの何の根拠もない理由によって
指導に及ぶケースは、例年何件かはある。SNS にアッ
プロードされる写真や動画においては「不適切である」
という判断をしやすいが、発言に関しては一定の基準
を設けるのが難しい状況がある。最近では、SNS など
に書かれているほんのわずかな情報からでも個人を特
定できてしまうので、書いた生徒が在籍している学校
や○○君が特定され問題になるケースがある。しかし、
生徒個々人の SNSを管理・監視することは出来ないの
で、問題が発覚したときの指導にタイムラグが生じて
しまう。生徒指導においては、保護者と学校、場合に
よっては専門家にも協力を頂きながら、素早く対応し
なければならない。今後は、こういった事例に対して
学校がどのような対応をしていく必要があるのかを議
論していく場が必要となる。 
 紛失・盗難案件に関しては、発生状況や時間帯など
を慎重に見極めながら対応していく必要がある。時間
管理が苦手で、次の授業への準備不足によって紛失し
てしまった生徒がいれば、同級生にサポートをしても
らうなどの対応が必要である。また、元マラソン選手
の逮捕でも注目を集めたクレプトマニアであるが、在
籍生徒にいないとは断言出来ない。周囲へ多大なる被
害が及ぶ可能性があるが、他の案件と同様、失敗を繰
り返しながら徐々に失敗をしないように成長をさせて
いくしかない。 
 時代が変わっても、生徒達は失敗を繰り返す。教員
は、同じ失敗を繰り返さないように指導をしていかな
ければならない。しかしながら、我々教員の目が届か
ないところでの生徒指導案件が発生するのが昨今の状
況である。外部の専門機関を積極的に活用して、校外・
校内を問わずに研修を行い、どの教員も同じスタンス
での指導を行うことが出来るように努めていきたい。 
 
【参考文献】 
１）吉田哲也他 (2017)『筑波大学附属駒場論集 第
57 集』pp.113-142 筑波大学附属駒場中・高等学校 
２）『第 60 回 全国国立大学附属学校連盟高等学校部
会教育研究大会要項』(2018)pp.61-70 広島大学附属
中・高等学校 
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要約 
成人の精神疾患全罹患者のうち50％は思春期で発症するといわれている 1）．しかしながら，現行の教育課程
では精神疾患とその対処に関する正しい知識を学ぶ機会がないために，本人も周囲も不調になったことに気付
きにくく，本格的な病気の進行・長期化といった状態を招いている可能性が高い．そこで，中学生を対象に心
の不調や病気の予防・早期発見・早期対応の正しい知識と対処法（＝メンタルヘルスリテラシー．以下，MHL）
に関する教育プログラムを実践し，その教育的効果について検討した．MHL 教育プログラム実施前後の自記
式質問紙調査で「精神疾患と対処の知識」「援助希求行動及び援助行動の認識・意思」「心の不調時における相
談先」のそれぞれにおいて数値の向上・改善が示され，教育的効果が認められた． 
 
キーワード：思春期（中学生），メンタルヘルスリテラシー，援助希求行動及び援助行動の認識・意思 
 
1 実践の背景及び目的 
精神疾患は頻度が高く，一生のうちで全人口の 5 人
に 1 人が罹患し，成人の精神疾患全罹患者のうち 50％
は思春期で発症するといわれている 1）．精神疾患も身
体の疾患と同様に，早期発見・早期治療が大事であり，
一人ひとりが基本的な正しい知識（疾患名，症状，治
療方法，回復可能性，受診や窓口相談等）をもつこと，
誰でもかかる可能性があるという認識をもち，正しい
対応（相談したり援助を求める等）をとれることが，
その後の回復にとって非常に重要である 2）．しかし，
現行の教育課程において精神疾患とその対処に関する
正しい知識を学ぶ機会がないために，本人も周囲も不
調になったことに気付きにくく，本格的な病気の進
行・長期化といった状態を招き，「登校や学習意欲の減
退」，「進学・進級の妨げ」，「引きこもり」などの要因
となる可能性が高い．このような背景から，今回の学
習指導要領改訂では，高等学校保健体育の「現代社会
と健康」に新たに「精神疾患の予防と回復」の項目が
盛り込まれることになった．教科書に精神疾患名なら
びにその症状や対処が記載されることは実に 40 年ぶ
りであり，公教育を通じて子どもたちが精神保健を学
習することに大きな注目が集められている． 
本報告では，本校で中学生を対象に先進的に取り組
んでいる MHL 教育プログラムの実践内容とその教育
的効果について報告し，これからの中・高等学校精神
保健学習の一助とすることを目的とする．MHL 教育
プログラムは，今回改訂の学習指導要本文の「精神疾
患の予防と回復には，運動，食事，休養及び睡眠の調
和のとれた生活を実践するとともに，心身の不調に気
付くことが重要であること．また，疾病の早期発見及
び社会的な対策が必要であること．」，同解説の「㋐精
神疾患の特徴」「㋑精神疾患への対処」に即した内容と
なっている．尚，本校での取り組み 3）は 4 年目を迎え
たが，ここでは 2018 年度の実践報告とする． 
 
2 メンタルヘルスリテラシーとは 
心の不調や精神疾患の兆候や症状，特徴，対処方法
に関する正しい知識あるいは適切な対処に対する考え
方や態度のことを言う． 
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 3 実践の概要 
3.1 授業対象・実施時期 
 2018 年 10 月中旬に中学１年生（男子）123 名（41
名×3 クラス）を対象に実施した． 
 
3.2 授業担当者 
 保健体育科教諭と養護教諭，スクールカウンセラー
（以下 SC）2 名の計 4 人で担当した． 
 
3.3 授業内容・展開 
今年度の実践では，MHL 教育プログラムが他単元
と関連し，より深い学びとなるように，事前学習とし
て【（休養・）睡眠と健康】の単元を組み込んだ．事前
学習の内容は「睡眠の種類と役割」や「睡眠不足によ
る弊害」，「好ましい睡眠習慣の構築」を中心とし，生
徒自身の睡眠習慣について振り返らせ，睡眠の重要性
を理解させた．授業で用いた教材は，東京大学大学院
教育学研究科身体教育学コース健康教育学分野で研究
開発されている「MHL 教育プログラム」の指導案（対
象：中学 3 年生）及び視聴覚教材（「睡眠」に関する
アニメ，精神保健リテラシー教育アニメ（1）（2））を
参考に，本校の実態や授業対象に合わせて再編成した．
事前学習及び MHL 教育プログラムの主な授業内容は
以下の通りである． 
・事前学習【（休養・）睡眠と健康】 
 ①睡眠の重要性 
②睡眠の機能 
③睡眠不足による症状 
④睡眠不足によるリスク 
⑤望ましい睡眠 
・MHL 教育プログラム 
①精神疾患の罹患率や好発時期 
②原因やリスク要因（生活習慣，特に睡眠との関係） 
③回復可能性 
④具体的な症状 
⑤精神科医療の実際 
⑥精神的不調時の適切な対処方法 
 以下に事前学習 1 時間分及び MHL 教育プログラ
ム 2 時間分の授業展開概要を示す． 
‐‐‐‐‐‐‐‐‐事前学習‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 
【 導 入 】 
1．「なぜ睡眠は必要なのか」 
2．「睡眠は心と体のメンテナンスと休養」 
≪ポイント①≫ 
・思春期の体とこころには特に睡眠が重要（中高
生から睡眠不足が始まる） 
・思春期は体とこころ，周囲との関わりが変化し
ていく時期 
・我が国の睡眠時間の現状 
・睡眠の種類と役割について 
【 展 開 】 
3．視聴覚教材 1：「体調不良になる生活・ヒカル君
の生活」（3 分 22 秒） 
4．ワークシート：「体調を崩す要因になっていたも
のは何だろう？」 
5．視聴覚教材 2：「その後の生活」 
≪ポイント②≫ 
・体内時計が乱れやすい生活とは 
・体内時計を調節するメラトニンについて 
・睡眠不足による弊害（健康面，日常生活面，脳
機能の低下） 
≪ポイント③≫ 
・朝の目覚めが良い 
・午前中に眠気がない（朝 10-12 時には覚醒状態
にある） 
・平日も休日も就寝，起床時刻が同じ 
・専門家に相談を 
【 ま と め 】 
6．「睡眠のまとめ」 
・適切な睡眠習慣を身につけるために 
‐‐‐‐‐MHL 教育プログラム 1 時間目‐‐‐‐‐ 
【 導 入 】 
1．「こころの SOS サインに気づいていますか？」 
2．「思春期における心身の特徴」 
3．「思春期は心の不調が起きやすい時期（自己・ 
他者評価の揺らぎ）」 
【 展 開 】 
4．視聴覚教材 1：「体調を崩すまでの生活（二人の
中学生をモデルに）」（3 分 22 秒） 
5．ワークシート：「体調を崩す要因になっていたも
のは何だろう？」 
6．視聴覚教材 2：「その後の生活」（3 分 03 秒） 
≪ポイント①≫ 
・こころの不調は誰にでも起きる（5 人に 1 人） 
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 ・こころの不調は思春期から増加する 
≪ポイント②≫ 
・こころの不調には生活習慣，特に睡眠不足，夜
更かしが関連している 
・こころの不調は性格や精神力は別問題である 
・こころの不調の原因となる睡眠不足について，
自分自身の生活を振り返る 
≪ポイント③≫ 
・一人で抱え込まず，早めに相談する 
・相談できる相手は親・叔父・叔母・友達・部活
の先輩・先生・養護教諭・SC・相談室・医療機
関など様々である 
7．ワークシート：「もし，体調を崩した仲間がいた
とき，自分だったらどんな声かけをする？」 
【 ま と め 】 
8．「1 時間目のまとめ」 
‐‐‐‐‐MHL 教育プログラム 2 時間目‐‐‐‐‐ 
【 導 入 】 
1．「こころの SOS サインに気づくために」 
2．「1 時間目の振り返り」 
3．「怪我と心の病気の違い」 
【 展 開 】 
4．視聴覚教材 3：「思春期に起きやすい精神疾患の
特徴的な症状（事例を基に）」（6 分 05 秒） 
5．「症状にあてはまる＝病気と決めつけない．症状
が続く，又は繰り返し生じたら誰かに相談する
（相談は甘えや負けではなく，問題への向き合
い方や解決方法を一緒に考えること）」 
6．「気づかず放置することの危険性（早く対処すれ
ば発症を予防できる）」 
7．ワークシート：「友達から相談があった時の声か
けや対応はどうしたら良いか？（友達の SOS
サインに気づこう）」 
8．視聴覚教材 4：「相談されたときの対応，信頼す
る誰かに相談する」（3 分 00 秒） 
9．「友達に相談されたときのポイント」 
【 ま と め 】 
10．「2 時間のまとめ」 
11．「心の不調を抱えていた卒業生の事例と後輩へ
のメッセージ」 
・親・仲間・学校・医療機関が心の支えとなった 
・誰かに相談し，早めに医療機関への受診が大事 
・友達はたくさんでなくてもいい．信頼できる一
人の友人を見つけてほしい 
 
3.4 授業の目標 
事前学習の目標は，心身の健全な成長には睡眠・休
息が必要であること，睡眠の役割や睡眠不足による弊
害を理解できるようにするとした．1 時間目の目標は，
精神疾患は自分にも関わる問題であること，睡眠をは
じめとする生活習慣が心の不調に繋がること，一人で
抱え込まずに信頼できる誰かに早めに相談することが
大切であることを理解できるようにするとした．2 時
間目の目標は，心の不調時における特徴的な症状を知
り，適切な行動や態度を理解できるようにすること，
心の不調を抱える相手に対するスティグマ（偏見）を
無くし，自分自身にできることは何かを考えられるよ
うにするとした． 
 
3.5 効果検証方法 
 事前学習授業前と 2時間目の授業後に自記式質問紙
調査を実施した．質問紙は東京大学大学院教育学研究
科身体教育学コース健康教育学分野の MHL 教育プロ
グラムの効果検証に用いられている項目に，本校の実
態に合わせた項目を付け加えて再編成した．尚，今回
の報告では MHL 教育プログラムの効果検証に用いら
れている項目の分析結果のみとする．以下に分析対象
項目の内容を示す． 
・精神疾患と対処の知識（正誤問題，全12項目） 
・援助希求行動及び援助行動の認識・意思（精神疾
患症例を読み，設問に回答） 
 ・心の不調時における相談先 
 分析方法は，「精神疾患と対処の知識（正誤問題，全
12 項目）」の授業前・後における正答数の変化（図 1）
には Mann-Whitney の U 検定，「精神疾患と対処の知
識（正誤問題，全 12 項目）」の各項目における授業前・
後の正答数の変化及び「援助希求行動及び援助行動の
認識・意思」，「心の不調時における相談先」に関する
授業前・後の比較（表 1，図 2-4）にはカイ二乗検定
及び Fisher の直接確率計算法（両側）を用いた．分析
には IBM SPSS ver.24 を用い，有意水準は 5％とした
（*:p<.05,**:p<.01）． 
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 4 結果 
4.1 自記式質問紙調査結果 
・精神疾患と対処の知識（正誤問題，全 12 項目） 
授業前・後における正答数を比較すると，授業後に
おいて数値が有意に向上した（図 1）．このことから授
業後において知識を習得したことが示された．尚，問
いに対する回答は「1．正しい」「2．正しくない」「3．
わからない」の 3 択で「3．わからない」と回答した
ものは不正解とした． 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
図1．精神疾患と対処の知識 正答数比較 
 
全 12 項目それぞれにおける授業前・後の正答率の
変化は次貢の表 1 の通りである．全体的に正答率が向
上したが，特に「③精神疾患は，平均すると，一生で
２０人に１人に起きる」「④精神疾患を防ぐには，気力
と精神力が大切である」「⑩うつ病では，眠れなくなる
ことも朝起きられなくなることもある」「⑪精神疾患の
症状により，乗り物に乗れず通学が困難になることが
ある」の項目において正答率が大幅に向上した．一方，
「⑥いじめは精神疾患の要因の一つである」の項目で
は正答率が低下した． 
 
・援助希求行動及び援助行動の認識・意思 
 精神不調症例（うつ病事例と統合失調症事例）を読
み，「①事例の生徒は誰かに相談した方が良いと思いま
すか？【対処の必要性】」「②もしあなたが事例の生徒
の立場だったら，誰かに相談しますか？【援助希求行
動の意思】」の問いに回答させた結果，①においては，
授業前から多くの生徒が「誰かに相談した方が良い」
と回答しており，授業後もその割合は高値を示した（図
2）．②においては，授業前・後を比較すると授業後で 
「誰かに相談する」と回答する割合は増加したものの，
①と比較すると授業前・後ともに低値を示した（図 3）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．事例の生徒は誰かに相談した方が良いと思うか
‐「そう思う・ある程度そう思う」の割合 
表１．精神疾患と対処の知識   
授業前・後の正答率（％）を示す．[T]はい，[F]いいえが正解 授業前 授業後
①身体に様々な病気がおこるように，心にも病気（精神疾患）がおこることがある  [T] 84.6 94.9**
②精神疾患は思春期から増え始める                       [T] 70.1 92.4**
③精神疾患は，平均すると，一生で２０人に１人に起きる              [F] 14.5 77.1**
④精神疾患を防ぐには，「気力」と「精神力」が大切である            [F] 23.9 74.6**
⑤夜更かしや睡眠不足は，精神疾患を悪化させる                 [T] 86.3 92.4 
⑥いじめは精神疾患の要因の一つである                     [T] 87.2 84.7 
⑦精神疾患は，ほとんどの場合，時間がたつと自然に良くなる           [F] 60.7 78.8**
⑧精神疾患では頭痛，腹痛，吐き気などの身体の症状もまれに起こることがある   [T] 68.4 87.3**
⑨気分の落ち込みが続く場合や繰り返し起きる場合には「うつ病」の可能性がある  [T] 73.5 91.5**
⑩うつ病では，眠れなくなることも朝起きられなくなることもある         [T] 59.8 89.8**
⑪精神疾患の症状により，乗り物に乗れず通学が困難になることがある       [T] 52.1 94.9**
⑫幻聴や妄想は，覚せい剤や危険ドラッグを使った場合にのみ起きる        [F] 82.9 90.7 
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図 3．あなたが事例の生徒の立場だったら，誰かに相
談するか‐「そう思う・ある程度そう思う」の割合 
 
・心の不調時における相談先 
「悩みや心配なことを感じるとき，あなたは誰に相談
しようと思いますか？（複数回答可）」の問いに対して，
相談したい・相談してもいいと答えた生徒の割合を図
4 に示す．①以外の割合は授業前よりも授業後の方が
高値を示した．特に④⑤⑥⑦は数値が有意に向上した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図4．「悩みや心配なことを感じるとき，あなたは誰に
相談しようと思いますか？」‐「相談したい・相談し
てもいい」の割合 
 
MHL 教育プログラム（2 時間）の授業終了から 3
ヶ月経過した時点においても効果検証のために自記式
質問紙調査を実施し，知識の継続があるか，また，具
体的な援助希求行動及び援助行動があったかなどを検
証予定である． 
 
4.2 生徒の授業感想 
以下に事前授業（休養・睡眠と健康）と MHL 教育
プログラム（2 時間）における生徒の感想を一部紹介
する． 
【事前授業の感想】 
・寝ることは心身とも癒す重要なことだと分かった． 
・睡眠不足による弊害が思っていたよりも多く怖くな
った．これから気をつけたい． 
・脳や体の成長のためにもたくさん寝ようと思う． 
・早寝は大切． 
・適切に睡眠をとって休むことで身体的・精神的に安
定することがわかり，ためになった．もう少し早く
寝られるように工夫したい． 
・睡眠の大切さがわかったので，ゲームやＳＮＳの時
間を減らして早く寝るようにしたい． 
・夜中のゲームはよくない． 
・寝られないときも焦らずに呼吸を整える． 
・快適な睡眠が得られるように生活習慣を整えたい． 
・文化祭前がかなりつらい．睡眠時間を確保すると勉
強ができなくてつらい． 
 
【1 時間目の感想】 
・生活習慣に気を付け，悩みをため込まないのが大切
だと分かった． 
・今はまだ身近に感じられないが，これからの人生で
自分自身に起こるかもしれないから，しっかり学ぶ
ことが大切だと思った． 
・もし心の不調や病気になったら早めに相談すべきだ
と思った． 
・相談できる（したい）人を先決しておく． 
・自分からは言えないかもしれないから，話しかけて
くれる友達が必要． 
・精神疾患は身近なものだと分かった．知識を増やせ
ば，自分や友達を守ることができると思う． 
・生活習慣の改善で心の病気を治せると学んだ． 
・精神の病気が簡単に起こると分かって驚いた． 
・無自覚が一番怖い． 
 
【2 時間目の感想】 
・もし，病気になってしまったら，すぐに相談しよう
と思った．（多数） 
・3 つの症例をみて，思春期には特に気をつけなけれ
ばならないと思った． 
・今まで抱え込んでいたことが，やっと親に話せるよ
うになった．この時期に話すことができてよかった． 
・「早め早めにお医者さん」はどんな病だろうと重要で
あると分かった． 
・相談するときも，相談されたときも，抱え込まずに
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 保健室の先生などの力を借りようと思った． 
・相談できる人を持っているということはどんなに心
強いことか． 
・周りの人々の支えによって，心の不調・病気は回復
するということがわかったので，もし病気になって
もあきらめないで頑張りたい． 
・卒業した先輩の話を聴いて，身近にあるものだとい
うことを実感した． 
・心の病気の人を差別するのではなく，一緒になって
考えてあげようと思った． 
 
【2 時間を通して「戸惑いや不安」に関する感想】 
・もし，自分がなってしまった場合は，なかなか相談
できないように思うが，今からならないように気を
つけたい． 
・周りの人とのつながりが大切だと思った．周りにそ
のような人がいたら，声かけをしようと思ったが，
実際できるかはわからない． 
・周りの人の気遣いも大事．どうやって気づく方法が
あるのか？ 
 
5 考察 
本報告では，思春期の MHL の向上，睡眠をはじめ
とする生活習慣の重要性の理解，援助希求行動及び援
助行動の向上を目的とし，東京大学大学院教育学研究
科身体教育学コース健康教育学分野で製作されたビデ
オ教材及び指導案を基に，本校の実態に合わせて保健
体育科教諭・養護教諭・SC で連携して授業を実践し
た内容を取り上げた． 
自記式質問紙調査結果より，「精神疾患と対処の知識」
において一項目に正答率の低下がみられたが，その他
の項目において正答率は向上し，全 12 問の正解数を
授業前・後で比較しても有意に数値が向上しており，
MHL 教育プログラムによって知識が定着したといえ
る． 
また「援助希求行動及び援助行動の認識・意思」に
おいては，事例の生徒は誰かに相談した方が良い（【対
処の必要性】がある）と認識している割合が授業前・
後ともに高値であるが，実際に自分自身がその立場に
なったら相談をする（【援助希求行動の意思】がある）
と認識している割合は，【対処の必要性】ほどの高値を
示さなかった．このことを生徒の授業感想などから考
察すると，客観的に精神不調症例を目の当たりにした
り，文章化されていたりすれば対処の必要性を認識で
きるが，実際に自分自身に精神不調が生じた際に，「精
神不調であると認識できるのか」，また「そのような大
切な話を相談することが出来るような相手が自分自身
にはいるのか」ということへの疑問や不安から，【援助
希求行動の意思】が高値を示さなかったと考えられる．
しかしながら，授業前・後の数値の変化に着目すると，
授業後において「誰かに相談する」と回答する割合が
増加しており，本プログラムの効果があったと考えら
れる． 
心の不調時における相談先においては，一項目で「相
談したい・相談してもいい」と回答した生徒の割合が
低下したが，その他の項目においては数値が向上した．
特に，養護教諭，SC，精神科等の医療機関，その他の
医療機関に対する数値は大幅に向上した．これらの相
談先は所謂「専門家」であり，精神不調は重大な場合
もあるため専門家に相談すべきであると認識されたこ
と，専門家に相談するということへの抵抗感がなくな
ったことが関係していると推察される． 
生徒の授業感想から，事前学習（1時間）及び MHL
教育プログラム（2 時間）を通して心の不調・病気と
睡眠等の生活習慣は関連性が高いことを理解し，「夜更
かしすることを軽視していた」「睡眠不足が多かった」
「夜中のゲームはよくない」など，自分自身の行動を
反省する記述が多数みられた．「睡眠をもっと多く取り
たい」「SNS の時間を減らす」「睡眠を削らないように
行動をテキパキしようと思う」「自分の生活を見直し，
健康的な生活ができるように心がけたい」と生活習慣
改善への意欲が感じられる記述も多数みられた．援助
希求行動及び援助行動の考えについては，「早めに相談
すべきだと思った」「周りの人のことも気にしてあげて，
いつでも相談に乗ってあげられるようにしたい」など，
相談の重要性を理解した生徒が多いように見受けられ
た．また，本プログラムをきっかけに「今まで抱え込
んでいたことが，やっと親に話せるようになった」と
記述もあり，実際の行動に変容がみられたことは大き
な成果であるといえる．その他，「精神疾患を治すため
には当事者より周りの人が理解したり，相談に乗るこ
とが不可欠」「もしそんな人が周りにいたら，親切にし
たり，周りの人と協力して助けてあげたい」「部活に出
てこない人に声をかけよう」などの記述から，正しい
知識の定着が偏見や先入観をなくし，他者に対する援
助行動の考えを変容させ，共生社会での自身の在り方
を考えている様子が窺えた． 
以上のことから，MHL 教育プログラムは心の不
調・病気に対する理解・認識を深めるとともに，好ま
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 しい生活習慣や人間関係の構築に寄与する可能性があ
り，思春期の自我形成時期に学習することの意義は大
きいといえる．一方，「周りにそのような人がいたら，
声かけをしようと思ったが，実際できるかはわからな
い」といった授業後における「戸惑いや不安」に関す
る記述は看過できず，指導内容の検討を重ねていく必
要がある． 
 
【授業実施上の工夫点】 
本来，中学 3 年生対象の学習指導案内容を本実践で
は中学 1 年生に実施するにあたり，以下の点に工夫を
凝らした． 
①前述の通り，MHL 教育プログラムが他単元と関
連し，より深い学びとなるよう単元配置を工夫し
た．具体的には，事前学習として「休養・睡眠と
健康」を取り扱った． 
②援助希求行動や援助行動に対する認識の改善に向
けて，養護教諭が授業者を務めたり，SC からの
講話を設定したり（本実践ではビデオレター形式
でメッセージを伝えた），専門的な相談機関や医療
機関の存在を周知したりした． 
③不明確な表現は避け，資料やデータなどの科学的
根拠を示しながら丁寧に解説した．また報告者の
工夫点とは異なるが，視聴覚教材内容が進学塾，
スマホ（SNS），部活動など生徒の日常生活に沿
った構成で，自分自身と登場人物を重ね合わせて
視聴する様子が見受けられ，メンタルヘルスに対
する関心が高まったといえる． 
 
①については，MHL 教育プログラム 1 時間目の学
習内容の 1 つである「睡眠等の生活習慣が心の不調・
精神疾患の要因になること」に関連付けることで，授
業感想に「精神疾患を予防するためにたくさん寝たい」
と多数の記述がみられた．生徒にとって睡眠（時間）
は，学校行事や部活動，習い事などの影響を受けて「削
りがちなもの」と認識されていたが，本実践を通して 
「睡眠を削らないように，行動をテキパキしようと思
った」という記述もあり，睡眠の重要性を理解させる
にとどまらず，効率の良い時間の使い方を考えるきっ
かけとなっていることも推察できる．生活習慣，特に
睡眠習慣が乱れ始める中学 1年生を対象に睡眠の重要
性を強調するためにも単元配置の工夫は効果的であっ
たと言える． 
②については，養護教諭が授業者を務めることで「養
護教諭は怪我や体調不良の対応のみならず，心の不調
に関しても理解がある」ことの周知ができた．また SC
を紹介することで，校内に相談する場所があることや
実際の相談相手の雰囲気を伝えることができた．さら
に SC から具体的な相談場所や相談方法の紹介が行わ
れ，心の不調や病気には専門的な関わりも大切である
ことを伝えることができた．その成果として，前述の
通り，「専門家」に対して「相談したい・相談してもい
い」と回答した生徒の割合が大幅に向上したものと考
えられる．このことは，保健体育の保健分野における
「健康の保持増進や疾病の予防のために保健・医療機
関を有効に利用すること」にも繋がり，MHL の視点
からの学習を通して，より理解が深まりやすくなると
言える．生徒の授業感想においても「早め早めにお医
者さんは重要」「相談するときも，相談されたときも，
抱え込まずに保健室の先生などの力を借りよう」と記
述があり，社会資源を有効に活用しようという意思が
見受けられた． 
 
【授業実施上の注意点】 
① 養護教諭・SC と密に連携を図り，生徒の実態
把握に努め，授業前・授業中・授業後のケアを
心掛ける． 
② 授業後における「戸惑いや不安」に関する感想
を看過せず，指導内容の精査・検討の必要があ
る． 
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実践報告 英語で大喜利 
 
 筑波大学附属駒場中・高等学校 英語科 
阪田 卓洋 
要約 
英語授業において，生徒に教材を提示するインプットの段階から，彼(女)らがその内容を踏まえて発話活
動・発表活動をするアウトプットの段階へ，教員側がどういう働きかけをするかが極めて大事となる。自由度
の高い発話活動や創作ライティングは中学段階の生徒にとって過度な負担になり得る（中森(2018, p134)）が，
その一方で，提示された教材を再産出するStory Retelling活動は，ともすると英文の暗唱に終始し，自分の
言葉で発話する・発表する活動としては不十分であるとも思われる。その点を踏まえ，英語授業の中で，Story 
Retelling で使用した絵を再度用い，その絵に独自の視点で面白い物語を創作してもらい，それを発表する活
動を大喜利形式で行った。本論考はその実践報告である。この活動の意義として，①言語の本質である創造力
を暗示的に示すこと，②英語が苦手な生徒も積極的に発表に加わることができること，③繰り返し既習文法に
触れる良い機会になること，が挙げられる。 
 
キーワード：発表活動，Story Retelling，定着活動，ゲーム形式，創造性 
 
1 はじめに 
 筆者は，英語の授業の中に「楽しみながら英語を使
う時間」を多くとりたいと思っている。教室の外に一
歩出れば英語が必要ではない日本において（尤も，東
京オリンピック 2020 まではそれなりの必要性はある
かもしれないが），英語を習得することは容易ではない。
たった週 4 時間の英語の授業であるが，その中にどれ
だけ英語を実際に使う時間が取れるか，が勝負の鍵と
なる。 
 生徒が英語を使う，という視点から英語の授業を考
えたときに，一番の理想はイマージョン（Immersion）
である。英語の海の中で泳がなければ死んでしまう状
況に行けば（Swim or sink），否が応でも英語を使わざ
るを得ない。しかし，これは日本で英語を外国語
（EFL：English as a Foreign Language）として教室で学
ぶ者には，現実離れした提案である。41 人のクラスに
対して 1 人の ALT が来たところで，イマージョンには
程遠い現実である。 
 そのような状況で生徒に英語を使ってもらうにはど
うしたらよいか。色々な方法があると思うが，いずれ
の方法を採るにせよ，英語を使った活動をするからに
は楽しんで活動してもらいたい。成績を上げるために
嫌々英語を使っているような状況だけは作りたくない。
「この活動なら英語使っても楽しくできるから使って
やってみるか」と生徒に思ってもらえるような活動を，
教員が考えるしかない。 
 今回の「英語で大喜利」はそのようなモチベーショ
ンから生まれた活動である。以下，詳述したい。 
 
2 なぜ大喜利か 
2.1 テンポが良い 
 大喜利形式での発表の一番の魅力はテンポの良さに
あると言える。聴衆の立場からすると，いくら自分の
知っている友達の発表とは言え，1 分も 2 分も続くス
ピーチを 10 人分，20 分も聞き続ければ，自然と集中
力は切れてくる。一方，大喜利形式では，複数人の解
答者が自分達の目の前におり，その中の誰がどのよう
な発表するか分からないという「意外性」があり，ま
た，1 人が数秒，長くても 10 数秒という短い話を続け
ていくという「テンポの良さ」がある。同じ 20 分の発
表であっても聴衆を引き付ける力は，このような発表
スタイルの方が上であると言える。 
 
2.2 全員を巻き込む力 
 大喜利というと，その場で面白い解答を発表し，聴
衆をあっと言わせることが醍醐味であるが，母語であ
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 る日本語ですら困難であるこの活動を，習いたての外
国語で行うことは不可能と言ってよい。そこで，今回
は 4 人のグループワークとし，発表者以外は放送作家
として大喜利のネタを考えてもらうことを課して，基
本的に発表者はネタを考えなくて良いことにした。こ
うすると，発表者に過度な負担がかかることを避ける
と同時に，全員に何かしらの役割を与えることができ
る。 
 また，人前で発表することは苦手でありながらも，
面白い解答を用意することが得意な生徒も活躍できる
場が生まれ，適材適所で発表活動を行うことができる。
特に，中学生という発達段階を考慮に入れたときに，
人前で面白いことを言う，ということに恥じらいを感
じる生徒もいる。そのような生徒に発表を強要するの
ではなく，台本作成という活動を通して参加させるこ
とで，一定の達成感をもたらすことができる。 
 
2.3 面白さを求める過程で起こること 
 大喜利をするからには聴衆がハッとするような，な
るほどと思うような解答を用意したい，というモチベ
ーションが生徒の中に生まれる。そしてこのモチベー
ションが英語学習の観点から大事な役割を果たしてい
る。 
 当然のことであるが，面白さを共有するためには，
その面白さが聴衆に伝わらなければならない。どんな
にアイディアが面白くとも，それを伝える英語が全員
にとって理解可能でなければ，その解答は大喜利とし
て高い評価を得ない。つまり，面白さを追い求めるこ
とは，相手にとって理解しやすいアウトプットを産出
することを必然的に要求するのである。 
 スピーチの発表では「相手に伝わりやすい英語で話
す」というような観点を設けたり，聴衆に振り返りシ
ートを記入してもらったり，あるいは質疑応答の時間
を設けたりして，伝わる英語を使用することを間接的
に促すことができる。しかし，これは 2.1 で触れた「テ
ンポの良さ」の逆を行く発想であり，どうしても間延
びした活動になってしまう。 
 英語で大喜利は，その活動の趣旨自体に「伝わる英
語」を使うことが内包されている。教員は彼らに面白
さを求めさえすれば，彼ら自身がその背後にある「伝
わる英語を使う」という課題を乗り越えていってくれ
るのである。 
 
2.4 アウトプットの瞬発力を鍛える 
 2.2 で触れたように，今回は放送作家に事前にネタを
作ってもらい，それを発表者にその場で発表してもら
う形式にした。これではスピーチ活動と同じように台
本を暗唱しているだけなのではないか，という考えも
あるかもしれないが，大喜利形式の方が実際のコミュ
ニケーションに近いと思われる。 
 我々が外国語で会話をするときに求められる力の一
つに瞬発力があると思う。自分が言いたいと思ったこ
とを頭の中でどれだけ早く，正確に産出できるか，と
いう点である。スピーチ発表ではこの能力は必要ない
（あらかじめ話す内容が決まっているため）が，即興
スピーチやディスカッション，会話となると発話の自
由度が高まり，よって瞬発力も必要となる。 
 今回の大喜利では事前にお題を提示しているため，
スピーチのように事前に準備をすることができる。た
だ，その場で出されたお題に答えるためには，頭の中
にある情報を早く，正確にアウトプットすることが求
められる。その点において，自由度の高いアウトプッ
ト活動につなげるための第一歩として捉えることがで
きるのではないか。 
 
2.5 4 技能の統合 
 グループで大喜利の活動を実施する過程で，読む・
聞く・話す・書くの 4 技能をバランスよく含めること
ができる。 
1 放送作家によるネタの創作（Writing） 
2 放送作家のネタの共有と選別（Reading） 
3 AET による英語のチェック（Grammar） 
4 発表（Speaking & Listening） 
放送作家には事前にお題を 5 つ与えているため，一つ
に 20 語程度の解答を用意したとして，全体で 100 語の
英作文を書いたことになる。これを 4 人グループで持
ち寄れば，放送作家 3 人分（1 人は発表者）で 300 語
の英文ができたことになる。もちろん英語に誤りがあ
ると思うが，それを踏まえても 300 語近い英文をグル
ープ内で読み合う活動には意義があると思う。 
 
2.6 想像力そして自由英作文との連携 
 今回の大喜利は，絵を見て面白いことを英語で言う，
というお題で統一した。この活動には picture 
description の要素が含まれている。大学入試問題を見
てみると，このような状況描写の自由英作文の問題が
出てくることが多い。東京大学 2015 年度では以下のよ
うな問題が出ている。 
 
－ 142 －
  
2015 年度東大入試 問 2 
 
まさに絵を見てその内容を描写するタスクである。た
だ，それだけでない。いささか不思議なこの絵に対し
て「あなたが思ったことを述べ」なければならない。
状況を正確に描写する能力と，その背後にある物語を
創作する力が必要になる。この問題が要求する高い英
語力と豊かな想像力が，まさに「英語で大喜利」で鍛
えようと思っている力である。 
 
 
3 英語で大喜利に至るまでの指導 
3.1 対象学年 
 今回英語で大喜利を実施したのは中学 2 年生 123 名
である。筆者が担任を務める学年であり，中学１年生
から継続して英語授業を担当している。英語学習への
モチベーションが高い生徒が一定数おり，また，どの
ような課題にもやる気をもって取り組む子が多く，全
体的に授業がしやすい雰囲気である。 
  
3.2 夏休みの課題図書 
 夏休みには読書課題として The Adventures of Tom 
Sawyer（Macmillan Readers, Level 2）を課した。アメリ
カ文学が誇る古典的名著であり，名前を知っている人
は多いが，実際に読んだことがある生徒はそこまで多
くない。無邪気な少年トムが繰り広げる冒険は中学生
の好奇心をくすぐり，英語で読んでいても思わず笑っ
てしまう面白い場面も多々あり，現代であってもその
魅力は色褪せない。続編『ハックルベリー・フィンの
冒険』ほどの社会的な問題提起もなく，純粋に冒険文
学を楽しむ上では格好の題材であると思われる。 
また，Graded Readers では挿絵も豊富にあり，内容
が理解しやすい。と同時に，挿絵が豊富であるために，
2学期以降この題材でStory Retellingや大喜利の活動を
しやすいという利点もあった。 
 
 
挿絵の例（Graded Reader, p.11 より） 
 
 生徒達には，英語で読んだ証として，各章の内容を
数行で要約する宿題を出し，その宿題の提出を以て，
この本を読んだことを認めた（資料 1）。 
 
3.3 内容理解 
 2 学期の授業では，全生徒に内容を細部まで理解し
てもらうために，また，扱われている文法項目を漏ら
さずカバーするために，内容理解活動と重要英文の音
読を行った。授業の流れは以下の通り。 
1. 重要単語の確認 
2. 本文の要約穴埋め・間違い探し（本文を見ながら） 
3. 穴埋めの確認（絵を見ながら） 
ここまでが内容理解活動である。簡単な作業ではある
が，本文と要約を同時に読むと 200-300 語を読むこと
になり，生徒にはかなりタフな課題だった。 
ここから先は，物語として retelling しやすい場合に
は文法解説→重要文音読→retelling へと進む。 
retelling をしない場合は，文法的に重要である英文
をピックアップし，解説そして音読練習をした（資料
2）。 
 
3.4 Story Retelling 
 挿絵が豊富にあり物語として retelling しやすい箇所
を選び，retelling 活動を行った。その場でキーワード
を見ながら物語を再生できることが望ましいが，中学
2 年生の段階では，英語が苦手な生徒にとっては苦し
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が，練習する時間を多く取り，全員が自信を持って
retelling に臨めるようにした。授業の流れを以下にま
とめる（授業プリントは資料 3）。 
1. オーラル・レビュ  ー
2. 音読 
3. 穴埋め音読 
4. グループで役割分担して retelling 
5. ペアで役割分担して retelling 
6. 1 人で retelling 
オーラル・レビューとはオーラル・イントロダクシ
ョンのレビュー版である。オーラル・イントロダクシ
ョンでやったものと同じようなものを繰り返しやる。
無論，生徒が飽きないように新しい質問をしてみたり，
途中で話を止めて続けさせたりする。大事な点は繰り
返し英語に触れさせる点である。 
 そこからテキストを見ながらの音読，そして穴埋め
音読を行う。このまま retelling 発表に行くと多くの生
徒はできないまま終わってしまう。そこで，グループ
で役割分担をして，1 人当たりの負荷を軽くして
retelling をさせてみる。1 つのグループを前に出して発
表してもらうときもあれば，そのまま終わりにしてし
まうときもある。1 時間の中に詰め込むのではなく，
時間をまたいで，繰り返し練習する機会を作る方が肝
要だと思われる。 
 最終的には授業時間内に 1 人 1 人にパフォーマン
ス・テストを実施することが理想かもしれないが，時
間的に難しいし，41 人の retelling をひたすら聞き続け
ることは精神的苦痛以外の何物でもない。そこで，今
回は LL 教室を使い，ヘッドセットで全員の retelling
を一斉に録音した。教員はあとで音声をまとめて聞け
るという利点があるし，生徒達に対して「録音される」
というプレッシャーを与えることができるため，間接
的に練習を要求することができる。全員の前で英語を
話すという時間ももちろん必要だが，時間的な制約が
あるときには LL 教室のような環境で録音，提出の流
れが効率的であると思われる。 
 
 
Story Retelling の様子 
 
3.5 新たな英文を考える 
 大喜利に向けて頭の体操として，各章の内容理解後
に，生徒達に物語の一場面を示した絵を配布し，英語
で説明を書いてもらう宿題を課した。物語通りに絵を
描写しても良いが，もし面白いアイディアがある場合
はそれを書くように伝えた。すると，提出した生徒の
ほとんどが物語とは違う独自のストーリーを書いてき
た。自由英作文課題の第一歩として良かったと思う。 
 提出された英文は添削をして返却し，面白いアイデ
ィアをシートにまとめて後日配布した（資料 4）。 
 
4 英語で大喜利の実際 
4.1 事前準備 
4.1.1 題材の提示 
 以下に大喜利当日までの準備を列記する。 
11 月 8 日（木） 
授業最後に大喜利グループの発表。グループから大喜
利発表者 1 名と放送作家 3 名を決める。また，お題と
なる 5 枚の絵を配布。宿題としてそれぞれの絵に関し
て面白い答えを考えてくるように指示した（資料 5）。 
なお，お題となる絵は前半組と後半組で違う（4.2.2 で
詳述）。 
 
11 月 12 日（月） 
授業後半 20 分間を取り，グループ内でお互いの考えを
シェアさせる。面白いネタを選ばせる。 
 
11 月 13 日 TT（火） 
TT の授業中に 1 グループずつ自分たちのネタを ALT
に見せ，英語をチェックしてもらう時間を取る。チェ
ックが終わり次第，発表者はネタを頭の中に入れる。 
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 11 月 15 日（木）（1 クラスは 17 日（土）） 
発表 
 
4.1.2 グループの作り方 
 41 人のクラスで 10 グループ作るため，4 人グループ
×9，5 人グループ×1，とした。グループ間の英語力
に差ができないよう，筆者が直近の学期の成績を参考
にグループを作成した。 
 
4.2 当日（授業）の流れ 
4.2.1 全般 
時間：20-25 分 
やり方： 
 10 グループを事前に前半組，後半組に半分ずつ
に分けておく。 
 前半組の発表者 5名が前に出てきてステージの
上に横並びに座る。大喜利発表を始める。 
 この間，後半組の生徒達は審査員となる。公平
に審査してもらうため，彼らには事前に前半組
のお題を示していない（前半組と後半組でお題
の絵を分けたのはそのため）。 
 前半組が終わり次第，後半組を始める。審査員
は前半組の生徒達。 
 
4.2.2 大喜利の進め方 
 発表者がステージ上の座布団に座る。 
 教員が絵をスクリーンに示し，“Describe the 
picture.” と声をかける。アイディアを発表した
い人は手を上げ，指名されたら答える。 
 発表が終わったら，次に発表したい人が手を上
げ，指名されてから答える。 
 この作業を繰り返す。 
 1 枚の絵に対して 3 分の時間を確保しておくと
ちょうど良い。1 人の発表とそれに対するリア
クションで 30-40 秒になるため，5 人全員が発
表すれば 3 分くらいになる。 
 1 枚の絵に対してアイディアが出尽くしたとこ
ろで 2 枚目に移る。これ以降は今までの手順を
繰り返す。 
 
 
 
 
 
当日の配置 
 
 
授業当日の様子 
 
4.3 評価（資料 6） 
 生徒達に評価シートを配布し，４つの観点（表現力，
正確さ，創造性，積極性）で評価してもらった。この
評価シートを集計し，個人としての得点（表現力）が
最も高かった生徒に Best Performer Award，グループ点
（正確さ，創造性，積極性）が最も高かった班に Best 
Ogiri Award を送った。 
 
 
5 英語で大喜利を経て見えてきたこと 
5.1 言語が持つ創造力の再認識 
 フィクションを創り出すことこそが言語の本質と言
えるが，今回の活動を通して，改めてその力を痛感し
た。 
 以下の絵は，物語の冒頭を示している。いつものよ
うに悪さをしたトムがポリーおばさんに捕まった。そ
の手から逃げるためにトムは「後ろを見て！」と叫び，
それを聞いたポリーおばさんは思わず後ろを見て手を
放してしまう。このあとトムはすぐさま庭へ走り去っ
てしまった。 
 普通のPicture Descriptionならば以下のような解答が
出てくるだろう。 
 
Tom said to Aunt Polly, “Look behind you!”  
Aunt Polly let go of Tom’s jacket and turned around. Tom 
ran away. 
発表者 発表者 発表者 発表者 発表者
スクリーン 
教員
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これに対して，生徒達から実にさまざまなアイディア
が出てきた。一部をここに紹介する（詳細は資料 4 を
参照）。 
 
“Hey, there is a cockroach on the desk!” 
“Oh no, where is Goki-Jet?” 
“Wait. That is a beetle. I want to catch the beetle.” 
こう解釈すると，このシーンは夏の微笑ましいワンシ
ーンに見えてくる。（beetle だけでは本来カブトムシや
クワガタムシを表せないが，ここではそこは指摘しな
かった。） 
 
A wall of glass makes Tom and Aunt Polly not able to touch 
each other. Polly touches the wall. Tom has found a hole of 
the wall and they are going there. 
すごい創造力だと感心してしまう。どのような経緯か
分からないが，立ちはだかるガラスの壁を前にして，
懸命に出口を探そうとするトムの姿に感動すらしてし
まう。 
 
Tom: I’m not Tom. This is a shadow. The real Tom is there! 
Aunt Polly: What!? 
中学２年生の男子らしさが前面に出ている作品。この
手の作品が生徒に一番ウケが良かった。この 2 人がこ
のレベルの戦いをしていたとすると，ハリー・ポッタ
ーの世界観に近く見えてくる。 
 
Tom: Look, there is a big man. I will hit him with my right 
hand. 
Aunt Polly: Wait. I must take some money. 
Tom: Why? 
Aunt Polly: Because you will lose, and then I have to make 
a friendship with him. 
勇敢なトムを真正面から裏切るポリーおばさんの残酷
さとしたたかさが見える作品。これは bribe という単
語を知らなくても bribe と同じことを簡単な英語で言
えている点が評価できるし，逆に bribe という単語を
使わないからこそ，全員で理解できる作品になってい
る。 
 
 もう一枚の例も紹介したい。 
以下の絵は，物語の中盤，ベッキーに一目惚れし，
何とか気に入られようと得意の絵を描いてアピールす
るトム。一生懸命家の絵を描いたが隣に描いた男の人
と家の大きさが同じになってしまった。 
普通のPicture Descriptionであれば以下のような解答
が出てくると思われる。 
 
Tom wanted Becky to like him. He drew a picture of a 
house on a piece of paper. Tom drew a picture of a man in 
front of the house. The man was bigger than the house. 
 
 
これに対しては以下のような作品が出てきた。 
 
Becky: What a wonderful house! I like it. 
Tom: Do you really think so? 
Becky: Of course, I do. It’s too gorgeous for my dog. 
オチをつけるお手本のような作品。犬小屋と思われて
いたことが最後のコメントで現れるところが秀逸。 
 
Becky: Who drew this dirty picture? 
Tom: It’s me. 
Becky: It’s beautiful. I like it. 
いわゆる「手のひら返し」の例。中学２年生が好きそ
うな作品である。 
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 次は少し異色な作品。 
Huck is Tom’s friend. He doesn’t have his house, so Tom 
and Becky are suggesting their idea about Huck’s house. 
温かいストーリーでこれを読んだだけで胸を打たれて
しまう。温かいだけではなく，これを書いた生徒はハ
ックの置かれている立場もちゃんと理解できている，
ということがわかる。 
 
以上のように，ことばの力で 1 枚の絵にさまざまな
物語が生まれる。Story Retelling で一度物語を再生した
からこそ，つまり，全員が 1 つの解釈を学んだあとだ
からこそ，その絵に違う物語を与えやすくなるし，そ
れが面白くなりやすい。このような活動を通して，生
徒達にはことばが持つ力を感じ取ってほしいと思う。 
 また，ここに出てきている例は，事前に筆者が想像
もしなかった例である。「英語で大喜利」と言うと，「そ
んなことできるわけない」と否定的にみられることが
あるが，教員の想像力には限界があっても，生徒の想
像力はそれを遥かに上回っていることが考えられる。
筆者自身，自分の感覚で活動を考えてはいけない，と
改めて学ぶ機会となった。 
 
5.2 英語が不得意な生徒の活躍 
 4.1.2 で触れたように，グループ間の英語力差をなく
すため，筆者が直近の成績を参考にしてグループメン
バーを構成した。どのグループにも英語ができる子か
ら，不得意な子までいる。このようなグループで発表
活動をすると，どのグループも英語が一番できる子が
発表者になってしまうことが多いと思うが，今回は英
語が不得意な生徒の頑張りが見られた。以下の表は発
表者のグループ内英語力を示している。 
 
 グループ内の英語力 
クラス 上 中上 中下 下 
A 4 2 2 2 
B 5 2 0 3 
C 5 1 2 2 
計 14 5 4 7 
発表者の英語力 
＊5 人グループは 4,5 番目の生徒を「下」として計算 
 
30 グループ中，およそ半分（14）のグループは英語が
最もできる人を発表者にしていた。その一方で，7 つ
のグループで英語が一番できない生徒が大喜利発表者
になっていた。 
 これには放送作家の存在が大きいと思われる。英語
力が高く，自分でアイディアを練って発表までやりた
い，という子もいれば，アイディアを練るのはいいが
発表するのには抵抗がある，という子もいるだろうし，
逆に，アイディアを英語で書くことはできないが，面
白いネタを覚えてそれっぽく発表することは得意であ
る，という生徒もいる。実際，英語が不得意で大喜利
をやった生徒達の顔ぶれを見ると，ムードメーカー的
な存在が多いように思う。英語が不得意でありながら
も発表活動を楽しくやってみたい，という子が本領を
発揮できる活動であると言えるかもしれない。 
 
5.3 reading と writing のサイクル 
 今回の「英語で大喜利」では，その実施に至るまで
「絵を見て面白いことを言う」という活動をしてきた
（3.5 参照）。この活動では既習文法を使って英文を作
るような指導は特にしなかった。しなくても，生徒た
ちの作品からは既習文法が見られることが多い。以下
の 1 枚の絵（picture description の課題に使ったもの）
を例にとって，その絵に対する生徒たちの作品から，
習いたての文法が使われている例を確認したい。 
 
 
 
この挿絵が登場する Chapter 9 では以下の文法項目を
重点的に教えた。 
日本語 英語 
（俺たちは）学校に行かな
くていいんだ 
We don’t have to go to 
school. 
ここはつまらない It’s boring here. 
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 僕も飽きた。 I’m bored too. 
彼らはとても嬉しかった。 They were very pleased. 
 
ここでは don’t have to と be bored / be pleasedなどの感
情を表す表現を主に扱っている。なお，感情の表現を
扱う前に受身も導入しており，その延長線で感情の表
現を教えている。 
 では生徒の作品を見てみよう。 
 
don’t have to 
Tom: That is my steamboat. 
Huck: Really? You are very rich. 
Joe: We don’t have to work. 
 
感情を表す表現 
Tom: Wow! There are many real pirates on the steamboat! 
Huck: What? It’s so wonderful! Let’s join them and be real 
pirates.  
Tom & Jo: We will never be bored. 
 
受身＋感情を表す表現 
Joe Harper found a piece of cake on the ground. It was Tom 
Sawyer’s. Joe Harper grabbed it, and ran to Tom Sawyer 
and Huck Finn. Tom Sawyer kept watching the steamboat. 
Huck found Joe and grabbed the cake. Huck Finn hit Joe 
with his hand. However, he was hit by Tom Sawyer.  
Huck Finn fell down on the ground next to Joe Harper. Tom 
ate the cake. Joe and Huck were shocked and ran to Tom.  
 
数こそは多くないが，確実に使われている。なお，2
例目の “We will never be bored.” という表現は，中 1 の
3 学期に暗唱したドナルド・トランプの就任演説の一
部分 “You will never be ignored again.” の影響も出てい
ると思われる。 
 また，1 学期に指導した to 不定詞も以下のように現
れている。 
 
to 不定詞 
Tom: What’s that? 
Huck: It’s a steamboat. 
Tom: Why did it come here? 
Huck: I think it came here to give us something to eat. For 
example, meat, fish, and some fruit. 
Joe: Oh my god! I don’t want to eat them but more cake! 
 
このように，少ないながらも生徒達の英作文から習
いたての英文法を見ることができる。こういった既習
文法を用いたアイディアを資料 4 のようにアイディ
ア・シートにまとめて生徒達に配ることができる。生
徒達は面白いアイディアを読みながら，新出文法に慣
れ親しむことができる。reading  writing  reading と
いうサイクルの中で，当該文法に繰り返し触れる機会
を創り出すことができる，というのもこの活動の良さ
だと思う。 
 
 
6 おわりに 
 これからの英語学習を考えると，インターネット上
で海外の人と英語で話すことのみならず，家で気軽に
AI と英語で話す時代が来るかもしれない。そうなった
ときに学校教育や英語教員の仕事はどうなるのか。生
徒達を引き付けるだけの教材としての「面白さ」を教
員が用意できるか，活動としての「面白さ」をどれだ
け見せられるか，が焦点になろう。英語教員としての
力量が試される時代がすぐそこまで来ていると感じる。 
最後になってしまったが，「英語で大喜利」という意
味不明な発想を理解してくれ，こちらの想像以上のパ
フォーマンスを見せてくれた生徒達に感謝したい。「学
校紹介ビデオ in English」や「シェイクスピア劇のスキ
ット」，「テレビコマーシャルの製作」などやりたいこ
とはまだまだたくさんある。来年度も頑張りましょう。 
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2018 年度個人研究報告テーマ一覧 
 
国語科    
氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
有木 大輔 
①高校生のための漢詩づくり指導
法 
・シンポジウム「高等学校国語科におけ
る古典教育の在り方」（全国漢文教育学会
第34回大会パネリスト 2018.6.17） 
・「江戸期における唐詩集の重板・類板―
『元禄太平記』の記述より―」（『中国―
社会と文化』第33号 2018.7） 
・「唐詩における異読の考察―元稹・杜
牧・寒山を例に―」（『中唐文学会報』第
25号 2018.10） 
・「中華書局編輯部編『詩詞曲語辞辞典』
に見る唐詩の特徴的な用法について(4)」
（『東京学芸大学紀要 人文社会科学系
I』70集 2019.01） 
 
②大沼枕山明治期詩業の比較文学
的研究 
③唐詩における異読の包括的研究 
澤田 英輔 
①作文教育における効果的なフィ
ードバック 
・勝田光・澤田英輔「リーディング・ワ
ークショップにおける優れた読み手の育
成 １時間の授業過程の分析」（『国語科
教育』84号、査読有、58-66ページ） 
・ナンシー・アトウェル、小坂敦子、澤
田英輔、吉田新一郎（共訳）『イン・ザ・
ミドル ナンシー・アトウェルの教室』
（三省堂） 
・プロジェクト・ワークショップ（編）『増
補版 作家の時間』（新評論） 
 
②学校図書館の整備とリーディン
グ・ワークショップ 
杉村千亜希 
①中古文学作品の教材化について 
  
②和歌の指導法について 
関口 隆一 
①川端康成の評論の研究 
  
②現代評論の教材化の研究 
千野 浩一 
①古典の導入教材のあり方 
  
②近世文学作品の教材化 
③近現代の創作物・サブカルチャ
ーにおける古典の影響 
東城 徳幸 
①昭和期の文学作品とその教材化
の研究   
②国語教育への文学理論の導入 
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平田 知之 
① 児童生徒のコミュニケーショ
ン能力向上に資する芸術表現体験
についての実践研究 
  
② 国語の特質についての指導 
    
社会科    
氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
大野  新 
広島から考える平和教育   
水俣から日本を考える   
新教育課程と地理学習   
小佐野浅子 
科学としての歴史学を考える授業
－「陵墓」と世界遺産－ 
  
「中近世移行期」をどう学ぶか   
歴史を学ぶ意味を考える   
早川 和彦 
①新科目「歴史総合」のあり方に
ついて 
「原爆投下はなぜドイツではなかった
か」 
「テーマ学習オンリーの学校からみた新
指導要領の主題学習」 
「「オチ」をつくる授業－進学校の授業実
践から」 
高大連携歴史教育研究会第二
部会にて発表＠日本大学
(2018.12.23) 
東京歴教協第 51 回研究集会
にて発表＠筑駒(2019.2.17)
日大歴史教育シンポ「歴史教
育の未来を拓くⅣ」＠日本大
学（2019.3.21) 
②教科教育･実習生育成  
教育実習事後指導＠筑波大学
(2018.6.8) 
③植民地期朝鮮における普通学校
「卒業生指導」 
「「卒業生指導」の立案・実施とそれへの
対応 －立案者八尋生男の理想形と現場
の実際－」(2019.2.22脱稿)『中央大学政
策文化総合研究所年報』第22号 
中央大学政策文化総合研究所
（プロジェクト名「韓国農村
の生存戦略と日本－その歴史
的経緯を中心に－）客員研究
員(2017.10.20-2019.3.31) 
④「卒業生指導」と農村振興運動
の関係について－八尋生男に注目
して－ 
 
福岡県筑紫野市(旧御笠村）実
地調査（2018.8.19-20）、学習
院大学友邦文庫、東京大学韓
国朝鮮文化研究室など 
宮崎 大輔 
①難民問題の教材化 本校教育研究会 教育研究会報告書 
②福島と原発事故の教材化 
平成30年度 スーパーサイエンスハイス
クール研究開発実施報告書 
 
 
 
－ 160 －
 氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
山田 耕太 
①生徒が歴史叙述の主体となる授
業実践 ― 教科書記述を検討す
るグループ学習 
 
歴史教育者協議会京都大会＠
同 志 社 中 ・ 高 等 学 校
(2018.8.4-6) 
②新科目「歴史総合」を考える―
「世界史A」「日本史A」の検討を
ふまえて 
 
シンポジウム「歴史教科書 い
ままでとこれから」Part14＠
早稲田大学(2018.6.17) 
③東アジアの視点で歴史学習を考
える 
日中韓三国共通歴史教材編集委員 
三 国 編 集 会 議 ＠ 春 川
(2018.6.29-7.1)他 
山本 智也 
①新科目「倫理」の基本構想 
新学習指導要領（公民科）作成協力者・
同「解説」執筆者 
文部科学省 
日本倫理学会 倫理教育部会  
共著『高等学校学習指導要領の展開 地
歴・公民』明治図書 
 
東京書籍『倫理』 編集委員  
②新科目「公共」の基本構想 
「新科目「公共」における哲学教育の実
際」 
日本哲学会ワークショップ
5.19提題者 
「高校新科目の可能性と課題 ‐「公共」
の場合‐」 
中等社会科教育学会11.18 シ
ンポジスト 
日本公民教育学会プロジェクト「公共の
扉」単元開発チーム 
東洋大学ほか 
東京書籍『公共』 編集委員  
③政治的リテラシーの育成 
「議論につながる「問い」を活かした政
治学習」 
けんみん会議9.21講師 
④「特別の教科 道徳」のカリキュ
ラム編成 
Ｐ２、「道徳科」検討委員会ほかで資料提
出 
 
小貫  篤 
①AI に関する公民科授業のあり
方 
『公民最新資料 特集4号』第一学習社
「自動運転事故における法的責任」本校
教育研究会 
 
②交渉教育のあり方 
自由研究発表「交渉教育と交渉コンペテ
ィション」 
『話し合いでつくる中高公民』清水書院
（2018.6.20発行） 
交渉コンペティション開催 
第 2 回中学高校対抗交渉コン
ペティション 
（3.10@東京都立雪谷高校）
③民法に関する学習のあり方 
日本公民教育学会プロジェクト法的主体
チーム 
法教育推進協議会高校教材作成部会 
日本公民教育学会（6.9-10＠
宮崎大学） 
法務省 
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 数学科    
氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
鈴木 清夫 
①大学での学びにつながる教材・
カリキュラムの開発 
・本校論集第58集、創造的な教材・指導
法及びカリキュラムの開発－中高６カ年
から大学へ(2019.03.31)   
・SSH数学科教員山口研修会
（8/27～29山口） 
・SSH数学科教員研修会（12/2）②数学Ⅰ、数学Aの指導につて 
須田  学 
①大学での学びにつながる教材・
カリキュラムの開発 
・本校論集第58集、創造的な教材・指導
法及びカリキュラムの開発－中高６カ年
から大学へ(2019.03.31)   
・日本数学教育学会誌 第 100 回全国算
数・数学教育研究（東京）大会特集号
（2018.8.2） 
 
・日本数学教育学会 
第 100 回全国算数・数学教育
研究（東京）大会 
（8/3～8/5） 
・SSH数学科教員山口研修会
（8/27～29山口） 
・SSH 数学科教員研修会
（12/2） 
②中学における代数分野の教材の
開発・深化 
③中学における幾何分野の教材の
開発・深化 
④問題解決のための課題作成法の
研究 
⑤コンピュータを利用した教材の
開発 
須藤 雄生 
①大学での学びにつながる教材・
カリキュラムの開発 
・本校論集第58集、創造的な教材・指導
法及びカリキュラムの開発－中高６カ年
から大学へ(2019.03.31)   
・日本数学教育学会誌 第 100 回全国算
数・数学教育研究（東京）大会特集号
（2018.8.2） 
・日本数学教育学会 
 第 100 回全国算数・数学教
育研究（東京）大会 
 （8/3～8/5） 
・SSH数学科教員山口研修会
（8/27～29山口） 
・SSH 数学科教員研修会
（12/2） 
②再帰の考えに着目した教材の研
究 
③２次関数のグラフと式を関連付
ける教材の研究 
④平面図形・ベクトル・図形と方
程式の内容を統合発展させる教材
の研究 
町田多加志 
①大学での学びにつながる教材・
カリキュラムの開発 
・本校論集第58集、創造的な教材・指導
法及びカリキュラムの開発－中高６カ年
から大学へ(2019.03.31)   
・SSH数学科教員山口研修会
（8/27～29山口） 
・SSH 数学科教員研修会
（12/2） 
②小中高の教科教育法の指導研究 
③数学的思考を育てる作問の研究 
④理解を助ける ICT教材・教具の
研究 
三井田裕樹 
①数理統計学に繋がる中等教育の
教材の開発・研究 
・本校論集第58集、創造的な教材・指導
法及びカリキュラムの開発－中高６カ年
から大学へ(2019.03.31)   
・SSH数学科教員山口研修会
（8/27～29山口） 
・SSH 数学科教員研修会
（12/2） 
②中学校での幾何指導の研究 
③数値実験を用いた統計学教材の
研究 
④高等学校教育での線形代数指導
の研究 
吉崎 健太 
①大学での学びにつながる教材・
カリキュラムの開発 ・本校論集第58集、創造的な教材・指導
法及びカリキュラムの開発－中高６カ年
から大学へ(2019.03.31)  
・日本数学教育学会誌 第 100 回全国算
数・数学教育研究（東京）大会特集号
（2018.8.2） 
・日本数学教育学会 
 第 100 回全国算数・数学教
育研究（東京）大会 
 （8/3～8/5） 
・SSH数学科教員山口研修会
（8/27～29山口） 
・SSH 数学科教員研修会
（12/2） 
②中学における代数分野の教材の
開発・深化 
③アクティブ・ラーニングのため
の教材開発及び具体的方策につい
て 
④高次方程式の判別式について 
－ 162 －
 理科    
氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
今和泉卓也 
①生徒実験を軸にした発見的な授
業展開と教材開発 
 
 
②主体的に学ぶ「幾何光学」の授
業展開（中学理科） 
 
③ICT に「違和感」を入れた、能
動的態度で取り組める教材の開発 
  
真梶 克彦 
①物理グループ別実験の開発と実
践(SSH) 
 
日本物理教育学会第 35 回物
理教育研究大会（香川大学
2018年8月11、12日） 
②生徒の主体的活動を促す教材開
発（課題研究） 
 
③ICT の活用を視野に入れた「電
磁気分野」の教材開発 
 
梶山 正明 
①生徒の興味・関心を高める化学
実験教材の開発 
（既成教材の内容検討と実験書の
活用） 
 
 
②「理数探究」の実施に向けた内
容の検討 
筑波大学教育学会第17回大会公開シンポ
ジウムパネリスト（筑波大学附属高校
2019年3月9日） 
吉田 哲也 
①結晶を用いた分光学への興味・
関心を高める実験教材の開発 
  
②高 2 課題研究「ともに生きる」
における附属特別支援学校との連
携 効果的な実験教材の検討 
  
宇田川麻由 
①生態学分野の実験・実習教材の
開発 
「自然を科学的に捉えさせる教材の工夫
〜モンゴルステップ植生調査を通して
〜」口頭発表 
日本生物教育会第 73 回全国
大会山口大会（山口県健康づ
くりセンタ  ー2018年8月4,5
日） 
NHK高校講座「生物基礎」生態分野監修  
②探究のサイクルを回す生徒実
験・課題研究の在り方 
 
東京都生物教育研究会主催講
演会「これから研究をする中
高生と指導教員のために」（海
城高校 2018年7月16日）開
催 
「生徒に方法を考えさせる光合成の実験
と消化の実験」口頭発表 
東京都中学校理科教育研究会
冬季研修会（西早稲田中学校
2018年12月27日） 
③生命倫理を扱う生物授業の研究 
第45回筑波大学附属駒場中・高等学校教
育研究会（2018年11月17日）公開授業
「脳死を捉える」 
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 氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
仲里 友一 
①ゲノム情報を活用した教材の開
発 
  
②ショウジョウバエを用いた様々
な実験教材の開発と改良 
  
高橋 宏和 
①日本の中新統産ウミニナ科貝類
化石の分類学的再検討 
高橋宏和「東北大学に所蔵されている中
新統産ウミニナ科貝類化石」 
日本古生物学会 2018 年年会
2018 年 6 月 22 日(金)～6 月
24日(日) 東北大学青葉山北
キャンパスにて口頭発表 
②日本の下部中新統産熱帯性干潟
貝類化石群集の特性について 
 
日本古生物学会第168 回例会
2019 年 1 月 25(金)～1 月 27
日(日) 神奈川県立生命の
星・地球博物館に参加 
    
保健体育科    
氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
合田 浩二 
①姿勢の記録と分析方法の教材化   
②陸上競技における適正な目標設
定 
 
東京都高体連強化講習会
2017.12/16,2018.2/11 ③睡眠・食事・運動と体温の変動
と心の健康との関わり 
 
登坂 太樹 
①オリンピック教育の教材開発  
附属教育局オリンピックパラ
リンピック教育推進会議 
②日本剣道形の成立背景の研究  
東京都剣道連盟主催講習会、
東京都高体連剣道専門部主催
講習会、学校剣道連盟主催講
習会 
横尾 智治 
①保健体育科授業実践の向上 
「高等学校体育における主体的問題解決
能力の1年間の変化」発育発達研究第82
号3月（2019.3.31） 
「高等学校体育における主体的問題解決
能力育成プロセスの因果構造分析」発育
発達研究第82号3月（2019.3.31） 
 
②中学・高校サッカー部の運動能
力発達 
「高校生サッカー試合における GPS シ
ステムの活用」スポーツと人間，静岡産
業大学論集第3巻第1号（2018.12.01）
2019 高校サッカー年間 全国高等学校体
育連盟サッカー部編 講談社「得点場面
集計」2019年3月 
第 3 回東京都フットボールカ
ンファレンス，国士舘大学世
田谷キャンパス 2019 年 1 月
20日 
③スポーツへのAI活用について 
高校 2 年生課題研究「スポーツ×AI」を
実施 
QUANTUM Inc. 東京都港
区芝浦 2018年8月 
－ 164 －
 氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
徐  広孝 
テニスのアナリスト育成のための
実践的取り組みとその効果の検証 
日本体育学会第69回大会測定評価分科会
口頭発表,徳島大学,2018年8月23～26日 
「中高生を対象としたテニスのアナリス
ト育成のための実践的研究 
－アプリケーションを用いた測定の信頼
性－」，スポーツと人間，静岡産業大学論
集第3巻第1号（2018.12.01） 
「中高生を対象としたテニスのアナリス
ト育成のための実践的研究 2－育成プロ
グラムの効果検証－」，スポーツと人間，
静岡産業大学論集第 3 巻第 2 号
（2019.03.01） 
「スポーツアナリティクスの実践的取組
－テニスのパフォーマンスアナリティク
ス―」，筑波大学駒場論集第58集 
日本体育学会第69回大会，徳
島大学，2018 年 8 月 23～26
日 
山合 洋人 
①保健授業評価尺度の開発 日本体育学会第68回大会参加 
日本体育学会第69回大会，徳
島大学，2018 年 8 月 23～26
日 
②保健体育科授業実践の向上 
本校論集第58集、メンタルヘルスリテラ
シー教育プログラムの実践 
‐中学生に対する実践を通して‐
（2019.3.31） 
    
養護    
氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
早貸千代子 
①精神保健メンタルヘルスリテラ
シー教育のプログラム開発及び実
践 
本校論集第58集、メンタルヘルスリテラ
シー教育プログラムの実践‐中学生に対
する実践を通して‐（2019.3.31） 
 
②高 2 課題研究「障害科学；とも
に生きる」-附属特別支援学校との
連携- 
 
筑波大学附属聴覚特別支援学
校(2018.7.9),ダイアログイ
ンザダーク(2018.7.11),筑波
大学附属久里浜特別支援学校
(2018.12.18),筑波大学サイ
バニクス研究センタ (ー2018.
12.17),筑波大学附属大塚特
別支援学校(2018.1.19),東京
大学先端科学技術研究センタ
(ー2019.1.26)等 
③インクルーシブ教育-附属 11 校
での取り組み- 
 
黒 姫 高 原 共 同 生 活
（2018.7.29-31）、共生社会を
目指す講演とシンポジウム
（2018.12.9）等 
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 氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
早貸千代子 
④養護教諭が行う健康相談活動に
ついて 
  
⑤筑駒LBC   
⑥特別支援教育について  
日本小児精神神経学会
(2018.12.15－16) 
亀村ひかり 
①学校保健への働きかけについて 
日本教育大学協会養護教諭部会・全国国
立大学附属学校連盟養護教諭部会研究集
録53号 
・日本教育大学協会養護教諭
部会・全国国立大学附属学校
連盟養護教諭部会第 53 回研
究協議会（2018.8.8-10） 
・全附連養護教諭部会常務理
事研究部会(複数回) 
②健康診断について   
③本校における SST（アサーショ
ンを中心に）授業実践の試み 
  
    
技芸科    
氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
植村  徹 
①クラウドを利用した共同学習環
境の検討 
・マイクロソフト認定教育イノベーター
(2016-19) 
・「メディア虎の穴」やテーマ学習を通し
たMicrosoft Teamsでの共同学習実践 
・ Google for Education 
Summit(2019.3.27) 
②SSHシリーズセミナ 「ーメディ
ア虎の穴」のカリキュラム構成と
実践 
・「メディア虎の穴」の運営 
・教員免許状更新講習「5 年後の ICT 技
術と授業・教室」(渡邉隆昌教諭)の企画
助言、運営補助 
・アドビシステムズ株式会社
(2018.8.17) 
・千葉大学(2018.10.18) 
③中学校家庭分野「家族」学習の
切り口の追求 
・全附連高校部会家庭科分科会発表「中
学住居領域の一授業 －家族・家庭生活と
の関連を考えて－」(2018.10.26、広島大
学附属高等学校) 
・ 全 附 連 高 校 部 会
(2018.10.25-27, 広島大学附
属高等学校) 
④成人年齢 18 歳化を見据えた消
費者教育 
・高 2 授業「中学生向けに消費者被害防
止のビデオ教材をつくろう」を実践 
・日本家庭科教育学会第61回
大会(2018.7.7,茨城大学) 
小宮 一浩 
①日本歌曲から学ぶ日本語の演奏
法と表現について 
音楽祭や授業等で実施  
②音楽用語や楽語について深く研
究し、音楽教員のための楽語を研
究 
音楽祭や授業等で実施  
③聖書やヘブライ語について研究 
中３テーマにて実施。本講論集第58集に
掲載 
(株)ミルトス 聖書ヘブライ語
研究会、静岡大学(2018.12.18)
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 氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
土井 宏之 
①プレゼンテーションスキル向上
のための実践・研究 
  
②鑑賞教育における美術解剖学か
らの視点の導入 
  
渡邉 隆昌 
①中学校技術科教育の本質特性と
教育理念 
・筑波大学生命環境系 FD（Faculty 
Development）セミナー.「大学教職教
育に望むもの～技術教育の現場から」
（2018.3.30.筑波大学） 
・プレ教育実習的なTA授業支援による教
育現場の高機能化（筑波大学生物資源学
類との高大連携事業） 
・小学校及び中学校各教科等
担当指導主事連絡協議会〔中
学校技術部会〕（2018.11.14.
文部科学省） 
②SSHシリーズセミナ 「ーメディ
ア虎の穴」のカリキュラム評価 
・教員免許状更新講習 B「5 年後の ICT
技術と授業・教室－エバンジェリストと
教員との対話」講座担当．(2018.8.25) 
・マイクロソフト認定教育イノベーター
2018認定．（2018～2019）  
 
・筑波大学教員免許状更新講
習担当講師説明会（2018.5.
14.筑波大学） 
・マイクロソフト認定教育イ
ノベーター2018 年度会議．
日本マイクロソフト大阪オフ
ィス（2018.9.22.Skype for 
Businessによる会議） 
③高等学校情報科と中学校技術科
における情報領域の系統性 
・筑波大学教育学会自由研究発表．「ソフ
トウェア開発環境(Visual Studio)を活用
したプログラミング学習の実践」．
（2018.3.10.筑波大学附属駒場中・高等
学校） 
 
    
英語科    
氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
多尾奈央子 
①外国語活動を踏まえた中学３年
間の英語教授シラバス・教材開発 
筑波大学附属駒場論集第58集  
②適正レベルの教材選出のための
語彙分析 
「高校英語教育セミナー」講師2018.7.14
（大阪），7/21（東京） 
 
③ニュース英語素材から四技能統
合型教材開発 
『 CNN Workbook 2019 (Extended/ 
Intensive)』2018.10月発行 
 
④新学習指導要領に向けた授業改
善 
新学習指導要領にもとづく英語科教育法
第3版（大修館）2018.12発行 
 
秋元 佐恵 
①高校３年間を見据えた教材開発 
筑波大学附属駒場論集第58集  ②効果的な語彙指導の研究 
③認知言語学研究 
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 氏名 研究テーマ 
研究発表・論文等 
(雑誌名や学会名、題名、発行・発表年月日等） 
研究にともなう研修・出張先
（年月日） 
八宮 孝夫 
①高1の英語教材の開発 
教育研究会・公開授業/ 筑波大学附属駒
場論集第58集 
 
②高校2年 TT 英語プレゼンテー
ション教材開発 
筑波大学附属駒場論集第58集  
③DVD などを活用した多読の実
践 
『新英語教育』2018年7月号  
④英語学の知見を英語教育に活か
す工夫 
『英語学を英語授業に活かす』（開拓社）
(2018.9.12) 
 
⑤Oral Introductionの指導法 
Oral Introduction入門～The house that 
Jack built を用いて / 語学教育研究所
(2018.8.4) 
 
山田 忠弘 
①高３Writing 授業教材（ハンド
アウト）の研究開発 
筑波大学附属駒場論集第58集  ②ＬＬ授業補助教材の研究開発 
③高校入試出題用英語長文の研
究・作成について 
高橋 深美 
①コミュニケーション英Ⅲにおけ
るより効果的な英語指導のあり方 
筑波大学附属駒場論集第58集  
②生徒の知的成長に対応した教材
開発 
須田 智之 
①中3英語の教材開発 
筑波大学附属駒場論集第58集  
②即興型ディベートを用いた中学
校英語授業 
③英語授業における歌・映画・演
劇の活用法について 
阪田 卓洋 
①中 2 に適した多読教材の研究開
発 
教育研究会・公開授業  
②関係節の非制限用法について   
③文法項目とそれに適した発表活
動の研究 
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